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いつかのできごと　その１







「見つけた……」

　薄うす暗くら闇やみの中で、“〝ぼく”〟は呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

　生暖かい風が草はらを揺らしてサササという音を奏でる。空には星が瞬き東の空に満月がボンヤリと浮かんでいる。

「やっぱりそうなんだ！　本当に宇宙人はいるんだ!!」

　震ふるえる拳こぶしをグッと握りしめる。脇に挟んでいた学習ノートを開き、胸ポケットの鉛筆を手にする。

「○○月××日　ついについについに！　“〝ぼく”〟はＵＦＯの“〝ちゃくりくあと”〟をはっけんした」

　と、書きこんだ。

　そう。今、“〝ぼく”〟は、ＵＦＯの“〝ちゃくりくあと”〟の上に立っている。

　仁に科しな川がわの“〝かせんじき”〟。背の高い草のジャングルを分け入り歩いていくと、急に目の前が開けて何もない場所が現れたんだ。綺き麗れいな円形に、草がまったく生えていない不思議な場所。それがいわゆるミステリーサークルと呼ばれるものであることを、“〝はくがく”〟である“〝ぼく”〟は知っている。

　パパはいつも言っている。どんなことも“〝ろんりてき”〟かつ“〝かがくてき”〟に考えなさいと。だから、“〝ぼく”〟は“〝ろんりてき”〟かつ“〝かがくてき”〟に、そのミステリーサークルができた理由を考えた。それで“〝かくしん”〟した。

「ＵＦＯがこの場所に降りたんだよ。そうだよ、そうでなきゃ、なんの“〝こんせき”〟も残さず、こんなに綺麗な円形に草を刈れるはずがない。ぜったいにそうだ。そうに決まってるよ！」

“〝ぼく”〟は自分に言い聞かせるように叫ぶ。こんな一面背の高い草が生えているのに、ミステリーサークルの周りの草花にはまったく傷がついていない。つまり、ブルドーザーのような“〝じゅうき”〟が入った痕跡がない。機械も無しに、こんな綺麗に丸く刈り取ることはできるはずがないんだ。空からＵＦＯが降りでもしない限り。

「これはＵＦＯの“〝ちゃくりくあと”〟としか考えられない」

　ついに発見した……。学校の裏山で、宇宙人の“〝つうしんきち”〟も見つけて以来、“〝ぼく”〟はこの街に宇宙人が“〝ちゃくりく”〟していると“〝かくしん”〟していた。このミステリーサークルはその最大の“〝しょうこ”〟になる。

「やった、世紀の大発見だ！」

　ミステリーサークルの真中でガッツポーズを決める。この発見を“〝ろんぶん”〟にして“〝がっかい”〟に発表すれば有名人になれる。パパも誉ほめてくれる。“〝ぼく”〟を一人前と認めてくれる……。

　──と、

「？」

　突然、“〝ぼく”〟は眉まゆ根ねを寄せる。首を傾かしげる。風になびく草むらの中から、何か声のようなものが聞こえた気がしたのだ。耳をすませる。



　え──ん、え───ん。



　それは泣き声のように聞こえた。しかも女の子の泣き声の気がする。“〝ぼく”〟は顔をしかめる。泣く女の子ほどやっかいなものはない。

“〝ぼく”〟は泣き声のする方向へ、ミステリーサークルを横断していく。ミステリーサークルの端まで行ってしゃがみこむと、泣き声の聞こえる草はらの中を覗のぞきこんだ。



　ハッとした。

　女の子が雑草のジャングルの中で体育座りをしている。手を目に当てて、やはりベソをかいている。

　──この子、いつからいたんだ？

　まず、最初に気になるのがそれ。もしかしたら、彼女が先にミステリーサークルを発見したのかもしれない。そうだとすれば、“〝ぼく”〟の発見の価値は“〝いちじるしく”〟下がってしまうのだ。“〝ぼく”〟は唇を噛かんだ。

「……ねえ」

“〝ぼく”〟は女の子に声をかける。

「！」

　女の子がビクッと体を震ふるわせて、こっちを見る。

　ドキッとするほど、可愛かわいい女の子だ。目が大きくて、小さな顔で、とにかく可愛い。歳としは僕より一つか二つ、下かもしれない。こんな可愛い女の子、幼稚園でも見たことがない。まるで人形のようだ。……でも、彼女の容姿よりも気になることが、今の“〝ぼく”〟にはあるのだ。

「ねえ、君……、ここのこといつから知っていたの？」

「??」

　女の子は急に泣なき止やんだ。不思議そうに、首を何度も傾かしげる。質問の意図が伝わらなかったのは明らかだ。

「あ───、つまり、以前もここには来たことがあるの？」

　少し考えて、コクリ──、と女の子は頷うなずいた。

「そ、そうなの？　ガックシ……」

“〝ぼく”〟は少し残念な気持ちになる。どうやらミステリーサークルの第一発見者の名誉に与あずかれるのは、“〝ぼく”〟ではないらしい。

「ここには、いつから来てたの？　いつからここにミステリーサークルがあったか、知ってる？」

「いつから……、グスッグスッ」

　なにか好ましくない質問をしたらしく、女の子は再びヒクヒクと鼻を鳴らし始める。目に涙がどんどん浮かび、溢あふれ出だしてくる。

　この事態に、“〝ぼく”〟は再び焦ってしまい、ポケットをまさぐった。ママから貰もらったハンカチがあると思ったが、家に忘れたらしい。

　仕方なく、“〝ぼく”〟は彼女の目の下に指を伸ばす。人差し指を、彼女の涙をふき取るように動かした。

　女の子は驚いたように目を見開く。“〝ぼく”〟の二倍はあろうかという瞳ひとみで、パチクリと瞬まばたきする。そしてそのまま泣き止んだ。

「ねえ、君は……」

　ホッとしながら“〝ぼく”〟は彼女に話しかける。

「ここがミステリーサークルということを知ってる？」

「??」

「ここはね。宇宙人の乗り物の“〝ちゃくりくあと”〟なんだよ」

“〝ぼく”〟は両手を広げた。女の子はポカンとしている。

　よしっ、と“〝ぼく”〟はほくそ笑んだ。予想通り、彼女はこの場所の存在には気がついていたが、意味までは理解していなかったらしい。ということは、ミステリーサークルの意味的な発見者はやはり“〝ぼく”〟ということ。彼女はその“〝がくじゅつてき”〟な意味も知らずに訪れていた原住民、といったところだろう。

「あのね。ここは、“〝うちゅうがっかい”〟的にすごく、ものすごく重要な意味を持つ場所なんだ」

「……？」

「だから、絶対に誰だれにも言ったら駄目なんだよ。言ったら発見の名誉を奪われてしまうんだ。絶対に誰にも言わないって約束できる？」

　女の子はコクリと頷うなずく。「お姉ちゃんにも言わない……」と言う。

「オッケー。じゃあ、約束だよ。一緒にここの第一発見者になろう」

“〝ぼく”〟は女の子に向かって小指を突き出す。

「指きりをしよう。絶対に約束を守るという」

　女の子は一瞬、躊躇ためらいを見せた後、小指を巻きつける。

「じゃあ、指切りげんまん。うそついたらハリセンボンの───ます」

「……」

　女の子は無言のまま指を切った。

　ひとまずホッとする。これできっと、当分の間ここの秘密は守られるだろう。この場所は二人だけの秘密の場所となる。いずれ“〝ろんぶん”〟発表の時、“〝ぼく”〟と彼女のどちらを発見者の“〝ひっとうしゃ”〟として記すかは、またその時に話しあえばいい。パパがそれは重要なこと、と言っていたんだ。むろん、“〝ぼく”〟がそれを主張するつもりだけどね。

「ところで、君の名前はなんていうの？」

“〝ぼく”〟は彼女の顔を見つめる。今度は冷静に彼女の容姿を観察することができる。やっぱり可愛かわいい顔をしている。まるで妹の瞳ひとみが持っている人形のように大きな瞳に、小さな鼻、口……。本当に作り物のように綺き麗れいなパーツが、“〝おうごんひ”〟的な場所に配置されている。

「“〝ぼく”〟は天あま乃の翔しよう太たっていうんだ。６歳。仁に科しな東幼稚園の年長だよ」

「あまの……、しょうた……」

　女の子は反はん芻すうするように、“〝ぼく”〟の名前を繰り返す。それからゆっくりと、その桃色の唇を開く。

「わたしは……」




















１章　木星人祭！







「なにやってんだ……。恋れんのヤツ」

　僕はボ──っとアルミの机につっぷして呟つぶやいた。薄暗い、ムンムンと熱気が満ちている屋内。鼻び腔こうをつくカビの匂におい。壁の黒ずんだアルミサッシの窓は全すべて開けられているが、風はほとんど入ってこない。しかも、入ってきたところで大して涼しくならない。部屋の中はここ数日の残暑により十分予熱されていて、壁や床に熱気が染付いているかのようなのだ。しかも今、現在、真昼の太陽光が燦さん々さんと降ふり注そそぎ、すぐ頭上のコンクリの屋根をコンガリと焦がしている。

「確かに、遅いですね……」

　目の前で長髪の美人が恐縮するように、いつまで経たっても開くことのない扉を気にしている。白いＴシャツにホットパンツという、まだまだ夏真っ盛りな格好。この暑さの中でも涼しげな顔は超整っている。女の子のよい匂いがふんわりとやってきて、カビの匂いを中和する。

「先に行ってる、みたいなことを言っていたような気がしますが」

　一ひと片ひら愛あいさんは眉まゆ根ねを寄せて腕の時計を見る。その顔を、僕は鼻の下を伸ばして凝視してしまう。そして、ナイスバディを誇示するかのようにコンモリと盛りあがった胸に視線を向けて、今日の愛さんはノーブラなんだろうかそれとも貼はりブラ？　などと不ふ埒らちな思考を頭に走らせる。

「まあ、別にそう珍しいことではないから、気にならないですよね」

　ヘラヘラとフォローする僕。愛さんを心配させるわけにはいかないのだ。愛さんにはずっと平穏な気持ちで、ニコニコと何い時つも笑っていて欲しい。それこそ、僕のような臣しん下かの人間が希望すること。たとえ、携帯電話で呼び出され、炎天下を山登りし、秘密基地と呼ばれる公共施設に不法侵入させられた挙句に待たされる、という極めて理不尽な状況を不満に思っても、その気持ちを愛さんに対して口にしては決してならない。悪いのは呼び出して来ない張本人だ。

「待つのはいいんだけど、この暑さ、どうにかなんないかなあ」

　愛さんから離れた椅い子すで、背もたれ側を前に座る女の子が呟いた。ブラウスの胸元をパタパタとやって、手でも首筋を煽あおいでいる。レモン色のブラウスにミニスカート。スカートからスラリと細い足が伸びている。愛さんに比べれば、貧相な肉付きなのは間違いない。でも、ゴメンなさい。そのパタパタという無防備な動作に、僕の視線は愛さんから文ふみ月つきに、思わず移ってしまう。膝ひざ上うえ何センチですか、と尋たずねたくなるスカート。見えそうで見えないその中身や、大胆にカットされた丸い襟元を、僕はジッと観察してしまう……、ってか、観察してちゃイカンだろ。良識ある上級生としてこんなことをしてはいけないのである。僕はブンブンと首を横に振る。

「文ふみ月つき、おい……」

　眉まゆ根ねを寄せて、コホンコホンと咳せきばらいする。

「なーに？」

　文月はキョトンと首を傾かしげる。

「そのパタパタは止やめようよ」

「はっ？　なんで？」

「あと、足もちゃんと畳むように」

「だから、なんで？」

「そういうことをするのは、ある意味、年頃の男子高校生にはセクハラなんだぞ。目のやり場に困るんだよ」

「セクハラ？」

「はっきり言おうか？　パンツとブラが見えそうなの！」

「えっ！」



















　文ふみ月つきは顔を少し赤らめて、パタパタを止やめて、足をキュ──ッと閉じる。見えそうで見えない中身が、全く見えなくなってしまう。

「見えそうってことは見たのね。私の真っ白な純真！　一度ならず二度も！　あれ、三度目だったっけ？」

「見えそうというのは見えてないってことだよ！　ってか、さりげなく下着の色を告白しないように！」

「べ、別にいいんだけどね。私、もともと木星人だもん。だから、見られたって恥ずかしくないんだから」

　明らかに動揺を隠しながら、フンとそっぽを向く。そして、さっきより控えめに、またパタパタを再開する。

「またその設定を出してくるわけ？　……てか、君、もう木星人じゃなくなったんじゃなかった？」

「木星人だよ。一度、木星人だったからには、ずっと木星人だもん」

「そういうものなの？」

「そうよ。木星人は木星人。だからパタパタして、天あま乃のくんにエッチな目で観察されていても全然恥ずかしくないんだから」

「いや、観察していたわけじゃ……」

　してたけど。

「文月さん！」

　愛あいさんがちょっと怖い顔をする。

「恥ずかしいか恥ずかしくないかは関係ありません。天乃くんが困っていますから、そういうのはよくないと思います」

「どうしてですか？」

　文月もちょっとムキになった感じで言い返す。

「“〝いもうとがかり”〟の風紀が乱れます」

「風紀ってなんですか？　というか天乃くんの熱い視線を釘くぎ付づけにしたいのなら、愛さんもやればいいじゃないですか。パタパタ」

　そう言って、文月はさらに激しくブラウスの襟元をパタパタさせる。

「べ、別に、自分が天乃くんに観察されたくて、こんなことを言ってるわけじゃありません！　というか、別に観察されなくていいです」

　愛さんは白い顔を真っ赤にして叫んだ。

「それ、本当ですか？　だったら、どうしてそんな薄着なんですか？　パタパタよりそっちの方がずっとセクハラじゃないですか」

「それは暑いからです」

「足だって凄すごく露出してるし！」

「長いとこうなってしまうんです。それに、そんな超ミニスカートを穿はいている人に言われたくありません」

「そんなこと言って……、本当は天あま乃のくんのイヤらしい視線を釘くぎ付づけにするつもりだったんでしょ？」

　文ふみ月つきは目を意地悪く細める。

「違います！」

　愛あいさんもイチゴみたいに赤くなった顔で否定する。

「確かに薄着ですが、理由はただ暑いからに違いありません。それに、天乃くんは薄着の女の子をジロジロ見るような、破は廉れん恥ちな人ではありません。そうですよね？」

「えっ？」

　僕は思わず自分を指差した。

「いや、そのど──でしょうか……」

「それは天乃くんに幻想持ちすぎですよ。天乃くんだって下着姿の女の子がいれば、躊ちゆう躇ちよなくジロジロ見るわよ。ずっと昔からそういう人です」

「君、僕の何を知っているわけ!?」

「天乃くん、本当にそうなんですか？　ずっとず───っと昔からそういう人だったんですか!?」

　愛さんに超真面目まじめな表情で迫られる。

「いや、なんというか……」

　僕は愛さんの顔から視線を背け、その拍子で思わず愛さんの胸のせり出した白いＴシャツに目がいき、こんな状況にもかかわらず、やっぱり今日は“〝ノーブラ”〟なのかな、と破廉恥なことを考えてしまった。

「ほら、今だって愛さんの胸を観察してるじゃん。ブラをつけてるかノーブラなのか、心配になってるじゃん」

「お、お前は超能力者かよ！」

「えっ？」

　愛さんが衝しよう撃げきを受けたように目を見開く。

「いや、勘違いですよ。別にそんなこと考えていませんって！　濡ぬれ衣ぎぬですって！　変な誤解しないでください！」

　愛さんは赤い顔をさらに赤くすると、

「天乃くん、不ふ潔けつです……」

　と、Ｔシャツの胸の部分を両手で隠した。

　最悪だ……。

「ふん。そもそもね。私は以前から思ってたことがあるの」

　文ふみ月つきはパタパタを止やめると、真剣な顔で僕と愛あいさんの顔を見る。

「まだあんの？　なんか僕に恨みでもあるの？　もういいよ。これ以上、よくない雰囲気を作るの止めようよ」

「地球人はなぜ水着のビキニは見られるのはよくて、ブラとパンツは見られて恥ずかしいのか!!」

　文月は僕の発言を完全に無視して続ける。

「その辺りの理由、愛さんは分かりますか？」

「なぜって……」

　愛さんはものすごく困こん惑わくした表情になる。

「ついでに言うと、フィギュアスケートの格好、あれはよいのになぜ下着はだめか？　……そこで、天あま乃のくんに質問です。ぶっちゃけ、下着姿の女の子を見るのと、水着姿の女の子を見るのはどっちが嬉うれしい？」

「いや、どっちがって……」

「恥ずかしがらなくていいの。これは学術的な調査なんだから」

　文月は真剣に頷うなずいた。

「が、学術的って、そこまでか？　まあでも、どっちかっていうと、嬉しいのは下着姿だけどさ」

　愛さんの視線を気にしながら、僕は答える。

「そっか、よかったあ。ホッ」

「ちょっと待ってよ。なんでホッ、なの？」

「いや、天乃くんが普通の人でよかったよお。下着より水着が好きなマニアックな人だったらどうしようと思ってた」

「ちょっ、それってそんなにマニアックなことなの？」

「まあ、それはともかく、天乃くんが下着の方が好きな理由はなぜ？」

「へっ？　う───ん、それはよく分からないが、水着なら女の子は隠さないけど、下着は隠すから、なんというか背徳感とか、有あり難がた味みの違いじゃないか？」

「ふむふむ……。となると、女の子側の態度に原因がある、ということになるよね。例えば、暑い夏、女の子がその辺を下着姿で歩き回っていたら嬉しさはなくなる、と。そういうこと？」

「その可能性はある」

「私もそうじゃないかと思ってたんだ」

　文月は急に立ちあがると指を立てながら、秘密基地内を歩き始めた。

「となると、肝心なのは、なぜ女の子は水着を恥ずかしがらず、下着を恥ずかしがるか、だと思うんだ。どうしてでしょーか？」

　ビシッと僕を指差してくる。

「……それは小さい時から、周りの大人を見て……」

「違うわね」

　フッと笑われた。

「私の長年の考察によると、水着と下着、羞しゆう恥ち心しんの有無の違いは、柄と質感なのよ！」

「「柄と質感!?」」

　僕と愛あいさんは声を揃そろえる。

「下着は花柄のレースとか盛り沢山でなんだか禁欲的じゃない。いかにも秘密の花園な印象を与えるじゃない」

「そうなの!?　あの花柄はそういう意図に基づいていたの!?」

「それに対して、水着は大胆なデザインとかいろいろあってカラフルで、ちっとも禁欲的じゃないの！」

　僕の疑問を無視して、文ふみ月つきは断言する。

「でも、それにも増して大事な違いは、素そ材ざいの質感だと私は思うんだな」

　文月はかっこつけたように、前髪をかきあげる。

「ってか、質感ってなに？　なんのことを言ってるんだ？」

「つまり、素材よ。女児のパンツって白い木綿がほとんどじゃん。あれって蒸むれるとさあ、ヨレヨレっとして、シワシワっとした感じが出たり、汗がシミになっちゃったりするじゃない。あれがよくない」

「年頃の女の子が、パンツ蒸れるとか言うなよ」

「あのヨレとシワとかシミが、なんだか“〝生活感”〟や“〝リアリティ”〟を出しちゃうわけ。それを見られるのが、女の子は恥ずかしいのよ。天あま乃のくんだって、黄ばんだパンツを見られるのはいやでしょ？」

「年頃の女の子が黄ばんだパンツとか言うなよ……」

「でもその点、水着はナイロンでピチッとしていて、シワシワしないから、生活感が丸でない。だから、夏の陽気の下、着ていても恥ずかしくないわけ。私が導き出した結論は、それなのよ！」

　文月はビシッと天井を指差す。僕と愛さんはそれを呆ぼう然ぜんと見つめている。

「……ええっと、そして、それから導かれる結論はなんなんですか？」

　しばしの沈黙の後、愛さんが質問する。

「う───ん、結論はないけど、普段から下着の代わりに水着を着用していたら、パンチラとか胸チラとか気にならないんじゃないかと」

「でも、それじゃあ、体から出た汗を吸収するという、下着の最大の目的を果たせなくなりませんか？」

　ものすごく真面目まじめな顔で質問する愛あいさん。

「それは確かにその通り。その汗を吸ってヨレヨレっとする感じが羞しゆう恥ち心しんの原因になるわけだけど、でもだからこそ、ナイロンみたいなヨレヨレっとしない、カラフルな柄のパンツが今、求められているわけ。これを開発すれば、世界中で売れて、お金持ちになれるかも!!」

　文ふみ月つきはハッとしたように、顎あごに手を当てた。

「なるほどな。お前のご高説はよ───く分かった。で、話を戻すが……」

　僕は呆あきれた目で文月を見た。

「暑いのは分かるけど、その薄着で胸元をパタパタしたりするの、目のやり場に困るから止やめてくんない？」

「天あま乃のくん、私の話、聞いてたの？　ブラとかパンツを見たり、見られたりして恥ずかしがるのは精神的なもので、どうでもいいものって説明したでしょ？」

「その精神的なものに抗あらがえないって言ってんだろ？」

「少々、努力してよ。こんなの水着と変わらないって」

「禁欲的だし、蒸むれてシワとかシミがあるから無理なんだろ？」

「なっ！　シ、シワって!?　天乃くん、私のパンツのそんなところまで観察してたのっ!?」

　文月はパタパタを止めると、頬ほおを染めて叫ぶ。愛さんも、驚きよう愕がくしたようにまた胸を両手で隠した。

「仮の話だよ！　ってか、シミとかシワとか言い出したのはそっちじゃないか。自分の名誉のために言っておくけど、シワが見えるほど観察してない！」

　僕は激しく手を振った。

「わ、分かったわよ……。見られるのは恥ずかしくないけど、シワとか観察されるのは嫌だし、それに天乃くんの方が羞恥心を感じるのは可愛かわいそうだから止めてあげるわ」

　微妙に上から目線の発言を絡ませながら、結局、文月はブラウスをパタパタさせるのを止めた。止めた直接的な理由の一つになんとなくひっかかるものを感じるけど、まあ、よしとする。あんな無警戒にチラチラされるのは精神衛生上、好ましくないし。

「それはともかく……、こんなどーでもいい話題で盛りあがるのも、肝心の恋れんが来ないからだよなあ」

　僕はチラッと基地の扉へ目を向ける。

「まさかとは思うけど、呼び出しておいて、このまま来ない、なんてのは無しにして欲しいよねえ」

　文月も首の後ろで手を組む。

「やっぱりメールしましょうか？」

　愛あいさんが申し訳なさそうに言う。

「いや、もうちょっと待ってもいいんじゃないですかね……」

　再び僕が愛さんに向かって、ヘラヘラとした笑いを見せたのとほぼ同時。基地の扉が激しく開かれ、「機は熟した！」と、大きな声が飛んできた。

　それがいきなりだったので、僕は椅い子すから転げ落ちそうになりながら、声の飛んできた方向を見る。

　無論、一ひと片ひら恋れんが立っている。愛さんとお揃そろいのＴシャツに文ふみ月つき以上に丈の短いスカート。足には外国製のサンダル。なぜか手にはスポーツ新聞が丸められている。駅のキオスクで売られているあれだ。

「恋、遅いですよ」

　愛さんがメッと怒った顔をする。

「そ、そんなことより、すごいことが分かったんだ」

　ちょっと怯ひるみながら、恋は基地に入ってくる。

「そんなことより、とはなんですか！」

　突然、愛さんが眉まゆ根ねをキュッと寄せて、大きな声を出す。駆け寄ろうとしていた恋が、ブルッと体を震ふるわせて立ち止まる。

「ちょっとここに来なさい」

「……」

　手招きする愛さんへ、恋は悪いことをして先生に叱しかられる子供のような顔で近づいていく。

「みんなをこんなところに呼んでおいて、遅れてくるとはどういうことですか。みんな貴重な時間の合間を縫って、集まって下さったんですよ。最悪、遅れることを連絡するのがマナーというものです」

　愛さんは怖い顔で睨にらみつける。恋は口を尖とがらせていじけてみせた。

「わ、わたしも遅れるつもりはなかったんだ。ただ、出発する寸前、突然、重要な事項が明らかになって……」

「言い訳はいいです。みなさんに謝りなさい。木星人でも、きちんと礼儀は守らないといけません」

「むう」

　恋はものすごく不満そうに頬ほおを膨らませる。愛さんも負けじと眉み間けんに皺しわを寄せて一歩も引かない。一片姉妹が睨みあっている。

「まあまあ、愛さん。別に僕、そんな忙しかったわけじゃ……」

「天あま乃のくんも、恋をそんなに甘やかせてはいけません！」

　僕まで「メッ」と睨まれてしまった。僕は作り笑いを浮かべて「そうっすよね」とヘタレた。

「さあ、恋れん」

　怖い顔で恋に促す。

　恋はしばらく唇を尖とがらせたままでいたが、やがて、

「分かったよ……」

　僕と文ふみ月つきの方を見て、

「待たせて悪かった。ごめん」

　下を向きながら言う。

「べ、別にそんな気にしてないから」

「私も別に用事があったわけじゃないから」

　こう普通に謝られてしまうと、逆に僕と文月の方が恐縮してしまう。恋がこれでいいだろう、というようなイジけた上目遣いで愛あいさんを見る。すると愛さんは怒っていた顔を急に綻ほころばせた。

「よくできました、恋！」

　恋を抱きしめ、その豊満な胸に顔を埋うずめさせる。

「恋ならお利口だから、ちゃんと謝れると思ってましたわ」

　胸の谷間で恋の頭をグリグリとやる。

「やめろ───、姉じゃあ」

　恋が悲鳴を上げるが、愛さんはグリグリを続けている。

「なによ。結局、シスコンなんじゃない」

　肩をすくめる文月に同意だが、僕は他にも感想を持っている。僕も一度でいいから愛さんにグリグリされてみたい……。

「そ、んなことはともかくだ！」

　ようやく愛さんのハグからの脱出を果たした恋が、真っ赤な顔で息を切らせながら叫んだ。

「今日は、ものすごく重要なことをみんなに言わないといけないんだ。つまり、つまり、期は熟したんだ！」

　机の上によれよれのスポーツ新聞を叩たたきつける。

「その新聞、どうしたの？」

　僕は眉まゆ根ねを寄せる。

「公園で拾った」

「拾った？　ねえ、まさかゴミ箱から拾ったんじゃないよね？」

　僕の疑問を無視して、恋は新聞のページをめくっていく。

「天あま乃のくん、知ってる？　スポーツ新聞って一般家庭に配るのとキオスクとかで売っているのじゃ、内容がちょっと違うんだよ」

　文ふみ月つきが僕の横にやってきて、澄ました顔でそんなことを言った。

「へえ、なにが違うの？」

「えっとねえ」

　文月は「ふふふ」と笑うと、

「……いやらしいことが書いてあるページが家庭用にはないの。そういうところ、小さなお子様たちに読まれたら、パパさんたちの立つ瀬がないでしょ？」

「いや、立つ瀬はあると思うけど……、ってか、文月はなんでそんなマニアックなこと知ってるわけ??」

「ナウでヤングな女子高生なら誰だれでも知ってることだよお。常識だよ」

「嘘うそつけ」

　それが証しよう拠こに愛あいさんは文月の話を聞いてもキョトンとしている。

「というか、恋れんよ。その拾ったスポーツ新聞に、どんな重要な記事が書いてあるって言うわけ？」

「ああ、ここだここだ」

　恋がスポーツ新聞をめくる手を止める。開かれたページのトップ記事は、来月に活発化するという「太陽風」のことが書かれていた。

「知っているか？　近々、強い“〝太陽風”〟が吹くらしいんだぞ」

　恋が世紀の大発見したような顔で言う。

「ああ、これね。なんか、太陽の活動が活発になって、三週後くらいに結構、激しいのが来るんだろう。強烈なプラズマのせいで、携帯電話が使えなくなるかもしれないってテレビで言っていたな」

「私もニュースで聞きました」

　愛さんが言うと、文月も「うんうん」と頷うなずいている。

「知らなかったのは恋だけみたいだな」

「ニュ、ニュースソースはなんだっていいんだ。遅い早いの問題でもないんだ」

　恋は頬ほおを染める。そして、

「それより、重要なのはニュースの裏に隠れた事実を知っているかどうかだ。お前たちは知るまい？」

　不敵に笑いを見せる。

「隠れた事実？」

　僕は愛さんと顔を見合わせる。なんとも胡う散さん臭くさい。またろくでもないことを思いついたに違いない。

「実は……」

　恋れんは思わせぶりなためを作ると、僕たちの顔を順に見ていく。

「実はその“〝太陽風”〟に乗って、木星のマザーシップが地球に降りるんだ」

　さも重要なことを発表したみたいに、ドヤ顔になる。

「マザーシップが降りる？」

　僕は眉み間けんに深い皺しわを刻む。愛あいさんと二度、顔を見合わせる。

「ちょっといい？　恋」

「なんだ？」

「マザーシップが来るのは分かったけど、“〝太陽風”〟に乗って来るってなに？　木星のマザーシップって“〝太陽風”〟で動いているの？　初めて聞いたよその設定」

「いや、動力源自体はイオンクラスターエンジンとワープ航法を併用している。だが、電波に障害を与える“〝太陽風”〟に乗じて地球に接近すれば、他の宇宙勢力にばれずに済むじゃないか」

「なるほどな。まあ、道理は通るかなあ」

　僕は肩をすくめる。

「でも、前にもマザーシップが来るって話があったけど、あの時は結局来なかったじゃないか。今回は大丈夫なのか？」

「あの時は再接近しただけだ。地球に降り立った木星人からの報告を受けるためにな！　しかも、他勢力に邪魔されて上う手まくいかなかった。だが、今回は着陸だぞ。木星人が地球に降り立つんだぞ。十年ぶりに」

「へえ、なるほどねえ」

　適当な返事をする。

　恋と話して疲れないための法則その１……無駄に反論しないこと。

「じゃあ、降りるのは、また河か川せん敷じきなわけ？」

「もちろんだ。あそこなら安全に降り立つことができるからな」

「ふ──ん。なるほどねえ」

　恋と話して疲れないための法則その２……聞くだけでなくちょっと話にのってやること。

「ねえ、恋ちゃん」

　文ふみ月つきが新聞の記事に目を落としながら不思議そうな顔をする。

「今回、マザーシップは何をしに地球まで来るわけ？」

「重要なのはそこだ」

　恋はよくぞ訊きいてくれたと言わんばかりに、文月を指差す。

「知っての通りこの十年間、私はこの通信基地から地球人に関係するレポートを送り続けてきた」

「ふんふん」

「内容は地球人の精神性について……だ。来きたるべきジュピターアタックに備え、木星人のメンタリティと通じ合うことができるか報告してきたんだ」

　そういえば、そんな話もあったなあ、程度に思う。

「そういえば、それは結局、どんなに風にまとまったの？」

　少し気になって僕も質問する。

「そ、それは秘密だ」

　恋れんは恥ずかしそうな顔をして、口を尖とがらせる。

「ただ、心配することはない。地球人についてそんな悪いことは書いていないからな。今度のマザーシップの降下も、その目的は友好的なものだ」

「友好的……というと？」

「つまり、私の今までの報告によって、マザーシップはある判断を下した。すなわち地球人と木星人は共生が可能だということだ」

「ほう。ってか、いつの間に調査終わってたの？」

「そこで、最後の確認としてマザーシップの本隊自ら、地球人の現地検分を行うことになったんだ。今回のマザーシップ着陸の目的はそれだ」

　恋は僕の疑問をスルーして続けた。

「ってことはあれなの？　今回は木星人が沢山降りてくるの？」

「ああ、今回は大勢降り立つぞ。産卵のために大量に沿岸に押し寄せるニシンのように、ドンドンやってくるぞお」

「普通に怖いよ、その比喩表現！」

　ＵＦОから大量に降り立つ恋を想像して総毛だつ。

「それで、ここからが重要なことなんだが」

　恋は再び、真剣な顔で僕、愛あいさん、文ふみ月つきの顔を順々に見ていく。なんだろう、このえも言われぬ不安感は。

「マザーシップをこの星に迎えるにあたって、地球人は手ぶらでというわけにはいかないと思うんだ。木星人の私が言うのもなんだが」

「??」

「私の場合はただの調査員だから、こっそり地球に降り立ったの。マザーシップの着陸ともなるとそうはいかない。今回は木星人代表として、正式な地球訪問ということになるのだからな」

「……それで？」

　僕は恐る恐る恋の顔をうかがう。

「ワザワザ遠くから来る異星人のため、地球人は歓迎のセレモニーの一つや二つ、しないわけにもいかないだろう」

「「「歓迎のセレモニー??」」」

　恋れん以外の三人の声が重なり、絶妙なハーモニーを奏でた。どちらかと言うと、不協和音な感じだ。

「セ、セレモニーってなに？　ええっと、なにするの？」

　僕は恐る恐るという風に尋たずねる。

「つまり、盛大にマザーシップを迎えるんだ。友好民族である地球人が、木星人を熱烈歓迎するところを見せる必要があるんだ」

　恋はニッコリと笑う。

「熱烈歓迎……。観光地の外国人観光客向けの看板みたいな感じ？」

　と、文ふみ月つき。

「まあ、でも、それくらいならいいんじゃない？　なんかノボリでも作ろうか？　“〝熱烈歓迎木星人”〟とでも書いてあればいいだろう？」

　僕と文月は顔を見合わせる。

「何を言うか！　そんなので良いわけがないだろう？」

　恋が大きな声を出した。

「数人の地球人や現地で調査中の木星人がノボリを作って飾るだけで、セレモニーと言えるのか？　い───や、そんなはずがない。地球人が木星人と友好的であることを高らかに宣言しないといけない場なんだぞ。国単位、いや地球単位の歓迎が必要だ。そうでなければ、相手を侮辱することになる。木星人の一部の連中は、プライドが高い。扱いづらいヤツらだ。下手をすると戦争になる。私が十年かけて培ってきた友好の礎いしずえを台無しにするつもりか？」

　真っ赤な顔で、拳こぶしを振り上げて叫んだ。

　……お怒りだ。恋さまがお怒りになられておる。

「いや、でもさ。国家レベルの歓迎って……」

　そんなのできっこないよね、と、愛あいさんや文月と目で会話する。ヤバイ、ヤバイぜえ。今日の恋は久しぶりに脳がたちまちとろけそうなくらい良質の高出力な電波を発信しているみたいですよ。

「私は地球人と木星人は仲良くできると思っている。報告書にもそういう風に書いてあるんだ。だから、ちゃんと木星人の面子メンツを立てるような、盛大なセレモニーを行えばいい。ただそれだけだ」

「だからそんな簡単に祝えって言われてもさ」

「絶対に無理でしょ」

　僕と文月は肩をすくめる。逆立ちしたってできっこない。親しん戚せきに国会議員がいるわけでもないのに。

「恋れん、そんな大々的にセレモニーを行うのはかなり難しいと思いますよ。というか、私たちの力では絶対に無理です。もっと他にやり方はないのですか？」

　愛あいさんが助け舟を出してくれた。

「姉者の頼みでもそれだけは駄目だ。これは惑星間の交渉に関することだからな。両者にとっても大事なことなんだ」

　恋は腕を組んで、首を横に振る。愛さんは「ですが……」と抵抗しながら、コメカミを指で押さえていた。

「時間がないので大変なのは分かっているさ」

　そういう問題じゃない。

「だが、みんなでセレモニーを行う方法を考えようじゃないか。私も現地に潜入した木星人として、アドバイスはするぞ。何か困ったら聞いてくれればいい」

　恋はポンと胸を叩たたいた。

「手伝うって言われても……」

　なにをどうすればいいのかさっぱり分からず、僕や文ふみ月つきは目をパチパチと瞬まばたきさせている。愛さんはすまなそうな顔をしていた。

「とりあえず、みんなでアイデアを出しあうんだ。いいか、地球と木星の未来がかかっているんだぞ。私は友好の掛け橋になるつもりでやってきたんだ。ショータたちもよく考えて欲しい」

「う、うん」

　期待している様子で目をキラキラと光らせる恋にとりあえず頷うなずいてはみたものの、はっきり言って僕的には、

「まあ、ないな」

　と思っている。

　国家的な規模の歓迎会とか冗談じゃない。考えるだけ時間の無駄というものだ。他の二人だって文月は降参という風に小さく両手を上げているし、愛さんはというと相変わらずばつの悪そうな顔をしているし。

　でも、いつだって恋は本気なのだ。恋を満足させるため、実現可能で、かつ恋も大満足な丁度よい落としどころを考えないといけない。

　それが“〝いもうとがかり”〟の使命だ。

　困った顔をしている愛さんだって、二人っきりになったら言うに違いない。

「できる限り、恋が満足できるようなことをしたい」

　ってね。で、僕も、「そ──ですねえ」と答えることになるのだ。

　ただ、今回ばかりは……、恋の希望と現実の乖かい離りが大きすぎるような気がする。

　木星人を大々的に迎えるって？

　どう考えても難易度が高そうじゃないか。



　　　　　☆



「夕飯にする、お風ふ呂ろにする、それともア・タ・シ？」

　秘密基地で恋れんから重過ぎる宿題をもらった日の夜──、

　家に戻った僕が靴を脱いでいると、エプロン姿の女の子が玄関にやってきて前屈の体勢で顔を近づけてきた。そのドキドキのシチュエーションに一瞬、僕の思考は停止しそうになるが、すぐに軌道修正して、首を横に振る。

「そういう人心を惑わすようなことを言うもんじゃないよ……瞳ひとみ」

　そう言うと、最近、色んな意味でどんどん成長してきている我が妹は、嬉うれしそうにテケテケと笑うのだった。

「やれやれ」

　秘密基地での不毛なブレスト（木星人のマザーシップを盛大歓迎する方法のアイデア出し）で脳の皺しわがツルツルになったような気持ちになっていた僕は、ダルく靴を脱ぐ。そのまま階段に向かおうとしていると、瞳が追いかけてきた。

「でもでもでも、好きな女の子に今みたいなこと言われとしたら、ドキドキするでしょ？　どうよ。というか、ドキドキしなきゃ、男じゃない！」

　そんなことを言う。最近、成長とともにおませになってきた。

「いや、ちょっとウザイんじゃないか？」

「本当にい？」

　瞳はいやらしく目を細めて、僕を見てくる。

「例えば恋さんとかに言われたら？」

「ムハッ」

　ツバが気管に入って思いっきり咽むせた。

「どうしてその名前が出てくるの？　ってか、想像して怖くなったじゃないか。う───、ブルブルブル」

　僕は身み震ぶるいする。

「怖くなったって、どうして？　つきあってるんでしょ？」

　恋は怪け訝げんそうに眉み間けんに皺を寄せた。

「別につきあってないって。色んな意味でないない」

「そうなの？」

「そうだよ。ホントないから」

　手をパタパタと振って階段に足をかけようとしていると、

「まあ、いいや。それより、お風ふ呂ろもアタシもないけど、もうちょいしたら夕飯だよ──。リ・ア・ルで！」

「へ──い。着替えたらすぐに降りてくるよ」

「今日はなんとなんとのハンバーグディナーだよ！　キタコレ！　ドリームズカムツルーだよ！」

「瞳ひとみ、お前そんなハンバーグリスペクトだったっけ？」

　とかなんとか言いつつ、僕もちょっと嬉うれしい気持ちになりながら階段を上がっていった。母さんの作るハンバーグは美う味まいんだ。





「今日も父さんいないの？」

　テーブルに置かれたラップがされた皿を見ながら、僕は肩をすくめる。ラップの中には、ケチャップがかけられた一際大きいハンバーグが鎮座している。

「そうなのよ。なんだか、実験室でトラブルがあったって」

　と、母さんはあまり残念そうでもない口調でいう。別に、夫婦仲が冷え切っているわけではない。むしろ仲は良い方だと思う。ただ、僕も含めて、母さんも、親父おやじ・天あま乃の健けん太たと滅めつ多たに家で夕飯を食べないことに慣れてしまっているのだ。大学教授という比較的時間を自由に使える環境にあるにもかかわらず、夕飯の時間に決まって帰宅するのは難しいと思われる。ただ一人、未いまだ純真な心を持ち続けている瞳は、不満そうに尖とがらせた唇をラップされた皿に向けていた。

「はい、では、いただきま──す」

　母さんの合図で、三人で手を合わせた。今日の夕飯は瞳一押しのハンバーグにサラダ、金平ごぼうに味み噌そ汁しる。料理本にそのまま写真で載っていそうな、なんともありきたりな組みあわせ。これはこれで好きだけど。

　早速、箸はしでハンバーグを切り刻んでいると、

「それより翔しよう太た……」

　突然、母さんが僕を見つめてきた。

「なに？」

「恋れんさんとは、どうなっているの？」

「ぶっ」

　あまりにいきなりだったので、僕は切り刻んで再び粗い挽ひき肉にくのようになったハンバーグの上に、顔を突っ伏しそうになる。

「なんで母さんまでそんなこと言うの？　今日は家族揃そろって僕にそれを尋たずねる日なの？　ってか、どうなってるのって何がだよ」

「あら、恥ずかしがることはないわ」

　母さんは無駄に慈悲深い微び笑しようを浮かべる。

「私が訊ききたいのは、翔しよう太たと恋れんさんがまだつきあっているのか？　つきあっているとしたら、どういう関係になってるのか、その進展度なのです。アーユーオッケー？」

「ノーノーノー」

「イエ──イ」

　母さんは自分で質問しときながら、自分で答えてサムアップする。

「ちなみに、理屈っぽい翔太のため進展度の基準を説明しておくわ。ここは昔風に、Ａ、Ｂ、Ｃの三段階で評価します」

「Ａ、Ｂ、Ｃ!?　ママ、瞳ひとみなんだかドキドキしてきた！」

「でしょう」

　母さんと瞳がよくないテンションの上げ方をしている。

「あ、あのさあ、母さん……」

　僕は疲れて首を振る。ってか、実際、今までの母さんの説明で、どっぷりと疲れてしまった。なんで我が家の女子は二人揃そろって、年頃の男子に対する配慮というものに欠けているのだろう。

「まだつきあっているとか、進展度を議論する前に、一つ言っておくけど、僕と恋は別にそういう関係じゃないよ」

「ええ────？」

「なんでそんな不満そうな声なの？　母さん」

「だって不満だもの。付き合ってないとか超興ざめじゃない。Ａ、Ｂ、Ｃ、ほら、Ａ、Ｂ、Ｃ！」

　たちの悪い不良に煽あおられている気分だ。

「母さん、そんなに煽っちゃ駄目よ。瞳の独自の調査によると、どうも、まだお兄ちゃんは悩んでいるみたいなんです」

　瞳が訳知り顔で口を挟んでくる。

「悩んでる？　そうなの？」

　母さんが僕を見る目をキランと光らせた。

「お兄ちゃんは恋さんの他にも気になる女の子が沢山いるんです。しかも、どの子も可愛かわいいくて性格もよいから、悩ましいのよね？」

「いや、ねって言われても……」

「へえ、そうなんだあ」

　母さんはますます嬉うれしそうな顔になる。

「恋さんの他に誰だれがいるの？」

「筆頭は、恋れんさんのお姉さまの愛あいさん。もうメッチャお兄ちゃん好みのナイスバディな美人さん」

「ぶふっ──」

　味み噌そ汁しるを噴出させそうになったよ。

「へえ、ナイスバディの美人さん。それはよさそうね」

　母さんはジュルジュルと生なま唾つばを飲みこむ。

「あと、恋さんのクラスメイトの文ふみ月つきさんでしょう。あのこもいいよね。都会の洗練された垢あか抜ぬけた感じがあるし」

「え、えらく詳しいな、君！」

「そりゃあもう、お兄ちゃんのことなら、なんでも知ってますから」

　瞳ひとみはつけてもいない眼鏡めがねを上げる仕草をする。

「あと、クラスメイトの刑おさ部べさんだって気になるんだよね。なんか友とも達だち感覚？　ってヤツ？　なんでもズバズバ言えるし、相談できるし？」

「いや、同意を求められても……」

「へえ。すごいじゃない。まるでハーレムだ」

　母さんは感心するように手を合わせる。

「いやいやいや！　確かに、今瞳が列れつ挙きよした女の子はみんな知り合いだけど、別にそういう関係じゃ……」

「ほら。お祭りの時、沢山、美女をはべらせて歩いていたじゃん。あの人たちですよ。お兄ちゃんハーレム」

「そういえばそうだったね。はべらせていたね」

　僕の主張を無視して頷うなずき合う母さんと瞳に、僕は唇の端をピクピクッと痙けい攣れんさせる。ホント、たちが悪いよ天あま乃の家けガールズ。

「その気持ち悪いくらいのモテっぷり。一体、誰だれに似たのかしら」

「パパじゃないの？」

「ないない」

　母さんが手を振った。

「パパは、そんな女の子を何人もはべらせるような人じゃないわよ。というか、一人だってはべらせたりしないわね」

「だから僕だって、はべらせていたわけじゃ……」

「そうかあ。パパは、はべらせ嫌いなタイプだったかあ」

「はべらせ嫌いって、そんな新しい日本語を作らなくても」

「パパはどっちかというと、モテないタイプだったからなあ」

「僕も決してモテるタイプではないよ！」

「でもね、翔しよう太た」

　母さんは急に真剣な顔つきになった。

「どんなにモテても、二ふた股またいや四股だけはダメよ」

　メッと睨にらまれた。

「あのね、母さん……」

「あなた本質的には心優しいから、一人を選ぶとかできないでしょ？　ダラダラと関係を続けていくでしょ？」

「上げながら、密ひそかに個人攻撃してる！」

「でも、だからって浮気だけはダメよ。それだけは止やめなさい。そんなことをしたらあなた……死ぬわよ」

「顔が怖いよ！　母さん、なに息子を脅してんの!?」

　夢に出てきたらうなされそうなくらい怖かった。

「まあ、それはともかく……」

　母さんは優しげに笑った。

「誰だれにも言わないから教えなさい。どうなの、誰が本命なの？　やっぱり恋れんちゃん？　それとも、そのお姉ちゃんの愛あいさん？」

　興味津々、爛らん々らんと輝かせた目で僕を見る。やはり親子なのか、妹も全く同じ目つきをしていた。

「いや、だから。別に本命とかそういうのないって」

「ええ───、不満。超興ざめだあ」

　母さんは唇を尖とがらせる。

「本命がいない……。ちょっと待って。もしかしてお兄ちゃん実は他に、大本命の女の子がいるってこと？」

　瞳ひとみがハッとしたように目を見開いた。

「違うって！　なんで今の流れからそういう結論が導かれてくるの？」

「でも、資料には他にもお兄ちゃんガールズがいるとは書いてなかったわね」

「なんの資料だよ！」

「ということは……、えっ？　ま、まさか大本命は、私、とか？　駄目だよお。お兄ちゃんのこと、まあまあ嫌いじゃないけど、禁断の恋に発展したいほどかって言われるとそうでもないよ」

「勝手に妄想して、上から目線で断ってるよ」

「翔太、近きん親しん相そう姦かんはいけませんよ」

「母さんまで……」

　僕は首を振りながら、切り刻んだハンバーグをご飯の上にかけて、口の中にかきこんだ。早く食べ終えて、この恐ろしい場所から脱出しないと。

　僕のオリジナリティ溢あふれるハンバーグの食し方を見ていた母さんが、真面目まじめな顔で眉まゆ根ねを寄せた。

「前から思っていたけど、翔しよう太たのそのハンバーグの食べ方ね」

「行儀が悪いって言うんだよね？　大丈夫。家でしかしてないから」

「そうじゃなくて……、父さんにそっくりね」

「そ、そうだったっけ？」

　僕はちょっと微妙な表情を浮かべる。まさかそんなところで父、天あま乃の健けん太たのＤＮＡの影響を受けているなんて。もう止やめようかなって、思ったくらいショックだ。

「でも、私は嬉うれしいかな。お父さんそっくりで、浮いた話の一つもないアンタが、急にモテ期になったんだから」

「またそっちに話が戻るんだ」

「そうだねえ」

「なに、瞳ひとみまで感慨深げなんだよ」

「それもこれも、お兄ちゃんの性格が変わったからだよね」

　瞳は母さんと頷うなずきあう。

「もうその話は聞き飽きたって」

「昔のままだったら、きっとお兄ちゃん、母さんみたいな人が出てくるまで好きな人できなかったと思うよ。父さんみたいに」

「……」

　僕はムスッとして、ハンバーグご飯を口の中にかきこむ。

「だから、私としては、翔太には性格改造のきっかけになった、恋れんさんと仲良くなって欲しいんだけどね」

「うん、私も」

「毎朝、迎えに来てくれるし」

「性格も面白そうだし」

　母と娘は「ねえ」と頷きあう。

「なんだよそれ」

　だから、僕と恋はそういう関係じゃないと何度言ったら……。

　僕は一ひと片ひら恋の“〝いもうとがかり”〟に過ぎないんだよ？



　　　　　☆



「ショータ。なにか考えてきたか？」

　翌朝──。いつも通り、迎えに来た恋れんと玄関先で顔を合わせた直後、彼女は僕に尋たずねてきた。前フリもなしに。

「なにか、よい歓迎セレモニーのアイデアは出たか？」

「い、いや、まだ。今、考えている途中だよ」

　正直に答えて、恋を上目づかいで眺めた。夏服姿。リボンのついた白のブラウスに薄手の紺スカート。恋の着ている制服のブラウスはいつも皺しわ一つないほどピカピカ。たぶん愛あいさんが丁寧にアイロンをかけているのだろうと思われる。ピカピカの制服が恋の整った容姿と相まって、制服をきた人形のようで可愛かわいい。

「そうか。ショータも思い浮かばないか。かりそめの姉者も悩んでいる様子だったぞ。昨晩、遅くまで机に向かって唸うなっていた」

「マジ？」

　さすが“〝いもうとがかり”〟一号。恋のことになるとどんなことでも超真面目まじめ、超真剣。さすがだと思う。

「私も手伝いたいんだが、これは基本的には地球人が考えなくてはいけないことだ。だから、しっかり考えるように」

「へーい」

　適当に答えつつ、こっそり肩をすくめる。

　これから“〝太陽風”〟が近づくに連れて、恋のフォローはどんどん激しさを増すのだろう。一緒に住んでいる愛さんにはマジ同情するけど、僕だって人事じゃなくなる日は近いんだろうな。

「ところでさあ。昨日、訊ききそびれたことがあるんだけど……」

　通学路を並んで歩きながら、僕は恋の方を見る。

「なんだ？」

「マザーシップが来たら、恋はどうなっちゃうの？」

「ギクッ──」

　恋は急に立ち止まった。

「さ、さあな。わ、私は知らないぞ」

　プイッと顔を背けた。なんだか動揺してる───。しかも見るからに。まるで演技じゃないかって思えるくらい、体中で動揺を表している。

「ど、どうしてそんなことを訊くんだ？」

　チラッと目だけ、こちらに向ける。

「いやだって、恋は地球に調査に来ているんだよね。地球人のメンタリティを調べているんだったよね？」

「う、うむ」

「で、その調査は終わったって言ってたよね？」

「そ、そんなことは言ってないぞ」

　恋れんはプルプルと首を横に振った。

「いや、昨日、絶対にみんなの前で終わったって言ったって。なんでこんなところで嘘うそをつくの？」

「う、嘘じゃないぞ。お、大きくは終わったけど、細かいところで終わってないんだ。だから厳密に言うと終わってないんだ！」

　よく分からないけど、ムキになって否定された。

「じゃあ、それでもいいんだけど、もし調査が終わったら、恋はどうなるの？　もう地球でやること、なくなるんだろう」

「そ、それは……」

　ばつの悪そうな顔をすると、

「そ、そんなもしもの話をする前にだな、歓迎のセレモニーを行う方法を決める方が先だろう？」

　その場を誤ご魔ま化かすように、大きな声を張り上げる。

「はあ……。そういうものかなあ」

「真剣に頼むからな。地球と木星の関係の未来がかかっているんだ。全身全霊をかけて考えるんだぞ」

「ああ、まあ、うん」

　頷うなずいてはみたが、アイデアは今のところゼロ。学校についたら今も近くで僕たちを観察しているであろう愛あいさんと相談しようと、思っている。

「そ、そういえば」

　恋がチラチラと僕の顔を見てきた。

「話は全然変わってしまうんだが」

「うん」

「いや、正確には変わらないんだが、表面上変わったように聞こえるかもしれないが」

「はあ？」

「ショータはその……」

　恋は少し火ほ照てった顔で、口をモゾモゾと動かした。

「なに？」

「いや、その……」

「だからどうしたの？」

「キ……」

「き？？？」

　恋れんは意を決したように僕の顔を見上げると、

「キスをしたことはあるか？」

　赤い顔でそう言った。

「はあ？」

　僕は口をポカンと開ける。まさか電波な木星人からそんな発言が飛び出すとは想像だにしない。

「いや、えっと」

　頬ほおを指で掻かく。

「どうなんだ？　あるのかないのか？　よ──く思い出してみろ」

「いや、思い出すもなにも、ないよ」

　首を振った。

「本当にか？」

　恋は急に不機嫌そうに眉まゆ根ねを寄せる。

「ああ、ないな。だって、相手がいないしな」

「相手がいないだと？」

　ますます不満そうに口を尖とがらせる。何か言いたげな顔で僕を見る。

「そういう恋はどうなんだよ。したことあるの？」



















　なぜか胸がドキドキする。恋れんがさらにムッとした表情になる。

「あ、あるに決まってるだろ！」

　怒ったように言った。

「そ、そうなの？」

　自分の方から訊きいといてなんだが、結構、ショックが大きかった。

「一体、誰だれと？　あ、そうか、愛あいさんか。やりそうだもんなあ」

「違う！　姉者じゃない！」

「じゃ、じゃあ誰？」

　なぜか焦燥感に駆られながら尋たずねる。恋は少しの間、僕の顔を見つめると、「ふん」とそっぽを向いた。

「お前の知ったことか」

　短くそう言うと、スタスタと速度を上げて僕の前を歩いていってしまう。

「おい、ちょっと。なんなの、それ！」

　僕は小走りで恋を追う。

　どういうわけか、胸に季節外れな寒風が吹いている。





「う────ん」

　学校について恋と別れた僕は、朝のホームルーム前の賑にぎやかな教室で、机に頬ほお杖づえをついて唸うなっていた。



　命題：‥「どうやれば恋が納得する方法で木星人を歓迎できるか？」



　昨日から考えてはいるが、思考を巡らすほどに無理という結論が導かれる。真面目まじめに考える僕って健けな気げだよなあと思えるくらいに。

　目を教室の端にやると、愛さんも眠そうな目でノートにしこしこと何か書いていた。たぶん、やっていることは僕と同じ。一緒に話し合いたいところだけど、教室ではさすがにそれも難しい。

　再び、僕が孤独なブレストの無限ループに入ろうとしていると、

「なーに、たそがれてんの？」

　横から声をかけられた。刑おさ部べ玉たま穂ほが笑いながら立っていた。夏休みが明けてから髪型を変えたらしく、前髪をピンで止めてアップにしている。それが意外と似合っていると男子の間で評判。ちなみに僕も結構好み。もともと顔のポテンシャルは高いことは知っていた。なんだか上から目線で悪いけど。

「どーしたの？　恋れんちゃんか愛あいさんにフラレでもしたのかなあ？　もしや、ハートブレイクですかあ？」

　ウフフフ、と笑う刑おさ部べに、僕は、

「はぁ───────ぁ」

　深すぎるため息を吐ついてやる。

「なんなの、人の顔を見たなりため息ですか？　ヒドイ……。天あま乃のくんの中で私の評価、そんなに低かったの？　Ｄ判定だったの？　志望を変更した方がよいでしょう、なの？」

　刑部はわざとらしく目に手を当てて、メソメソと泣いたポーズをする。リアクションが古いし、うざい。

「いや、別に評価が低いからため息吐いたわけじゃないよ。だからと言って、別に高いわけでもないけど……」

「じゃあ、なんでため息なの？」

「いや、刑部はいつも元気そうでいいなあ、と思って、現在の自分と境遇と比較して絶望のため息を吐いたまでだ」

「ん？　なんだかバカにされたのか、誉ほめられたのか絶妙なラインをいってる気がする。素直に喜んだ方がいいの？」

「とりあえず喜んでおけよ」

「うん、そうする。ひゃっほ──、天乃に誉められた、ブイッ！」

「本当に羨うらやましいよ」

　再びため息がこぼれる。

「で、本当はどうしたわけ？　恋ちゃんと愛ちゃんとの間で気持ちが揺れているの？　それとも第三、第四の女子が登場なの？」

　僕はやれやれと肩をすくめる。どうして僕の周囲の女子は、みんな同じようなことばかり言うんだろう。

「あのね。言っておくけど、僕の悩みはそんな地球人の感情レベルの葛かつ藤とうじゃないんだよ。もっとスケールが大きいんだよ」

「というと？」

「実はね……」

　声を潜める。

「絶対に誰だれにも言うなよ」

「うん」

「……今度な、木星人のマザーシップがこの街に着陸するんだ」

「ハッ？」

　思いっきり怪け訝げんな顔をされる。

「もしかして、恋れんちゃんに天あま乃のまで洗脳されたわけ？」

「そんな人を哀れむような目で見んな」

「だって、ついに天乃までそんなことを言うようになったのかと思うと、かわいそうでかわいそうで……」

　また泣くポーズをする。

「洗脳されてないよ。別に信じているわけじゃないけど、恋がとにかくそう言うんだよ。僕は立場的に合わせないといけないんだよ」

　首を振る僕を、刑おさ部べは達観したような細めた目で見てきた。

「私の経験上ね。他人の影響で変な趣味にはまった人は、みんな最初は同じことを言うんだよねえ。自分は関係ない。ただ、友とも達だちに合わせているだけだって。でもいつの間にか、本人が一番どっぷりはまってるわけ」

「だから！　そんな哀れむような目で見るなって。僕の場合は、本当に信じてるわけじゃないんだから」

　僕はパタパタと手を振った。

「まあ、天乃がそう言うならそういうことにしておいてあげてもいいけど……。で、なに？　マザーシップが来たら、天乃がなんか困ることでもあんの？　人体解剖の実験体として、恋ちゃんに拉ら致ちでもされそうなの？」

「違うよ。話の支し離り滅めつ裂れつ具合で言うなら同レベルだけど……。恋がさ、マザーシップの着陸を、地球人として盛大に歓迎しろって言うんだ」

　刑部は「なるほど」と手を打ちコクコクと頷うなずく。

「確かにね。マザーシップが来るんなら歓迎しないといけないわね。外交問題になる可能性があるわよね。なるほど、なるほど」

「茶ちや化かすなよ。いや、実際のところ、恋は刑部とほぼ同じようなことを言っているんだけどさ。みんなで盛大な歓迎セレモニーをしないと、木星人の面子メンツを潰つぶすことになる云うん々ぬんかんぬん」

　額を指で押さえた顔を横に振った。

「でさ。僕たちはその歓迎セレモニーを企画しないといけないんだ。でも、木星人が、いや、実質的には恋が納得するようなセレモニーなんて、どうやってすればいいのか分からなくて。それで、昨日からずっと悩んでいるわけ」

「……」

　刑部は驚いたように口を半開きにして僕を見る。

「天乃……」

「そんな顔で見るなよ。確かに変なことを言っている自覚はあるが、洗脳されてるわけじゃないからな」

「いや、それは分かってる。いや、ただ、前にも言ったけど、天あま乃の、ホント、ほんとーに変わったよね」

　一人で納得したように頷うなずくと、優しげな笑みを浮かべる。

「はあ？　その話は家族やお前から耳タコだけど、なんで今、出るわけ？　なんか関係あった？」

「だってさ。前の天乃だったら、そんなこと真面目まじめに考えないでしょ。論理的じゃないとか、意味がないとか言って」

「えっ？　ああ、まあ、そうかもしれないかなあ」

「絶対にそうだよ。それが、どういう変化っぷりですか？　なんてことでしょう、の騒ぎじゃないって」

「そうかもね。で、ビフォアとアフターでどっちがいいんだ？」

　刑おさ部べの表情をチラッとうかがう。

「う───ん、ビフォアの天乃もちょっとキモくて変態っぽくて個人的には嫌いじゃなかったけど、アフターの方だって、それはそれでバカっぽくて、悪くないんじゃないかと思うんだな」

　刑部はニッコリ笑って親指を立てる。

「講こう評ひようがやけに上から目線な上に、結局、どっちがいいのか分からないじゃないか。つまりどっちがいいんだ？」

「例えばさあ。てんぷらを塩で食べるのと、おろしツユで食べるの、どっちがいいかって感じ？」

「僕はどっちも好きだけど」

「だからそう言っているんじゃない」

　小さな声でそう言うから「えっ？」と聞き返すと、刑部は頬ほおを赤らめた。

「そ、それはともかく！」

　刑部は話題を変えるように、指を鳴らした。

「悩めるおろしツユの天乃先生に、わたくし、ちょっとした情報をあげられるかもしれませんよ？」

「情報？」

　僕は胡う散さん臭くさそうに眉み間けんに皺しわを寄せる。

「どうせまた、おチャラけた、どうでもいいような話じゃないの？」

「ところがどっこい、今度はきっと役立つよ」

　その顔は自信たっぷりだ。

「本当に？　もし本当なら教えてよ」

「あるけど、高いよ」

　ニヤリと不敵に笑う。

「分かったよ。もし、ガチで役に立ちそうならなんでもするから。結構、本気で困っているんだ」

「ホントに？　本当になんでもしてくれるの？」

「ああ。ただし、情報が有益だったらね」

「よーっし、分かった。じゃあ、とっておきの情報を出しちゃうよー」

　刑おさ部べは嬉うれしそうに、口を僕の耳に近づけてきた。

「実はね。私の親しん戚せきのお姉ちゃんが、仁に科しな市しの市役所に勤めているの。ちょっと変わった人なんだけど」

「へえ、公務員なんだ」

　僕がかつて目指していた職業じゃないか。

「それで？　それがどうして有益な情報なの？」

「それでね。そのお姉ちゃん、今、“〝町まち興おこし”〟のネタを探しているみたいなのよ。この前、しつこくアイデアを訊きかれたんだ」

「ほうほう、なるほど。でも、それがマザーシップの歓迎セレモニーと、どのように繋つながってくるわけ？」

「十年くらい前にさあ、河か川せん敷じきで見つかったミステリーサークルが全国的に話題になったことがあったじゃん。観光客が毎週末押し寄せてきてさあ」

「あったね」

「その時、この街、宇宙人ネタを使って“〝町興し”〟をしようとしてたじゃん。ＵＦＯ饅まん頭じゆうとか、ＵＦＯ風船をいっぱい作って。……すぐに廃れちゃったけど」

　一応、廃れた理由の関係者なので、やや微妙な気持ちになる。

「でね。ああいうのをもう一度、するのはどうかなって。ミステリーサークルは健在なんだから、お祭りくらいできそうじゃん。国単位とか地球規模とかは絶対に無理だけど、市単位で盛り上がることくらいできそうじゃん」

「なるほど」

　僕は手を打つ。

「……もしかしたら、それは使えるかも」

「でしょ？　じゃあ、お姉ちゃんに話しておこうか？」

「うん、駄目もとでいいから教えてよ」

「りょ───かい」

　刑部は嬉しそうに笑う。

「じゃあ……、その代わりと言っちゃなんだけど、さっき、天あま乃の、なんでもするって言ったよね？」

　上目使いで僕を見る。

「う、うん。言ったけど、でも一体、何をお望みで？　大金とか公序良俗に反するようなことはちょっと無理なんですけど……」

「そんなこと頼まないって」

　刑おさ部べは縮こまった僕の肩をポン叩たたく。

「お礼は今日、放課後、一緒にイ○ンのフードコートに行って、クレープをおごってくれるだけでいいよ」

　照れくさそうに肩をすくめてみせる。

「ヘッ？　そんなんでいいの？」

「うん、いいんだ」

　目を伏せる。

「あんな所、何度も行ってるじゃん。クレープだって、なんだかんだ因縁つけて何度かおごらされたことあるような」

「うん。……でも、最近はあんまり行ってないし」

　少し寂しげに言う。

「ああ、そうかもな。最近、放課後は恋れんの秘密基地に行くこと多いもんな。分かったよ。じゃあ、今日はクレープをおごるよ」

「やったあ」

「刑部の一番人気はチョコクレープだったっけ？」

「そだよ。覚えててくれたんだ」

　刑部は手を合わせると、嬉うれしそうに目を細めた。

「あとねあとね……、お願ねがいがもう一つあるんだけど」

「え？」

「お願い、一つだけとは言ってないもん」

「……まあ、そうだけど……、それで、なに？　もう一つって」

「ええっと……」

　刑部は少し躊躇ためらうように、口を開いた。

「恋ちゃんが言ってる、マザーシップをみんなでお迎えする話ね、私も混ぜてもらってもいいかな？」

「あ、そんなこと？　うん、いいと思うよ。恋や愛あいさんに言っておく。たぶん、みんな快く迎えてくれると思うよ」

「ホントに？」

　目を輝かせる。

「ってか、恋の希望は“〝地球規模”〟で“〝大々的”〟に歓迎することだから。地球人はなるべく多い方がいいと思うんだ。それに、もし本当に親しん戚せきの人が協力してくれることになったら、刑おさ部べがいた方が、話がしやすそうだし」

「そっか。じゃあ、これで私も恋れんちゃんと愉快な仲間たちの仲間入りだね」

　刑部は両手にグウを作ると、

「……これでこれからはちょっとだけ長い間、一緒にいられるかな」

　ひとりごとのように呟つぶやいた。

「刑部、お前、もしかして……」

　僕は不思議そうに、彼女を見つめる。

「な、なに？」

　刑部の顔が首まで赤くなる。

「もしかして、僕たちと一緒に“〝いもうとがかり”〟、したかったわけ？」

「……はっ？」

　刑部は呆ぼう然ぜんと口を開いた後、ガクッとうな垂だれた。

「ま、まあね。そんなところ……」

　弱々しい口調で言う。

「そうなんだ。分かった。どうしてもやりたいって言うなら、そのことも恋と愛あいさんに頼んでみようか？」

「いや、いいです」

　パタパタと手を振った。

「じゃあ、今日の午前中の間でも、お姉ちゃんにミステリーサークルや恋ちゃんのことを、メールしておくよ」

「興味をもってくれたらいいけどなあ。何しろこっちの代表は自称木星人の女子高生だし、宇宙人で町まち興おこしは前に一度失敗しているし……」

「その点は大丈夫だと思うよ。さっきも言った通りお姉ちゃんはちょっと変わってるんだ。恋ちゃんのことも気に入ると思うよ」

「そう巧うまくいってくれるかなあ」

　僕は不安になって首を傾かしげた。



　でも結局のところ、その心配は徒労に終わる。

　その日の晩、刑部にクレープを二枚おごって家に帰った直後のこと。その刑部から連絡があったのだ。

　刑部の言う“〝親戚のお姉ちゃん”〟が、一度、僕たちの話を聞きたいと言っている、との趣旨だった。



　　　　　☆



　周囲に美お味いしそうな香りが満ちている。

　揚げ物の油、美味しくローストされた肉の香り、鉄板の上で焦げるデミグラスソース、そしてデザートの甘い香り──。それらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって漂っている。

　辺りに目を向ければ、忙しそうに歩き回る可愛かわいい制服姿のウエイトレスさんたち、母親に怒られながらも走るまわる子供たち、カチャカチャと音を上げながら運ばれるシルバー類の入ったプラスチック容器などが見える。座っているだけでまだ夕方の早い時間だというのにお腹なかが空すく。ここはファミレス……グルメの殿堂、というのはちょっと大おお袈げ裟さかもしれない。

　今、僕が来ているのは国道沿いのファミレスだ。以前、恋れんや刑おさ部べたちと一緒に来たこともある全国チェーン。学校帰りの僕たちは、制服姿で六人がけのボックス席についている。恋と愛あいさん、そして文ふみ月つき、刑部も一緒。そして僕の前には一人の女性が座っている。

　黒色のタンクトップにジーパン姿。頭にはヘアバンド。見るからにただモノでない雰囲気のかっこいい感じの美人。歳としは二十代前半らしいが、現役女子大生に見えるくらい若々しい。市役所に勤めている刑部の親しん戚せきで、名前は刑部美み木きさんという。刑部とは顔の系統が違うにもかかわらず、どことなく似ている感じがする。

「私のことは美木と呼んでくれていいわ」

　自分を親指で差して笑う。笑った顔も少し刑部に似ていた。

「それで、どんなネタを聞かせてくれるの？　一応、玉たま穂ほから簡単には聞いたけど、詳しい話を聞かせてもらいたいな」

　各自自己紹介を終えると、美木さんはグイッと、目がキラキラと輝く顔をつきだしてくる。なんだか人生楽しんでるような顔をしている。僕としてはものすごく胸の張り出したタンクトップに目が行くのを我が慢まんするのに必死だ。年齢差があるとはいえ、愛さんを超えるナイスバディである。

「えっと、じゃあその辺りの説明を……」

　恋の方をチラチラと見ながら言う。正直、彼女には説明させたくないのだ。初心者である美木さんが最初から彼女の強烈な電波を浴びると、まとまる話も破談になる恐れがある。本当は連れてくるのも躊ちゆう躇ちよしたくらいだ。幸い、いいタイミングでウエイトレスさんが僕たちのオーダーを運んできてくれる。

「ソフトクリームのお客さま」

　ビシッと、目をキラキラと輝かせながら恋が手を挙げた。保護者参観時の活発な小学一年生児童のような勢いがあった。ソフトクリームの乗った台が目の前に運ばれると、恋は輝く瞳ひとみをさらに閃ひらめかせ、周囲の視線をはばからず、一心不乱に白いとぐろを巻くクリームを舐なめ始める。こうなっては説明どころではないだろう。よしっ。

「その辺の説明を、僕がします」

　目の前に置かれた紅茶には手をつけることなく、僕は美み木きさんの方を向いた。

「実は、仁に科しな川がわの河か川せん敷じきの草むらに、大きなミステリーサークルがあるんです。草が全然生えていない円形の場所が」

「うんうん」

　美木さんは仕事柄なのか、頷うなずきながら話を聞いてくれる。

「そこは十年前にもミステリーサークル騒ぎがあって、宇宙人の着陸跡だって話題になった場所です」

「ああ、その話なら聞いたことあるわよ。十年前、この街に全国から人が集まったことがあったんでしょ？」

「はい、それです。で、その時はすぐに流行が終わったんですが、実は、あそこは今でもミステリーサークルがあって、オカルトマニアの間で聖地扱いされているような場所なんです」

「それは本当よ。オカルトサークルの私が保証するから」

　刑おさ部べが美木さんに向かって頷いた。

「なるほど。つまり、もう一度、ミステリーサークルを使って町まち興おこしができないか、ってことね？」



















「そういうことよ。お姉ちゃん、ミステリーサークルと宇宙人で町まち興おこし、できそうじゃない？　私は結構アリだと思うんだけど」

「う──ん」

　美み木きさんは顎あごに手を当てる。

「確かにミステリーサークルと宇宙人が面白そうなのは分かるけど、それだけじゃ町興しのネタには弱いかなあ」

「弱い、ですか？」

　と、僕。

「だって十年前はミステリーサークルが見つかった直後だったから話題性があったけど、今回やるとなるとリバイバルじゃん。しかも、間があまりあいてない。盛り上げるためには、もう一つ新しい目玉が必要よ」

「目玉、ですか……」

「なんでもいいんだけど、なぜ今、再びミステリーサークルなのか、そこんところを説明するような何かが欲しい気がする。別にとってつけたようなことでもいいんだけど。そこが大事だと思うのよねえ」

「なるほど」

　さすが観光課にいるだけあって、言葉に重みがある気がする。

「なぜ今、ミステリーサークルなのか……かあ」

　僕も腕を組む。

「なぜ今か、だと？　そんなの決まってるじゃないか」

　突然、恋れんがジロリとこっちを向き、大きな声を出した。

「なにか喋しやべる前に、口のクリームを拭ふくように」

「そんなことも分からないのか？　それは十年以上ぶりに木星人のマザーシップが降り立つからじゃないか！」

　大きな声で叫んだ。

「えっ？」

　美木さんが眉み間けんに皺しわを寄せる。

　ヤベッ、と僕は焦る。美木さんが、かなり動揺している。さすがに急に、“〝木星人”〟とか“〝マザーシップ”〟という単語が出てきたら誰だれだって焦るだろう。恐れていたことだが、早くも美木さんを強烈な電波に晒さらしてしまった。

「恋、その辺の詳しい話は、後で私たちから美木さんに話しますから……」

　慌てて、愛あいさんが止めようとする。

「なぜだ。そこが一番大事なところなんじゃないか？」

「いや、そうなんだけど、今はちょっと……」

　僕は美み木きさんの顔色をうかがう。

　だが美木さんはしばらく呆ぼう然ぜんとした顔をしていたが、突然、

「その話……面白そうね」

　漆しつ黒こくの大きい瞳ひとみをキランと光らせた。

「面白そう……ですか？」

「面白いわ。私がさっきから求めていたのはそういう話なのよ。分かるかな？　つまり、リアリティ！」

「マザーシップの着陸にリアリティ??」

　僕は愛あいさんと顔を見合わせる。

「前回の地球訪問から十数年ぶりに母船が着陸する……。ものすごくリアリティがあるじゃない。ストーリーに一本、筋が通ったわ」

　グッと拳こぶしを握りしめる。

「そ、そうですか？」

　刑おさ部べが言っていた通り、美木さんは、少々変わった人なのかもしれない。

「恋れんちゃん、じゃあ、木星人の話、もう少し聞かせてくれるかな？　どうして木星人の母船が降り立つのか」

　美木さんは爛らん々らんと輝かせた目を、恋に向ける。

「うむ。分かったぞ」

　恋は口の周りにソフトクリームをつけたまま頷うなずいた。

「少々、長くなるが、その方が、理解が深まるだろう」

　そして恋は、なぜ今、マザーシップが着陸するのか、とうとうと語りだす。

　……本当に長くなった。

　木星人がなぜ地球に来ようとしているかという背景から、十年以上前のマザーシップ着陸の理由、そして今回なぜ、再び、マザーシップが降り立つのか。そして、マザーシップを迎えるにあたって、地球人は盛大な歓迎式典をしなければいけない、その理由について……。僕たちが何度も恋から説明を受けたことを、美木さんにジックリと三十分かけて説明したのだ。

　その間、美木さんは時折、質問を織り交ぜつつ、熱心に頷きながら聞いていた。演技でやっているのか、本気なのか傍はた目めからだと分からないが、たぶん後者だろう。やはり美木さんは相当変わった人みたいだ。

「なるほど。今の質問でマザーシップが来る理由、よく分かったわ。ただ……」

　恋の話が一通り終わると、美木さんは真面目まじめな表情で腕を組んだ。

「ただ、一つ疑問があるわね。どうしてそのこと、恋さんは知っているのか」

「そ、それは」

　恋れんが珍しくたじろぐ。

「ええっと、美み木きさん、その件は……」

　さすがにそれはさらなる強い電波なので阻止したいと思うが、美木さんは超真剣な顔で恋を見つめた。

「それだけのことを知っているからには、何か事情があるはずだわ。教えてもらえない？　誰だれにも言わないから」

「……分かった。じゃあ、話そう」

　観念したように頷うなずく。僕たちももう止められなかった。

「……かつて、地球に赴ふ任にんした木星人というのは……私なんだ」

　恋は押し殺した声で告白する。

　キラン──、

　と美木さんの目が、一段と鋭く輝いた。

「来たっ！」

　小さく叫んで、手を合わせた。

「な、なにが来たんですか？」

「分からない？　全すべての点が繋つながって、一本の線になったのよ！」

　興奮した顔を僕に向ける。

「……といいますと？」

「つまり、仁に科しな市しとして、大々的に木星人を歓迎するってことよ！」

　ニッコリ笑って僕たちにサムアップする。

「ほ、本当ですか？」

　目を見開いて、僕たちは顔を見合わせた。

「だって、盛大に迎えないと、外交問題になるんででしょ？」

「ええ、まあ……恋はそう言ってますが……」

「つまり、木星人の歓迎式典を、仁科市の町まち興おこしに利用するってことですか？」

　愛あいさんが眉み間けんに皺しわを寄せながら尋たずねる。

「そういうこと！」

　美木さんはビシッと指差した。

「木星人の母船は、仁科市が責任を持って大々的にお迎えの準備をするわ。ギャラリーだって沢山集めるわよ。そっちの方がいいんでしょ？　ああ、なんだか恋ちゃんの話を聞いたら、歓迎するためのアイデアがどんどん浮かんできたあ」

　いてもたってもいられない、という様子で美木さんは立ち上がると、僕たちを見まわした。

「『仁に科しな市し木星人祭』を開催するわよっ！」

　グッと拳こぶしを握りしめて叫んだ。

「“〝木星人祭”〟!?」

　その瞬間、みんなの声が重なった。











いつかのできごと　その２







「ここはね、木星人の本隊との“〝つうしん”〟に使っている“〝きち”〟なんだ。“〝ぼく”〟が見つけたんだよ」

　パイプ椅い子すに深々と座りながら“〝ぼく”〟は言った。積もっていた埃ほこりが舞い、ゴホゴホと咳せきこんだ。

「モクセイジン？　キチ？」

　入口の前にポツンと立っていた女の子が、キョトンとした顔をしている。この前、河か川せん敷じきのＵＦＯの着陸場所で会った女の子、一ひと片ひら恋れんだ。漢字で“〝恋”〟とかいて“〝れん”〟と読むらしい。

　ミステリーサークルで初めて恋に出会った次の日のこと。“〝ぼく”〟は会う約束をした彼女を“〝ココ”〟に連れてきた。一緒に見つけた“〝たけし”〟や“〝つとむ”〟しか知らない秘密の場所……、木星人の“〝つうしんきち”〟だ。

　二人に恋を連れてきたことを話したらきっと怒るだろう。でも、これはやらなくてはいけないことなのだ。恋れんに、“〝ぼく”〟が以前から木星人の研究をしていたことを伝えておかないといけない。そうすることで、“〝ぼく”〟がミステリーサークルを真の意味で発見した人間であることを、彼女に分からせることができる。

「そう、地球に侵入した木星人はここから、地球人に関する情報を宇宙に待機しているマザーシップに連絡するんだ」

「マザーシップ？」

「母船のこと。いわゆるＵＦＯのことだよ」

　得意げに言うと、“〝ぼく”〟机の引出しからノートを数冊出す。今まで記してきた「ちきゅうたんけんき」だ。

「これは、“〝ぼく”〟が行ってきたこの町の調査記録なんだ。これらのノートには、“〝ぼく”〟がこの町で発見した様々な物を、こと細かく記してある。いつか“〝がっかい”〟発表をする時の証しよう拠こになるからね。もちろん、あのミステリーサークルのことも書いてあるよ」

「……」

　恋は無言で近づいてくると、「ちきゅうたんけんき」を横から覗のぞいてきた。

　ドキッとする。恋の桃色の肌が、ものすごく近いところにある。恋の吸いこまれそうな大きな瞳ひとみを、ジックリと見てしまう。綺き麗れいな色をたたえた瞳がキラキラと輝いている。昨日、初めて会った時からずっと暗い顔をしているけど、恋は明るい顔をしている方がズッと可愛かわいいと思う。

「ね、色々書いてあるだろう」

　少し、顔を火ほ照てらせながら、「ちきゅうたんけんき」をめくっていく。なぜか知らないが、心臓がドキドキする。丁度、ミステリーサークルや“〝つうしんきち”〟を見つけた時のように胸が高鳴る。ただの女の子が近くにいるだけなのに。

「……それ……、見せてもらってもいい？」

　恋がそんなことを言う。

「えっ？」

　ちょっと悩んだ。だってこれは“〝たけし”〟と“〝つとむ”〟とで作った秘密のノートだから。

「い、いいよ」

　結局、渡してしまった。ジッと見つめられていると、断ることはできなかった。恋はノートを無言で見ていく。ぺらぺらとめくっていく。

「すごいだろ。つ、つまり、“〝ぼく”〟はずっと、木星人の“〝けんきゅう”〟をしていたってことなんだ」

　高鳴る胸を誤ご魔ま化かすように、威い張ばってみせる。でも、恋はただジッと、何かにひかれるようにノートを見つめていた。











２章　宇宙人のふるさと







　日曜日である。鰯いわし雲ぐもが高い青空を泳いでいる。本当に気持ちのよい、思わず外に飛び出したくなるような陽気だ。

　そんな空の下、僕は仁に科しな川がわの堤てい防ぼうの上を歩いている。近くには恋れんや愛あいさん、そして文ふみ月つきと刑おさ部べの姿もある。

「い───、天気ね」

　文月が気持ちよさそうに両手を伸ばしている。

「そうですねえ」

　愛さんも陽よう光こうに顔を照らされながら目を細めた。

「なあ、刑部。どうしてここに集合なのか、美み木きさんに訊きいた？」

　僕は刑部に顔を向ける。白の半はん袖そでのワンピ姿にサンダルで、ニコニコと笑っている。今日はなんだか不思議なくらい上機嫌な感じだ。

「来たら分かるとだけ言ってたあー」

「なんだか思わせぶりだなあ」

　僕は頭の後ろで手を組んだ。

　昨日の晩、ベッドに入る前くらいの時間になって、突然、美木さんから刑部を通じて連絡があった。今日の午後一、河か川せん敷じきに集合するように、と。

「なんにせよ、“〝木星人祭”〟に関係することは、間違いないでしょうね」

　と、愛さん。

　この前、文月が変なことを言っていたせいか、今日はジーンズに長袖のブラウスを引っ掛けたＴシャツという格好。もちろんどんな格好も愛さんには似合うけど、どこかホッとしたような残念なような……。

「でも、このいきなり呼び出す感じといい、“〝木星人祭”〟というネーミングセンスといい、なんとなく誰だれかに似てるよね」

　文月がケタケタと笑う。

「あ、それは僕も思った」

「確かに」

　文月、僕、刑部の視線が、一斉に恋に向けられる。

「なんだ？　誰に似ているというんだ？」

　気がついてない様子で恋は首を傾かしげつつ、

「まあ、よく分からないが、あの美み木きという地球人、仕事が速くて信頼できると思うぞ。好人物だ」

　と、高評価を与える。最終的に“〝木星人祭”〟の成否は、恋れんにかかっているのだから、今の段階で満足してくれているのは結構なことに違いない。

　河か川せん敷じきに野球場と広大な草はらが見えてくると、僕たちは堤てい防ぼうから下へ降りていく。野球場を横断し、背の高い雑草が生い茂る草むらの中へと入る。目的地はこの草はらの向こうにある。

　しばらく行くと唐突に、草木で遮られていた視界が広がる。コンパスで描いたように綺き麗れいな円形に草が刈られた場所にたどりつく。ミステリーサークルとみんなが呼んでいる場所だ。ここに来たのは、恋との間にあった事件以来だ。

「へえ、ここが噂うわさのミステリーサークルかあ」

　初めてきたはずの文ふみ月つきは、キョロキョロと周囲を見渡す。

「そうだ。十余年前、マザーシップがここに降り立ったんだ。忘れたかもしれないが、お前だって、こんな感じの場所に降り立ったはずなんだぞ」

　恋は威い張ばるように胸を張る。

「美木さん、まだ来てないのかな？」

「呼びつけて遅れるとことか、ますます……」

　文月と頷うなずき合っていると、ザワザワと草が揺れる音がして当の美木さんが現れた。

　僕たちの姿を確認すると、コクリと一度頷く。ちょっぴり遅刻しても堂々たる態度だ。ミリタリーなズボンにミリタリーなＴシャツ。今日もやたらと肉付きのよい胸が、ドド──ンと張り出している。背中には、迷彩色の格好には明らかに不釣合いな、猫の刺し繍しゆうのついたリュックサックを背負っている。プライベートとは言え、公務員にはまるで見えないのがナイスだ。

「遅くなって悪かったわ」

　美木さんはスタスタと僕たちの前まで歩いてくると、リュックからなにやら冊子のようなものを出し、僕たちに配り始めた。それはなんというか、修学旅行の前に学校から配られた“〝旅のしおり”〟を思わせる外見をしていて、表紙には「木星人祭実行計画」と書かれてある。

　冊子が全員に行き渡ると、美木さんはビシッと腰に手を当てて休めの体勢になった。

「さて、“〝木星人祭実行委員”〟の諸しよ君くん！」

　いきなり叫ぶ。

「木星人祭実行委員？」

　不思議そうな顔で、僕は愛あいさんたちと顔を見合わせる。そのいかがわしい名称の委員は誰だれのことだろうか。

「美み木きちゃん……、“〝木星人祭実行委員”〟って……」

　僕たちを代表して刑おさ部べが訊きいてくれた。

「もちろん君たちだ」

　美木さんはさも当然のように言うと、僕たち一人一人の顔を見ていく。僕たちはいつの間にかよく分からない祭の実行委員会のメンバーになっていたらしい。

「“〝木星人祭”〟及び実行委員について説明する前に、一つ、大切なことを言っておくわよ。観光課および市の上層部との協議の結果、“〝木星人祭”〟は仁に科しな市し公認行事になることが決まったわ」

「おお──」

　思わず歓声を上げる。愛あいさんたちもホッとしていた。これでとりあえず、恋れんを納得させられるセレモニーの素そ地じはできた。

「つまり、仁科市は全面的に“〝木星人祭”〟をバックアップする。市を挙げて宣伝して、客を集める。予算もがっぽり確保することができたわ」

　美木さんはニヤリと笑った。なんと力強い笑みだろう。

「ちなみに旅行会社を通じて県外にも宣伝もうつわよ。まだ仮だけど、ポスターも作ってもらったわ」

「しごと、はやっ！」

“〝木星人祭”〟の話が出たのが、つい数日前だというのに、なんというフットワークの軽さか。

「なにしろあまり時間がないんだもの。準備だけは急いで進めないとね……」

　言いながら、リュックと一緒に持っていた紙袋から丸められたボール紙を取り出し、するりと開く。

「おお───って、おっ？」

　再び歓声が上がる。ただし疑問符付きで。

　ポスターは全体的には完成度の高いものだ。悠々と流れる仁科川とミステリーサークルの写真が中央に配置され、空にはＵＦＯのＣＧが違和感なく合成されている。そこまではいい。気になるのはその上に書かれたキャッチコピーだ。「ようこそ、木星人のふるさと仁科市へ」と書かれている。

「木星人の……ふるさと??」

　僕は首を傾かしげて、美木さんを見た。

「いや、木星人のふるさとは木星でしょ……？」

　文ふみ月つきが的確なツッコミを入れる。すると、美木さんは「フッ」と笑った。

「そう考えるのは確かに自然ね。木星人のふるさとは木星で間違いないわ……。でも、だからこそ、ひっかかりになるのよ！」

　自信たっぷりに、メロンが二つ並んだような胸を張る。その弾みでボヨンボヨンと縦に揺れる。

「でも、意味が不明なんじゃ……」

「そんなことはないわ。木星人の故郷は木星、でも、木星人の第二の故郷は仁に科しな市し……、そうあってもらいたいという市民の気持ちを示したのよ」

「第二の故郷??」

　文ふみ月つきが再びツッコミをいれようとしていると、パチパチと拍手の音が盛大に響いた。恋れんだ。恋が手を叩たたいている。しかも、

「な、泣いてるう!?」

　恋が目にいっぱい涙を浮かべているのだ。マジ泣きだ。

「私は感動した。美み木きは木星人の感情をよく分かってくれている。確かに木星人にとって、いや、私にとってこの町は第二の故郷だ」

　鼻をすすりながら大きく頭を振る。

「美木のような地球人が一人でもいる限り、地球人と木星人の友好は永久に保たれるであろう」

「恋ちゃんなら分かってもらえると思ってたわ」

　美木さんと恋はガシッと手を握り合う。似たもの同士、波長が合うらしい。

「で、話を戻すけど、木星人祭の予算はとったけど、市が人を出せるわけじゃないから。観光課なんか人手不足だから。本番近くなったら、予算を使って人を雇やとうけど、それまでの準備は私たちでしないといけないの。それを行うのが、“〝木星人祭実行委員”〟。みんな、やってくれるわよね？」

　もちろん、異議なんてない。もともと僕たちがお願ねがいした立場であったわけだし。全員がすぐに頷うなずく。

「ありがとう。小額だけどバイト料は出せるから。しっかり働いて」

　美木さんはニッコリと笑った。

「じゃあ、早速、具体的に何をするか説明するわ。実行計画書の五ページ目を開いてみてくれるかな」

　渡された冊子の言われたページを開く。見開きで木星人祭の会場がポンチ絵で描かれていた。これが異様なほどクオリティが高い。新規に立つマンションの完成予想図とかイベント会場の説明図のように、祭の様子、来客の姿が描かれている。短期間で作ったとは思えないレベルだ。

「こ、これ誰だれが描いたんですか？」

「私よ。お陰で一睡もできなかった」

　若干、赤くなった目を擦こする。

「美み木きさん、市役所以外の場所に勤めた方がよかったんじゃないですか？」

　本気でそう思う。

「図の通り、祭はこのミステリーサークルを中心に行うわ。サークルの真中にはやぐらを作る。そして、ミステリーサークルを中心に、周りの草むらの中には、ＵＦＯのモニュメントを配置して、宇宙っぽい祭の演出するのよ」

　確かにポンチ絵にはサークルの中に組まれたやぐらがあり、草むらには円盤型のＵＦＯがいくつも置かれて、遊園地の宇宙系アトラクションな雰囲気が出ている。観客がその間を行き来するのだ。

「さらに、草むらの外や堤てい防ぼうの上には屋台を出してもらう予定よ。目玉は十年前にも話題になった、ＵＦＯ饅まん頭じゆうよ」

「あれ、また作るんですか？」

　円盤の形をした、こしあんの入ったミニ饅頭だ。ミステリーサークル人気が下火になった後、近くのスーパーで叩たたき売うりされていたのをよく覚えている。

「駅前の松木屋さんが、十年前の時に特注したＵＦＯ型をまだもっていてくれたわ。はい、これサンプルね」

　美木さんはリュックの中からＵＦＯの形をしたお饅頭を出して、僕たちに配ってくれた。

「なんかこの味、懐なつかしい気がする」

　刑おさ部べが頷うなずきながら食べる。僕には暗黒の記憶が蘇よみがえると共に、なぜか甘酸っぱい味がした。

「“〝木星人祭”〟の名はつくけど、別に木星に興味がない人でも楽しめるお祭にする予定よ。オカルトマニアだけでなく、一般客を沢山呼ぶの。十年前もテレビがミステリーサークルを取り上げて盛りあがった面があるから、今回も広告代理店を通じてガンガンメディアを利用させてもらうわ」

　美木さんは髪をかきあげながら、自信たっぷりに言う。

「あの、一つ質問があるんですけど……」

　実行計画書を真面目まじめに読んでいた愛あいさんが、控えめに手を挙げた。

「祭り最大の山場は、マザーシップが到来する日の夜、ＵＦＯの着陸を盛大に祝うためにミステリーサークルの中央に組まれたやぐらの周りで行う『木星人音おん頭ど』……、とあるんですが……」

　確かにポンチ絵にも、やぐらの周りで踊っている浴衣ゆかた姿の人が描かれている。腰を曲げたり手を挙げたりしている姿は確かに、盆踊りっぽい。

「なんなんですか、『木星人音頭』って？」

　困こん惑わく気ぎ味みに愛さんは尋たずねる。

「このお祭りの為ために作る、オリジナル音頭よ」

「オリジナル音頭って……。そ、そんなの簡単に作れるんですか？」

　今度は僕が質問した。

「大丈夫、大丈夫。振りつけは私が適当にでっち上げるわ」

「でっち上げるって……」

「音楽の方は観光課の新人にＤＴＭに詳しいやつがいるから、そいつに作らせるわ。一週間でね」

「ＤＴＭに詳しくて、音おん頭ど作れるんですかね」

「大丈夫。同じ音楽なんだから」

　美み木きさんはハハハと笑った。木星人の盆踊りの曲を作れと美木さんから命令されるその新人さんはさぞ困こん惑わくすることだろう。

「でも、ＵＦＯの着陸ポイントにやぐらを組んだり、人が踊ったりしていていいの？　着陸の邪魔じゃない？」

　文ふみ月つきが真面目まじめな表情で恋れんを見る。

「大丈夫だ。現地人の歓迎の踊りだと思ってくれることだろう」

　うむ、と頷うなずく恋。

「でも、やぐらがあったら着陸できないんじゃない」

「時間をずらせば問題ない。それに、もし着陸したくなったら、やぐらを潰つぶして降りればいいじゃないか」

「いや、よくないだろ。木星人音頭踊っている人がいるんだよ？」

　思わず法則を無視して、僕はツッコミを入れた。

「大丈夫。一度は警告する。二度目は無いけどな。フッフッフ」

「……」

　恋がどこまで本気なのか、いつになっても僕には分からない。

「で、他にここまでで質問ある？」

　美木さんがまた僕たちの顔を見まわす。

「えっと……」

　誰だれもいないようだったので、手を挙げる。

「で、当面、僕たちがする準備ですが、何をすればいいんですかね？」

「主にやぐらや店舗、モニュメントなどの設営の準備かなあ。特殊な資格がなくてもできるヤツ全般」

「準備はいつから始めますか？」

「ホント時間的余裕がないから、今日からよ。というかむしろ、すぐこれから。材料ならもうすぐ届くから」

　美木さんがそう言った直後、草むらの向こうの河か川せん敷じきの野球グランドに、巨大なトラックが乗りつけられるのが見えた。

「時間ピッタリね。みんなもついてきて」

　腕時計を見ながら、美み木きさんはニヤリと笑う。

　美木さんの後について、草むらを通って野球グランドへ戻る。そこに停とまっているのは、２ｔトラックだ。荷台に大量のパイプやＵＦＯの形をしたハリボテが置かれている。そのハリボテの完成度が、ポンチ絵と同じように異様に高い。シルバーに塗られたボディの質感は本物の金属のよう。とてもハリボテには見えない。特撮のセット並。

「あ、あれ、どうやって作ったんですか？　あれも美木さんの自作ですか？　だとしたらホント、即刻役人を止めた方がいいですよ」

　トラックの運転手への挨あい拶さつから帰ってきた美木さんに、僕はハリボテを指差しながら尋たずねる。

「まさか。テレビ用の小道具屋に依頼してマッハで作ってもらったのよ。予算の大半をあのモニュメントの製作に使ってるわ」

「マジですか？　草むらに置いておくだけのＵＦＯに、そんなリアリティを求めなくても……」

「なにを言う、ショータ！」

　向むこう脛ずねを蹴けり飛ばされた。「ツ──、痛いだろ？」と振りかえると、恋れんが肩をブルブル震ふるわせて目から涙を流している。

「また泣いてる──!!」

「私は感動した。あの宇宙船、木星人のものにそっくりだ。なんという完成度の高さ。まるで本物をコピーしたかのようだ」

「恋ちゃんからのヒヤリングを元に、３Ｄに起こして発注したのよ」

「さすが美木。地球と木星の友好の鑑かがみだ」

　ガチッとまた握手。本当にこの二人、仲がいい。

「じゃあ、とりあえずトラックから荷物を下ろして。それから、手分けして、計画書に書いてある通りにモニュメントを設置していって」

「はい」

　僕たちは各々首を縦に振った。よく分からないが、いつの間にか美木さんのペースに乗せられていた。





「これなら恋ちゃんも満足してくれるかもね」

　文ふみ月つきとＵＦＯを草むらの上に運んでいると、小さな声で言った。

「まあね。……ってか、仁に科しな市し役やく所しよの公認行事になった以上、満足してもらえないと逆に困るけどさ」

　僕は首を振って、周囲に恋れんがいないのを確認する。

「なにせ、とりあえず今のところは納得してくれているみたいで一安心だよ」

「美み木きさんが力を貸してくれてよかったねえ」

「うん、そう思う」

　運んでいるハリボテのＵＦＯを改めてみながら、僕は心の底からそう思う。

　大きさは、人が手を広げたくらいながら、見事な造形とカラーリングだ。防水処理までされている。作ったのは業者だけど、お祭りを企画して、こんな物を短期間でこれだけ用意してしまう実力は凄すごい。しかも、やっつけではなく、恋も納得の逸品を作ってしまうなんて。

「ええっと、この辺かな」

　僕たちは計画書を確認しながら、草むらの上にハリボテを設置する。アンカー付きのワイヤーで地面に固定。それから少しだけ離れて、遠くから眺めた。

「おお」

　文ふみ月つきと一緒に歓声を上げた。ポンチ絵に描かれていたように、まるで、本当に草むらに小型のＵＦＯが着陸しているかのようだ。リアルな草とハリボテのボディが、違和感なくマッチしている。実行計画書によると、最終的に同じようなＵＦＯが大小十個くらい、バラバラに設置されることになるらしい。草むらを一望できる堤てい防ぼうの上から見たら、複数のＵＦОが着陸しているみたいで面白いかもしれない。

「じゃあ、二個目も設置するかあ」

　ちょっとやる気になって、戻ろうとしていると、

「そ──の前に、ちょっとブレイクしない？」

　文月が上目遣いで僕を見た。

「ブレイク早くね？　だって、まだ一個しか運んでないよ？」

「ちょっと、お茶するだけだよお。三時だし、ほんのちょっと休憩しても誰だれも怒らないでしょ？」

「でも、僕らだけ休憩っていうのも……」

「みんなでするほど、持ってきてないんだな」

　言いながら、文月は背負っていた小さなリュックからミニ水すい筒とうを取り出す。

「ハチミツの入った冷たい紅茶、入ってるんだけど」

「ハチミツ入り紅茶？」

　ものすごく魅力的だった。

「う──ん。でも、美木さんにばれたら怒られそうだなあ」

「大丈夫、大丈夫。ＵＦＯに隠れていればいいよ」

「う──ん、まあそうか。そうかもな」

　あっさり誘惑に負けた僕は、文ふみ月つきとＵＦＯに隠れるように腰を下ろす。

　渡された紙コップに、薄紅色の紅茶を注いでもらう。口に含むと、良く冷えていて美お味いしかった。

「へえ、結構、美う味まいね」

「でしょ？」

　文月は嬉うれしそうに笑った。

「初めて飲んだけど、美味しいよこれ。文月って意外にも繊細なものを作れるんだね。これは驚き」

「意外ってどういうことよ」

　文月は薄桃色の唇をキュッと尖とがらせた。

「いや、なんとなく。あんまり料理とかやってなさそうに見えるから」

「え───、そう」

　不満そうに頬ほおを膨らませた。

「そんなこと言うんだったら、せっかく用意したこれあげないよ」

　リュックから、今度は小さなタッパーを出してきた。

「なにそれ？」

「クッキー。と言ってもただのクッキーじゃないよ。特別スーパーなデリシャスクッキーだよ」

「特別スーパーなデリシャスクッキー？」

　タッパーの中を凝視する。いい感じに焼き目のついたナッツの入ったクッキーがビッシリと並んでいる。確かに美味しそうだ。

「それ本当に手作りなの？　結構、手間がかかってそうに見えるけど」

　ケーキ屋さんで、ケーキのショーケースの上とか壁側に並んでいるヤツのレベルに僕には見える。

「だって、せっかく河か川せん敷じきに行くっていうから。ハイキングみたいに用意しようかなって。朝早くに起きて作ったんだから」

　文月はまんざらでもない表情をしつつ、タッパーを背中に隠す。それから僕の顔を再び、上目遣いで見る。

「食べたい？」

「うん。食べたい食べたい」

「でもどうせ、私はあまり繊細なものを作れないイメージ、なーんでしょ？　ガサツな女のイメージなんでしょ？」

「な──に、スネてんだよ。分かったよ。前言撤回するから。ちょっと食べさせてよ。一つでいいから」

「う──ん、どうしようかなあ」

　文ふみ月つきは口をすぼめて意地の悪い顔をして、それから頷うなずく。

「分かった、じゃあ一個だけね」

「ええ？　たった？」

「だってそっちが、一つでいいって言ったじゃん」

「あ、あれは言葉の綾あやであって、本当は一つより多い方がいいに決まってるよ。一つと言わず、二つ三つ下さいな、もし」

「そう？　そんなに沢山食べたいんだ」

　文月は嬉うれしそうに僕の顔をうかがってくる。

「そういうことなら、たんとお食べね」

　文月はニッコリと笑うと、タッパーの蓋ふたを開けようとした。だが、蓋の密着性がもの凄すごく高いらしくなかなか開かない。文月は「グッ──」と、唸うなり声ごえを上げながら、指に力をこめる。

「大丈夫？　僕がやろうか？」

「いや、大丈夫！」

　文月は場違いなほど真剣な顔になると、指に力をいれる。

　その結果、

　パンといい音がして蓋は取れる。そこまではよかったが、その反動でタッパーを持つ手が弾はじかれた。

「あっ」

　と僕が声を上げるとの同時に、クッキーがいっぱい入ったタッパーは地面に落下。中身が全部、周囲に四散する。

「ええ───っ！」

　文月が情けない顔になる。

「私のスペシャルデリシャスクッキーが……」

　半べそをかいてガックシと両手を地面についた。僕はオロオロしながら、落ちたクッキーと文月の間で視線を往復させていた。

「グスッ……。せっかく、作ったのに。クッキー」

　文月がグズりはじめる。目の中に涙が浮かんでくる。慌てる僕。女の子に泣かれると焦るのが男の性さがというものだ。

「おい、泣くなって」

　グズる文月の背中をトントンと叩たたく。

「クッキーならまた作ればいいじゃん。食べるからさあ」

「グスン、グスン──。スペシャルデリシャスクッキーは、そんなに簡単にはできないの。作ろうと思って、また作れるものじゃない……」

「そ、そうなの？　貴重な材料使ってるとか？」

「ううん。材料はいたって普通。でももの凄すごく手間がかかっているから、モチベーションが十分に高まってないと、そうそう作れないの！」

「そんなに滅めつ多たに高まらないの!?　そのモチベーション！」

「そう、年に一回あるかないか……」

「やっぱ文ふみ月つきがあんま料理作らないイメージ、正しかったような……」

「だからこそ、貴重なクッキーだったのにいい」

　文月は真っ赤な顔で叫ぶと、結構、本気で泣き出す。

「あちゃ──、これはどうしたもんかな」

　後頭部を掻かきながら、僕は辺りに散らばったクッキーを見まわす。大半が地面の上に四散して、バッチリ土のコーティングをされていた。でもその中に一つだけ、奇跡的に草の上に落ちて、土がつくのを免れた物を発見する。僕はそれを指で摘つまんだ。

「これとか、食べられそうじゃない？」

「グスッ……。いいよ、食べなくて。落ちたクッキーなんて」

　文月はいじけたように口を尖とがらせる。

「いや、せっかくだし。食べるよ」



















　クッキーを口に運ぶ。シナモンの香りが口の中に広がった。噛かむとナッツの香ばしさがそれに加わり、香りのシンフォニーを奏でる。

「ど、どう？」

　心配そうに僕の表情をうかがう。

「これ、美お味いしいよ。かなり美う味まい」

「ホント？」

「うん。これはスペシャルデリシャスクッキーを名乗っても恥ずかしくないかもしれない。ってか、お店で即売れるレベルだよ」

「ほ、本当に？」

　泣なき止やむと、嬉うれしそうに笑った。

「無理してない？　本当は土っぽい匂においがしてるんじゃない？　シナモンにバッタ臭が混じってたりしてたんじゃないの？」

「してないよ！　ってか、さらりと結構、グロいこと言ってるよね？」

「じゃあ、本当に美味しかったわけ？」

　文ふみ月つきは超真剣に、僕を見つめてくる。

「うん、美味しかった。嘘うそじゃない」

「そう。よかった……」

　目の涙を拭ふきながら、微笑ほほえんだ。

「そういえばさあ、キャンプのカレーの時も意外に思ったんだけど、文月って意外と料理上手じゃん、意外なほどに」

「意外が多すぎるよ！」

　笑いながら、ムッと頬ほおを膨らませる。

「もったいないけど、残りは蟻ありに食べてもらおうぜ」

　僕は地面に落ちたクッキーを見ながら肩をすくめた。でも正直な話、昆虫に食べさせるには勿もつ体たいないくらいに美味しかった。

「さて、休憩もしたし、アクシデントもあったし、もう戻ろうよ。そろそろ美み木きさんにサボりがばれる頃だよ」

　僕は紙コップを文月に戻して、立ちあがった。文月も「うん」と言って起き上がると、突然、僕の手を掴つかんできた。ひんやりとしたスベスベの指が、僕の指と指の間に絡みつく。いわゆる恋人握りというヤツじゃないか。

「え、ちょっ……」

　狼ろう狽ばいした声を上げる。

「いいじゃん。草の中を歩いている間は、恋れんちゃんにも見えないでしょ。そこまでよ」

　桃色に染めた頬で、そんなことを言われる。その表情にドキッとして、僕は生なま唾つばを飲みこんだ。

「そういう問題だっけ？」

「じゃあ、見られた方がいいの？」

「いや、そういうわけじゃないけど……、まあそこまでなら……」

　困こん惑わく顔がおの僕に、文ふみ月つきは「うん！」と、無む垢くな笑みを浮かべた。











いつかのできごと　その３







「それでね。“〝ぼく”〟の考えだと、地球に降り立った木星人は……、まだこの辺にいると思うんだよね」

　木星人の“〝つうしんきち”〟への早道（通称ワープホール）を歩きながら、“〝ぼく”〟は恋れんに話す。雑草が生い茂る山道である。うっそうとした森の中の道を、“〝ぼく”〟は恋を引き連れて歩いているのだ。

「それを発見できれば、木星人の宇宙船の“〝ちゃくりくあと”〟よりも、センセーショナルなんだ。分かるよね？」

「うん」

　後ろで恋が頷うなずく。近頃、初めて会った時のような、何も喋しやべらない人形のような感じが、少しずつなくなってきている。“〝ぼく”〟の言うことに同意したり、喋りかけてきたりすることも増えてきている。木星人に関する“〝ぼく”〟の考えも理解してくれているみたいだ。これなら木星人の宇宙船の“〝ちゃくりくあと”〟に関する“〝ろんぶん”〟についても、協力的になってくれるだろう。

「きっと、かれらの潜伏先は“〝つうしんきち”〟からそう離れていないと思うんだ。今もこの辺を徘はい徊かいしている可能性が高い」

「うんうん」

　コクコクと頷うなずく恋れんを見て、“〝ぼく”〟は満足して笑う。

“〝ぼく”〟は最近、“〝たけし”〟や“〝つとむ”〟ではなく、恋と“〝ちきゅうたんけん”〟を行っている。なぜなら、彼女にその気はなかったとしても、結果的に“〝ちゃくりくあと”〟は“〝ぼく”〟と彼女が共同で発見したことになった。だから、木星人に関する調査は、彼女と二人でする方がこの先も有利、だと“〝はんだん”〟したからだ。

「ああ、一つ言い忘れていたけど」

　僕は立ち止まり、振りかえった。

「君といる時、もし誰だれかと出会ったら、“〝ぼく”〟は君のことを妹と紹介するから」

「??　どうして？」

「“〝ぼく”〟が他の幼稚園の女の子と歩いているのは怪しいと思われるから。“〝ちきゅうたんけん”〟が目立つのはよくない」

　特に“〝たけし”〟や“〝つとむ”〟に、“〝ぼく”〟の裏切りがバレたらマズイ。幸い、“〝ぼく”〟にはリアルな妹がいる。嘘うそをついてもバレづらいはずだ。

「だから君も、誰かの前では“〝ぼく”〟のことをお兄ちゃんと呼んで。そういう機会はあまりないと思うけど」

「……分かった」

　恋は真面目まじめな顔でコクリと頷いた。

　再び山道を歩き始めると、

「おにい……ちゃん。木星人って、……どんな格好、なの？」

　珍しく彼女の方から質問される。自分で呼び方を指定したものの、恋におにいちゃんと呼ばれることが変な気がする。

「僕の予想だと……、木星人という存在は“〝ぼく”〟たちの目で見える形状にそれほど“〝じゅうよう”〟な意味はないんだ」

「??」

　キョトンとしている。確かに、普通の幼稚園児には“〝ぼく”〟の推すい論ろんを理解するのは難しいかもしれない。

「木星人は“〝せいしんてき”〟なものとして存在するんだ。だから、どんな形にでもなれる。だからたぶん、地球に来た木星人は地球人の形をしていると思うんだ。目立たず調査ができるからね」

「？？？」

「つまり、例えばね……、今、“〝ぼく”〟の目の前にいる恋れんだって、もしかしたら木星人が中に入っているかもしれないんだ」

「!?」

　恋は目を見開き、パチクリとさせていた。

「わたし、木星人……？」

　ポツッと言う。

「もちろん例えばの話だよ。そんなことはないと思うけど」

「……」

“〝ぼく”〟は慌てて手を振る。恋は遠くを見るように目を細める。

「木星って……、どんなところ？」

「太陽系の五番目の惑星。太陽からの距離は約７億８０００万キロ（５・２天文単位）であり、周期10時間で自転、12年で公転。64個の衛星と３本の環わを持つ。別名“〝歳さい星せい”〟というんだ」

「ふ──ん」

　恋はコクコクと頷うなずく。

「……というのは一般的な木星の定義」

“〝ぼく”〟はフフフと笑う。

「でも、“〝ぼく”〟の考える木星のモデルによると、都はドブルデイブヤコウ」

「ド、ドブウ……」

「ドブルデイブヤコウ。木星の地下にあるんだ」

「ドブ……」

　恋は全すべて正しく発音するのを諦あきらめるように口を尖とがらせた。

「あと、木星の神様は地球の一部の神と同じく頭に環が浮かんでいるんだ。木星の環は定期的に神の環と交換する、それには理由があって、環を交換するのは、定期的に交換しないと、木星が爆発するからなんだ。環は木星のエネルギーのバランスをとっているジャイロのようなものだね」

「ジャイロ……??」

　意味が分からない、という顔をしていたが、“〝ぼく”〟はイチイチ説明するのは止やめておく。何しろ“〝ぼく”〟の考える木星の世界観は膨大で、細かいところまで説明していたら、大変な“〝ろうりょく”〟を消費するから。

「ちなみに、木星の地下都市には雨が降ふらないんだ。そもそも雨は人工雲によって人工的に降らせているわけ。ただ、創世記によると、さっきも言った輪っかをつけた神様は、恋愛好きなんだ。すぐに恋をしては失恋して涙を流し、それが嵐あらしとなる。だから、一年に一回、その神様の日にはみんなで傘を持って外出する習慣があるんだけど、実際には雨は降らさないんだよ」

「ふむふむ」

　恋れんは熱心に“〝ぼく”〟の話を聞いている。それがちょっと嬉うれしい。

　木星に関する世界観を話しながら歩いていると、森の中の道を一周して、最初に歩き始めた“〝つうしんきち”〟の前に戻ってきた。

「木星人……いなかった？」

「うん、いなかったね」

　首を傾かしげる恋に、“〝ぼく”〟は肩をすくめる。

　そう簡単に木星人が見つかるとは思っていない。そんな痕跡を残すはずがないのだから。

「とりあえず、“〝つうしんきち”〟に戻って休もう」

　言いながら基地の入口へ向かおうとする“〝ぼく”〟の足が、ピタリと止まる。

“〝つうしんきち”〟の入口の前に、女の子が一人立っている。この辺では見かけないような、白い、装飾の多いワンピースを着ている。即席の分析によると、彼女は“〝よそもの”〟だ。都会か、またはもっと全然違う場所から来たに違いない。

“〝ぼく”〟は恋と顔を見合わせる。なにしろ“〝つうしんきち”〟の前にいるのだ。怪しい。木星人の可能性がある。女の子は背を向けているが、地球人の外見をしている。でも、中身は地球人であるかどうかは分からない。それが木星人なんだ。

（もしかして木星人……？）

　恋が緊きん張ちようの面持ちで囁ささやく。

（ありえるね）

“〝ぼく”〟もゴクリと生なま唾つばを飲みこむ。木星人は十年後までに地球と友好関係を結ぶことができるかどうかを調査するため地球に来ている。いきなり敵対心を見せるとは思えない。ここは友好的な態度を示して、“〝ぼく”〟たちが平和の架け橋になりたい。

“〝ぼく”〟はゆっくりと女の子に近づいていく。“〝ぼく”〟の背中に隠れるように、恋も後ろからついてきた。

「その……」

　静かに話しかけると、驚いたように女の子が振りかえった。可愛かわいい子だ。歳としは“〝ぼく”〟や恋と同じくらい。やはりこの辺ではあまりいないような、都会育ちっぽい顔立ちをしている。髪型だって三つ編みをリング状にした感じの珍しいものだ。

「ええっと……」

　なんて尋たずねるか考えていると、

「もしかして……、木星人……ですか？」

　後ろから、恋がものすごく直接的に訊きく。

「木星人??」

　女の子はものすごく怪け訝げんそうな顔をする。今のが演技だとしたら、この木星人はかなり芸達者だと思う。たぶん、この子は木星人じゃない。木星人だとしても、その自覚はないみたいだ。

「きみ、この辺じゃあまり見ないよね。どこにすんでいるの？」

「山のふものと家……。パパの実家があるの」

「実家？」

「普段は東京に住んでいるの」

　女の子は誇らしげに胸を張る。この辺では東京の人というのは珍しい。

「じゃあ、木星人じゃないかな」

“〝ぼく”〟はちょっと残念な気持ちになってくる。彼女が地球人だとしたら、この木星人の“〝つうしんきち”〟を見つけた人物が、また一人増えただけになるからだ。

「……君は、いつまでこの町にいるの？」

「夏休みの間だけ？」

「そ、そうなんだ！」

　嬉うれしくなる。だったら夏休みが終われば、この場所を離れることになる。それなら秘密の“〝つうしんきち”〟の存在がばれても、あまり問題にならない。

「名前はなんていうの？」

「文ふみ月つき。文月ゆうっていうの」

　女の子はニッコリと笑った。

　彼女に対する警戒心が薄らいだからか、初めて見た時よりも可愛かわいく見えた。容姿だけでいえば恋れんと同じくらいだが、都会育ちの“〝せんれん”〟された雰囲気が可愛さを増している。

　しばらくジッと文月を見ていると、横にいた恋がなぜか不満そうにムッと口を尖とがらせていた。











３章　ＪＰＴオンリーフォー、そして父です







「すげえ。もう、かなりできてるじゃん」

　僕は思わず驚きの声を上げた。

　土曜日の午後、先週末に作業して以来、約一週間ぶりに僕たちは河か川せん敷じきにやってきている。平日は美み木きさん一人に任せていたので進しん捗ちよくが分かっていなかったが、着々と“〝木星人祭”〟の準備を進めていたらしい。ハリボテのＵＦＯ（美木さん曰いわく、モニュメント）は既に全すべて草むらの所定の場所に設置され、ミステリーサークルの中央には、やぐらが組まれていた。草むらの外の屋台が並ぶ場所には、電源が設置され、提ちよう灯ちんをぶらさげるケーブルも張られ、『木星人祭会場！　ようこそ、木星人のふるさと仁に科しな市しへ』という文字のプリントされた無数のノボリがはためいていた。本番まで一週間あるというのに、明日にでもできそうな感じだ。

「確かに、すごいですね」

「まるで博覧会の会場みたいだね」

　愛あいさんと文ふみ月つきも河川敷の上から俯ふ瞰かんしながら目を丸くしている。

「まさか、美木さん一人で作ったわけじゃないよね？」

　僕は隣にいる刑おさ部べに尋たずねた。

「なわけないじゃん。色々、ツテを頼って手伝ってもらったんじゃない？　あの人、そういうの沢山持ってるから」

「でも、もう人を雇やとう予算はあんまないって言ってたような」

「そこは人徳なんじゃないかなあ」

　刑部は肩をすくめる。人徳でどうこうできるなんて、さすが美木さん、見こんだ通り、只ただ者ものではない。

「ほうほう」

　恋れんも辺りを眺めながら、満足そうに年寄りくさく顎あごを撫なでていた。

「ちと小さいが、あれだけノボリがあれば、きっとマザーシップの連中も満足してくれることだろう」

「やっぱり大事なところは『木星人のふるさと』のノボリなの？　僕には木星人の価値基準が分からないよ」

「だから言っただろう。木星人でも地球人でも最後に大事なのは真心なんだ。分かるか、地球人」

　恋れんは胸を押さえる。

「僕は恋の口から真心なんてワードが出てくるのが驚きだけどね」

　僕たちが河か川せん敷じきに降りていくと、すぐに美み木きが草むらから出てきた。例によってサバイバルゲームでもやっているかのように、迷彩色のタンクトップにジーンズ。今日は帽子にグラサンまでしている。間違いなくかっこいいが、なんとなくアメリカ海兵隊の教官のような雰囲気だ。

「いい時に来たわね」

　ニコリと笑う。腕も顔もコンガリ小麦色に焼けている。ここでの作業で日焼けしたんだろう。

「見ないうちに、かなり準備が進んだみたいですね」

　ハリボテの置かれた草原を改めて眺めながら僕は言う。

「そうね。とりあえずの準備はもうほとんど終わったかな」

　美木さんは満足そうに頷うなずく。

「今日は何をするんだ？　もうやることはなさそうに見えるが」

　恋がズケズケと質問する。

「もうしばらく準備はいいわ。次はお祭を盛り上げるための仕掛けをするの。つまり、宣伝よ」

「宣伝？」

　皆が不思議そうな顔をする。

「どんなによいお祭にしても、お客が来なかったら意味ないわ。木星人だって満足しないでしょう。お客を呼ぶのに必要なのは、認知度よ」

　美木さんはますます教官みたいに、立てた指を振りながら僕たちの前を横切っていく。僕たちは「たしかに」と頷く。

「認知度を上げるためには、コマーシャルが一番。もちろん、ホームページは既に作ったし、玉たま穂ほにはオカルトサークルのコミュニティに予告してもらっているけど、もっともっともっと沢山の人に来てもらわないと盛大なセレモニーとは言えないわ。そこで！　テレビを使ったＰＲをするの」

　誇らしげに空を指差す。

　僕たちは怪け訝げんな顔を見合わせる。

「あのお、美木さん……。テレビでＰＲってそんなこと、簡単にできちゃうもんなんですか？」

「ふっふっふ。役場の観光課をなめないことね」

　美木さんは不敵に笑うと、ごっついベゼルの腕時計の針を確認して、「そろそろ来るころよ」と呟つぶやいた。

　その言葉通り、一分も経たたずして河か川せん敷じきの野球場の向こうから、白いワゴン車がこちらに向かって走ってきた。ワゴン車のサイドには「Ｎ○Ｋ九州」と、準国営テレビチャンネル地方局の名前が入っている。

「あ、あれですか？」

「そうよ」

　呆ぼう然ぜんとワゴン車を指差す僕に、美み木きさんは当然のように頷うなずいた。

「ど、どうやって呼んだんですか。超公共の電波じゃないですか。僕はてっきり地元のケーブルテレビか何かかと……」

「ローカル局はいつだってネタに困ってるんだから。観光課から連絡すれば、すぐに来てくれるわよ」

「ほ、本当ですか？」

「ホント、ホント。ちょっと友人を通じて、連絡したけど」

　どれだけ顔が広いんだ、この人。

　ワゴン車は草はらの横に横付けする。中から、髭ひげを生やしたいかにもテレビ業界っぽい中年男性（ディレクター風）と、若いカメラマンが現れる。

　手を振りながら美木さんがディレクター風の男性に近づいていくと、先方は頭を掻かきながらニコやかに笑っていた。

　しばらくすると、美木さんはワゴン車から何やら紙袋を持って帰ってきた。

「さあ、女の子たちはワゴン車に乗って」

「えっ？」

「はっ？」

　愛あいさんと文ふみ月つきが不思議そうに顔を見合わせる。

「どこかに移動するの、お姉ちゃん？」

　刑おさ部べが質問する。

「外で着替えるわけにはいかないでしょ？」

　美木さんは肩をすくめる。

「着替えるって？」

　ますます意味が分からないと、刑部は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「恋れんちゃん、愛ちゃん、文月ちゃん、玉たま穂ほにはこの服を着てもらうわ」

　大きな紙袋の中身を出す。それは衣い装しようである。チェックのミニスカートとブラウスという、アイドルとかが着ている感じの、セクシーあんどキュートな服だ。

「こ、これを着るんですか？」

　愛さんが服をもちながら、顔を引ひき攣つらせる。肩が微妙に震ふるえている。

「そうよ」

「ど、どうしてですか？」

「だって、アイドルには可愛かわいい衣い装しようが必要不可欠でしょ？」

「ア、アイドル？」

　いぶかしむ女の子たちを、美み木きさんはビシッと指差した。

「これから、あなたたちにはご当地アイドル“〝ＪＰＴオンリーフォー”〟としてデビューしてもらいます」

「「「ＪＰＴオンリーフォー!?」」」

　全員が聞き返す。

「なんですか、それ……」

　僕まで口を開く。

「ご当地アイドルを知らないの？」

「いや、知ってます。いえ、聞いたことはある程度ですが……」

　僕は呆あきれたように口を開けて、改めて衣装を見る。確かに最初に見た時、アイドルっぽいと思ったけど。

「今、日本は空前のアイドルブームよ。町まち興おこしにも、ご当地アイドル無しでは話が始まらないほど」

「いや、それはちょっと大おお袈げ裟さでは？」

「いや、本当よ。ご当地Ｂ級グルメか、ご当地アイドルのどちらかが必須なの。ご当地キャラクターでもいいけど、あれは当たり外れが激しいし」

　美木さんは拳こぶしを握りしめ、熱っぽく語る。

「というか、ＪＰＴってなんなんですか？　しかもオンリーフォーって、なんだか寂しそうなイメージなんですが」

　文ふみ月つきが不安そうに眉まゆ根ねを寄せる。

「ＪＰＴは木星、つまりジュピターの略に決まってるじゃない。あなたたちは木星から来た宇宙人のご当地アイドルとして木星人祭を盛り上げるのよ」

「宇宙人のご当地アイドル？」

　目線の先がグローバルなのかローカルなのか分かりづらいアイドルだ。

「でも、一応、自分を木星人と言っているのは恋れんと文月だけなんですが……。愛あいさんも刑おさ部べも、木星人ではないかと」

「いいのよ。そんなことは」

　美木さんは僕に向かってケロリと言う。

「ＪＰＴオンリーフォーが木星人アイドルなのはあくまでアイドルの設定なんだから。本物が一人だろうが二人だろうが、それは別に構わないわ」

「はあ……」

　僕はハラハラしながら、恋れんの様子をうかがう。そんな軟弱な気持ちで木星人アイドルを名乗ることを、彼女はよしとするのだろうか？

　だが、恋は美み木きさんから渡された衣い装しようを持ちながら頷うなずいた。

「いいじゃないか、ＪＰＴオンリーフォー」

「意外にも乗り気──!?」

「衣装も可愛かわいいし、所々、ＵＦＯをあしらったデザインもいいじゃないか。店主、よい仕事をしたな」

「店主って誰だれだよ！　ってか、木星人アイドルなんだぞ。お前、木星人としてそんなんでいいのか？」

「木星にだってアイドルはいる」

「ホントかよ！」

「木星人祭を盛り上げるためだ。それくらいしてもいい」

　肩をすくめる。恋らしくなく正論を言いおる。

「いや、でもお姉ちゃん。私も、この衣装はちょっと……」

　刑おさ部べ玉たま穂ほが衣装を自分に合わせながら眉まゆ根ねを寄せている。

「だってこれ、スカートの丈、かなり短いよ……」

「大丈夫。本番の時は下にストッキングと見せパンを穿はくから」

「それでもちょっと……」

　玉穂は頬ほおを染めながら首を振る。

「私も、さすがに恥ずかしいです」

　愛あいさんも顔を赤らめながら俯うつむいた。

「私は衣装に文句はないけどね」

　文ふみ月つきは乗り気な様子で、衣装のチェックに余念がない。ＪＰＴという名前のせいか、奇くしくも自称木星人が二人とも前向きになってしまった。

「じゃあ、やっぱり本当に木星人の恋ちゃんと文月ちゃんだけデビューということでいいんじゃない？」

　刑部がさっそく逃げようとする。

「ダメダメ。それじゃあ、ＪＰＴオンリーツーになっちゃうでしょ」

「ダメなところそこなの、お姉ちゃん！」

「とにかく、オンリーフォーじゃないとダメなのよ。絶対に四人は必要なの。もうこういうのまで作ってあるんだから」

　美木さんは衣装の入っていた同じ紙袋から一枚のポスターを取り出した。大きな木星をバックに、黒いシルエットの女の子四人が立っているイラストが描かれている。下の方には、「木星人アイドル、ＪＰＴオンリーフォー、デビューライブ！」という文字が躍る。日付は木星人祭の夜だ。

「四人には、あのやぐらの上で歌って踊ってもらうわ。宣伝さえすれば盛りあがるわよ。全国のマイナーアイドル好きが続々と集まってくるわ」

「あんな狭いところで、四人が踊れるんですか？」

　僕は振りかえって、ミステリーサークル中央に組まれたやぐらを確認した。

「大丈夫。みんなには安全ロープを繋つないでもらうから」

「綱渡りライブですか！」

「やっぱ無理だよ、お姉ちゃん」

「私もちょっと……」

　刑おさ部べと愛あいさんが相変わらずネガティブな反応を見せる。

「二人とも諦あきらめが悪いわね。二人に言っておくけど、こういう衣い装しよう、男の子はホントに大好きなのよ」

「だからこそ、恥ずかしいのですが……」

　愛さんが口をすぼめる。

「天あま乃のくんだって、大、大、大、大好きなのよ」

「えっ？　僕ですか？」

　急に振られた僕は、自分を指差した。

「そうなんですか？」

「天乃、ホントに？　こんなのが好きなの？」

　愛さんと刑部が、真面目まじめな顔で僕を見る。

「いや、えっとその……」

　僕は改めて衣装を見ながら、

「まあ、うん、好きか嫌いかって言われたら、好きな部類に入る……かな」

　正直に答える。

「そ、そうなんですか」

　愛さんはいささか衝しよう撃げきを受けたように目を見開いていたが、やがて覚悟を決めたような表情で頷うなずいた。

「……分かりました。じゃあ、私、勇気を出して脱ぎます！」

「いや、脱ぐ必要はないが」

「間違えました！　この服、着ます！」

　愛さんは真っ赤な顔で叫んだ。

「じゃあ、私も。天乃も気に入ったって言うんなら、着てもいいかな」

　刑部も呆あきれたように、ため息を吐ついた。

「よっし。それでこそ、ＪＰＴオンリーフォーよ。じゃあ、車の中にユニフォームとストッキングがあるから着替えてきて。サイズも各種取とり揃そろえてあるわ。カーテンを閉めるのを忘れないでね」

　美み木きさんは愛あいさんたちをワゴン車に誘導していくと、スライドドアを閉じて帰ってきた。

「フッフッフ。本人たちが嫌がるのだけが心配だったけど、巧うまくいったわ。これで成功間違いなし」

　悪の黒幕のように、不敵な笑みを浮かべる。

「で、でもこんな、急ごしらえのご当地アイドルに人が集まるんですか？」

「集まる。それもドカドカと集まってくる。女の子が可愛かわいくて、衣い装しようが可愛かったら集まる。男ってバカだから」

　そのバカの中に間違いなく自分も含まれるだろう。

「じゃあ、恋れんたちはこれから本番まで、歌と踊りの練習ですね」

「そんなの、するわけないわ」

　美木さんはケラケラと笑った。

「ええっ？　でも当日にライブだって」

「曲は口パク。踊りはノリで問題なし」

「問題ありますよ！　見に来た人がガックリしますって」

「いいの、いいの。そのチープさがローカルっぽくていい味出すんだって」

「木星人アイドルがローカルっぽかったらダメなんじゃ……」

「問題なしよ。ＪＰＴは地元密着型の木星人アイドルなんだから」

　この、どこまで本気なのか分からないところが、ますます恋っぽいと思う。



　しばらくすると、ワゴン車のスライドドアが開き、真っ白な衣装に包まれた女の子たちが現れた。

「!!」

　思わず身み震ぶるいする。心臓をグッと掴つかまれたような気さえした。

　服単体で見た時よりも、女の子が着た方がズッと可愛かった。本家アイドルにもひけをとらないくらい高クオリティなデザイン。もう少しで下着が見えそうで、見えない感じの丈のスカートがなんともいい。

　愛さんは恥ずかしそうに肩を縮こまらせて、真っ白い顔を真っ赤にしていて、俯うつむきながら戻ってくる。よっぽど恥ずかしいのか、体を小刻みに震わせている。

「うむ。中々よい感じじゃないか」

　美木さんが満足そうに頷うなずく。

「こんな格好で、何をするんですかあ？」

　愛さんが泣きそうな顔で美木さんを上目遣いで見た。

「簡単なインタビューを受けてもらうんだ」

　草むらの近くで撮影の準備を進めているディレクター風の男性を親指で指差した。

「大丈夫。基本はリーダーの恋れんちゃんに木星について話してもらうだけだから。他三人は、自己紹介してくれるだけでいいわ」

「はあ……」

「インタビューはテレビで流すと同時に、ネットの動画配信サイトにも掲載する。華々しくデビューするのよ」

「……」

　愛あいさんは今にも泣き出しそうなくらい情けない顔になった。ただ、悪いけど、ＪＰＴオンリーフォーの衣い装しようは愛さんにバッチリ似あっている。正直、可愛かわいい、萌もえる。そのままの格好で、結婚したいくらいだ。

「意外と着てみると、そんな恥ずかしくないね」

　愛さんと同じく最後まで抵抗していた刑おさ部べが、スカートの丈を確認しながら言う。

「どう、可愛いかな？　天あま乃の、好きなんでしょ？」

　僕の前で両手を広げた。

「うん、可愛いんじゃないかな？　いつもの三割増しくらいになった」

「三割増しかあ。元が分からないから、喜んでいいのか、悪いのか」

　刑部が嬉うれしそうに笑いながら、肩をすくめる。

「ショータ、私はどうだ？」

「私も似合ってる？」

　恋と文ふみ月つきが僕の前でクルリと回ってみせた。

「まあ、いいんじゃないか？」

「なんだ、そのおざなりな感じは」

「ぶうぶう」

　二人とも不満そうに頬ほおを膨らませる。

「じゃあ、みんな着替え終わったし、そろそろ始めてもいいですかあ」

　ディレクター風の男性がやってきた。

「いつでも準備オッケーよ」

「じゃあ、カメラの前に集まってください」

　男性について、セットされたカメラの前に並ぶ。

「はい。じゃあ、映像の最初に使う強い絵が欲しいんで、決めポーズで『ＪＰＴオンリーフォー！』って叫んでくれますか？」

「き、決めポーズ!?」

　愛さんが再び困った顔になって、美み木きさんを見る。

「戦隊ものっぽく、ダイナミックなポーズで元気に叫ぶのよ」

　美み木きさんはグッとサムアップする。

「戦隊ものっぽくって言われても……」

　愛あいさんは絶望的な顔をする。

　四人は横一列に並ばされる。恋れんと文ふみ月つきはなんだかワクワクしたような顔をしていて、愛さんと刑おさ部べは諦あきらめたように頭を垂たれていた。

「はい、じゃあカメラまわしますよお」

　ディレクター風の男性が合図をすると、カメラマンがカメラを構えた。

「じゃあ、ポーズ、お願ねがいしまーす」

「１、２の３でやるのよ──。じゃあ、１、２の……」



『ＪＰＴオンリーフォー！』



　一斉に叫んで、オンリーフォーのメンバーがポーズを決める。

「………」

　目が点になった。なんだか見てはいけないものを見ているような気がした。

　恋は真中で偉そうに腕を組み、文月は投げキッス。刑部は戦隊ものに詳しいのだろう、腰を下ろして両手を広げた格好。極めつけは愛さんで、何を思ったのか両手にチョキをつくってがに股またになった蟹かにの格好をしていた。統一感の無さが光っている。

　しかも、ディレクター風の男性は「はい、ありがとうございましたあ」とニコニコ笑う。まさかの一発オッケー。カメラの液晶を見ながら、

「いやあ、いい絵がとれました」

　と意外に好評価。美木さんも再び、サムアップして満足そうだ。

「じゃあ、リーダーの方に簡単にインタビューというか自己紹介してもらいまーす」

　ディレクター風の人が恋に近づいてくる。

「他の女の子は、後ろに肩を組んで並んで。ニコニコ笑ってて」

「え、肩、ですか？」

「ダサくない？」

　愛さんと文月が顔を見合わせる。

「いいじゃないか。木星人の友情を示すことができるだろ？」

　恋が再び乗り気だ。

「じゃあ、やりましょう」

　愛さんたちは、もうやけくそな感じで頷うなずいた。愛さんを中心に、左右に文月と刑部が肩を組んで並ぶ。……。はっきり言って、文月の言う通り、かなりダサい。

「取材の内容だけど、こんな感じでお願ねがいするわ」

　美み木きさんが一枚の紙をディレクター風に渡す。躊躇ためらうことなく受けとると、「じゃあ、こんな感じで」とあっさり頷うなずいた。

「じゃあ、またカメラ回しますよ──。まず、リーダーの恋れんちゃんは木星人という設定なんで……」

「設定ではない！　私は正真正銘、本物の木星人だ！」

「そうでしたあ。じゃあ、カメラが回ってもそんな感じでお願いします。自己紹介と、どうして木星から来たかとかを話してくださいね」

　恋の反応に全く動じず、ディレクター風の男性は頷いた。

「了解した」

「じゃあ、回しまーす。……ではお願いします」

　カメラマンさんが合図を送る。

「私が地球に来た目的から説明しよう」

　恋は真剣な顔でカメラ目線になって語り始めた。

　その内容はというと、来きたるべきジュピターアタック、地球人と融和の方法、木星の地下にあるという星都ドブルデイブヤコウについて……。

　最初からトップギアで強烈な木星電波を発信し続ける。聞きなれた僕たちにとってはもう軽くスルーできる境地に来ているが、初めて聞く人はさぞドン引きしているだろうと思い、インタビュアーの顔を覗のぞくと、

「そうですねえ。融和、大事ですよねえ」

　ごく自然と相あい槌づちを打っている。

「プロ意識たかっ──!!」

　僕は胸の中で叫ぶ。

　インタビューは三十分ほど続いて、その間、恋はずっと喋しやべっていた。





「はい、ありがとうございました。放送は、明日の夕方のニュースなんで。見てくださいね」

　ディレクター風の人はニッコリと笑い、引き上げていく。去り際、「これ、どう編集すればいいんだ？」と、カメラマンと話しているのを僕は聞き逃さなかった。

「みんな、お疲れさん。今のが放送されたら、ＪＰＴオンリーフォーと併せて、“〝木星人祭”〟の知名度も全国区になるわ！」

　美木さんは満足そうに頷いた。

「あんなんでいいのでしょうか？」

　元の格好に戻った愛あいさんが心配そうに眉み間けんに皺しわを寄せる。

「大丈夫大丈夫！　というか、絶対に明日には熱烈的なファンがつくわよ。というか、つかなかったらものすごく困るのよ」

「困る？」

　僕も眉間に皺を寄せて、美み木きさんを見る。

「そうよ、困るのよ。既にこんなの、作ったんだから」

　美木さんはユニフォームの入っていた袋から、今度はキーホルダーやＴシャツを出してきた。どれにも木星の絵とＪＰＴオンリーフォーの文字がプリントされている。一部には二次元キャラ四人の萌もえ絵まで入っていた。これがまた、ものすごくよく出来ている。

「すごいクオリティですね。誰だれが描いたんですか？」

「人気イラストレーターに依頼したわ」

「へえ」

「言っておくけど、このキーホルダーとかＴシャツの製作に、木星人祭とは別に観光課の今年の予算を全部使ったから」

「ぜ、全部!?」

　僕たちはパカッと口を開いた。

「ただでさえ少ない予算を増やすためよ。大丈夫！　売れれば三倍になって返ってくるわっ！」

「逆に言うと、売れなかったら……」

「その時は今年の観光課の活動はしばらく休止ね……」

　美木さんは残念そうに首を振った。

「いいんですか、それ！」

「売れればいいのよ。売れれば何倍にもなって返ってくるんだから！　ハイリスクハイリターンよ」

「一発逆転を賭かけて怪しい投資を狙ねらう、倒産しかけた会社の社長みたいなことを言わないでください」

「大丈夫！　私は“〝ＪＰＴオンリーフォー”〟を信じてる」

　どうも美木さんの口癖は「大丈夫」、みたいだ。

「お祭だって成功させるのよ。ＵＦＯ饅まん頭じゆうだって、千個オーダーしだんだから！　売れなかったら大赤字よ」

「なんで美木さんはいつだって全力投球なんですか!?」

　でも、この後のない状況は衝しよう撃げき的だったらしい。

「本番前に、一応、共通のダンスくらいは決めておきますか？」

「うん」

　愛あいさんと刑おさ部べが真剣な顔で頷うなずきあっていた。

　その横で、「最悪、全員でバイトするかあ……」と美み木きさんが小声で言っているのが耳に入ったが、僕は聞こえないふりをした。



　　　　　☆



　翌日の日曜日、僕たちはまた河か川せん敷じきにきていた。野球場の端で顔をつき合わせて、最初に全員が口にした言葉は「昨日のテレビ観みた？」だ。

「まさかあんな風に編集されるなんて……」

　愛さんが恥ずかしそうに俯うつむく。

　収録時間は三十分以上あったのに、放送されたのは五分。全員で「ＪＰＴオンリーフォー」と叫ぶシーンと、全員が自己紹介するところ、後は恋れんが木星人と地球人の掛け橋になりたい、というところだけが使われていた。

　恋が延々と語っていた木星人についての薀うん蓄ちくは全すべてカット。しかもなぜか、他メンバーの自己紹介の途中ですら、愛さんのカットがチラチラと何度も挿入され、決めポーズである蟹かにの格好のシーンも複数回登場。露骨な愛さん推しに、視聴者にリーダーは恋と分かってもらえたか疑問。木星人リスペクトのアイドルグループなのに、蟹リスペクトと勘違いされる危険性もある。

　その恋はというと、せっかく語った木星人トークを大幅にカットされてさぞプンプンかと思いきや、

「よくまとめられてよかったと思うぞ」

　大満足そうだ。なんだか最近、なんに対しても機嫌がいい。孫が生まれて丸くなったお爺じいさんみたいだ。

「あんな短さでいいわけ？」

「いいんだ。要点をついていればいいんだ。木星人トークが冗長過ぎても、地球人には苦痛だろう」

「苦痛なの自覚してたんだ!?」

「要は木星人と地球人の友好の掛け橋……。それが大事なんだからな。それを強調してもらえて満足だ」

　まあ本人が納得してくれているのなら、僕が何か言うこともないだろう。

　しばらく、みんなでテレビのことを話していると、

「イエイ、みんなノってる？」

　ホクホク顔の美木さんがやってきた。

「なんだか機嫌よさそうですね？」

「そりゃあもう。ノリノリよ」

　美み木きさんは得意気にサムアップを決める。

「昨日のあの放送の直後から、ＪＰＴオンリーフォー公式ブログへのアクセス数は急上昇。限定アイテムの注文もどんどん来てるわよ。動画サイトにあげた動画の視聴数もドンドン増えてるし、ツイート数もうなぎのぼり」

「でもなんか、あんまり評価は芳かんばしくないみたいだけど……」

　刑おさ部べが携帯電話の画面を見ながら言う。

「なんて言われているわけ？」

　僕はディスプレイを覗のぞきこむ。

「鳥肌が立つほどイタイタしい、とか、電波法にひっかかるレベルの電波とか、キャラ作りすぎとか」

「なんという的確なインプレッション……」

　恋れんのインタビューがカットされずにフルで流れていたら、もっと激しい反応があったかもしれない。

「なーに言ってるの。アンチがいるのは人気な証しよう拠こなのよ。現にグッズは売れまくっているんだから。大事なことは多くの人に興味を持ってもらうこと。昔から言うでしょう。好きの反対は嫌いじゃない。無関心」

「いや、それは使う場面がちょっと違うような」

「いいのいいの！　とにかく、売れてるんだから！」

　美木さんは本当に上機嫌で手を振る。

「ちなみに一番人気は愛あいちゃんよ。まあ、スタイルもルックスもよいから納得だけど、たぶん、あの蟹かにポーズが決め手になったわね。当日のセンターは恋ちゃんにしたいところだけど、愛ちゃんの方がいいかなあ」

　早速、名プロデューサーっぷりを見せ始める。

「そ、それより、今日はなにをすればいいですか？」

　愛さんが悪い流れを断ちきった。

「そうね。大きな仕事は平日に業者の人にやってもらうから……。ええっと、今日は……、そうだ。河か川せん敷じきの清掃をしましょう」

　パチンと指を鳴らした。思いっきり今、決めたっぽい。

「確かにそれは重要だな。マザーシップが来るというのに、ゴミが散らかっているというのは問題だ」

　恋が頷うなずく。

「そうね。それは祭に限らず、やって悪いことじゃないし」

　刑部が肩をすくめる。

「そうですね」

「じゃあ、空き缶とか拾っちゃいますかー」

　愛あいさんや文ふみ月つきもやる気になっている。

「よし。じゃあ、大きなビニール袋を渡すから、拾っていって」

「ラジャー」





「こう拾い始めると、結構、楽しいもんなんだよな」

　一人ごとを言いながら僕は地面に視線を落とし、草むらの中を歩いていく。時々空き缶があればそれを拾う。

「わ、このコーヒー缶、古いなあ」

　昔あったという２５０ccのプルタブ式の缶。もしかしたら十年以上前からここに落ちていたのかもしれない。

「なんか、こんな風に歩いていると、懐なつかしい感じがするな……」

「ちきゅうたんけんき」とやらを書いていた頃の時のことを、思い出しているのかもしれない。当時の状況を完全には思い出していないけど、あれを読む限り昔の僕は日夜町を徘はい徊かいしていたみたいだから。

「そういえば、『ちきゅうたんけんき』をどうして恋れんがつけるようになったか、まだ訊きいてなかった」

　いつか尋たずねようと思いながら、今までその機会がなかった。今となってはそれほど重要ではないかもしれないが、いつか、明らかにしたい気もする。

　草の中を歩いていると、横から恋が飛び出してきた。

「ショ、ショータ！」

　超真剣な様子でこっちを見る。ハアハアと荒い息をしている。

「どうした？」

「草地の中に、すごいものが落ちていた」

「すごいもの？」

「地球人の生態に関する書物だ」

「地球人の生態？」

　僕は眉まゆ根ねを寄せる。

「いいから、来てくれ」

　恋に手を引かれるまま草の中を歩いていく。急に立ち止まる。

「これなんだ」

　地面に落ちた、やたらギラギラとした感じの雑誌を指差す。

「れ、恋れん、これ……」

　それは河か川せん敷じきの橋脚の陰になぜか落ちていて、雨風でズッシリと濡ぬれていて、それを見つけた小学生の男子が見つけてやたらドキドキするという……、そういう類たぐいの本である。

　恋はその本の前にしゃがむと、雨に濡れた後乾かわいてパキパキになったページをめくり始める。

「れ、恋。それ……」

「なんだか、地球人のメスが半裸で不思議な格好をしているんだ。中には全裸のオスが一緒に写っているページもある」

「だからそれは」

「ショータ……。お前は、これがなんと呼ばれていて、なんのために使われる書物か知っているか？」

　超真面目まじめな顔で見られた。

「いや、えっと、なんというか……」

　返答に困っていると、

「どうしたの？　なにか変わったものでも見つかった？」

　文ふみ月つきが近づいてきた。

「ちょっ、文月……」

　この場から離れるよう、手の甲をパタパタと振るが遅かった。

「これなんだ。ユウはこれがなにか分かるか？」

　恋はエッチな本を持ち上げると、見開きのページを文月の顔面につきつけた。そこは男女がその、現在、本番中、という感じのかなり際どいページである。

　文月が硬直する。沸ふつ騰とうしたフラスコにつっこんだ温度計のように、首から赤あか味みが上昇していき、額まで真っ赤になる。

「し、しらないっ！」

　耳まで赤くしながら回れ右をして、脱だつ兎とのごとく走り去る。

「そうか。ユウもしらないか。ショータも本当に分からないのか？」

「いいから。見せなくていいから」

「この地球人のオスとメスは一体、何をやっているんだ？　こんなに接近していて、バカみたいだな」

「いいから、閉じて閉じて」

「どうしてだ？」

　真顔で訊きかれる。

「動どう悸きがする。僕の心臓を助けると思って」

「動悸？　そうか、これは心臓にショックを与えるものなのかな？　除じよ細さい動どう器きのような効果があるとか」

「全然違うけど、それでいいよ」

「ふむ」

　恋れんは見開きページを閉じ、持っていたビニール袋に投げ入れる。僕はホッとする。

「まだまだ地球人のこと、知らないことばっかりだな」

　そう言って、目を細める。

「……ちょっと残念だ」

「はっ？　残念？」

「……ショータ。ちょっといいか？　話したいことがある」

　神妙な顔で見つめてきた。

「いいけど、まだ他にも今みたいな本が落ちてたんじゃないだろうね？」

「それは違う」

　それだけ言うと、恋は僕に背中を向けて歩き始めた。僕は首を傾かしげてついていく。

　恋は僕をミステリーサークルのやぐらの下まで連れていく。恋はやぐらを見上げ、

「もう少しだな……」

　ポツリと呟つぶやく。

「？　木星人祭のこと？」



















「ああ」

　恋れんは僕の方を振りかえる。いつになく真面目まじめな顔で僕を見つめる。

「以前、私はショータに訊きかれたことがあった」

「？　えっとどのことだっけ？」

「……どうしてお前の告白に、私は承しよう諾だくしたのか、と」

「ああ……」

　そんなこともあったかもしれない。今となっては、もうそれも、どうでもいいことかもしれないけど。

「確かに私は地球人の調査をしているから……。だから、地球人ならば誰だれでもよかったふしがある」

「ふしって……」

「でも、実はそれは嘘うそなんだ」

　恋はほんの少し、ばつの悪そうな表情になる。

「お前の告白に応こたえたのには、理由があったと思われる」

　そう言いながら、恋は僕に接近してくる。至近距離から僕を見上げた。

「そ、そうなんだ」

　ドキドキしながら、僕は唾つばを飲みこんだ。

「公園で声をかけられた時、私はお前に懐なつかしい何かを感じたんだ」

　恋はつま先足立ちをする。呼吸の音が聞こえるくらいに、顔を近づけてくる。頬ほおが微かすかに赤らんでいるのが分かる。目も少し潤うるんでいる気がする。そして、ジッとこちらを見つめる。心臓が高鳴る。

「そして、今でもそうだ。ここにいると、特に感じるんだ。私はショータに懐かしいものを感じる」

「……」

「初めてショータの顔を見た時も、こんな感じだったんだ。他の地球人とは異なる、不思議な感覚がした」

　恋はつま先立ちを止やめる。

「最初はもしかしたら私と同じ木星出身かな、と思った。でも、ショータはそうではないという」

「そうだ。僕は木星出身ではないぞ」

「でも、すぐにその理由が分かったんだ。たぶん、私はここで以前、ショータに会ったことがある。ショータはそれを覚えているか？」

　恋はその大きな瞳ひとみでジッと、僕を見つめてくる。

「僕と恋がここで??」

　その時──、

　一つのビジュアルが、電撃のように僕の脳裏に浮かぶ。僕が恋れんと初めてデートをした時、このミステリーサークルに来た直後にも浮かんだ情景。

　薄暗い世界──、星が瞬く宝石箱のような夜空に大きな月──。

　なにかが聞こえた気がした。

　風に撫なでられ音を立てる草。それに混じる、女の子の泣き声……。

　女の子の泣き声？

　僕は目を大きくして恋を見る。

　この場所で昔、僕は恋に会って……いる？　頭の中で、なにかが巻き戻しされているのが分かる。記憶の断片が、頭の中にポッと浮かんだ。

　刹せつ那なの間、僕は幼い頃の自分に戻っていた。そして、気がつく。昔、僕は初めて恋に会った。この場所で──。

　僕は恋を見つめる。恋も同じようにこちらを見ている。見つめあっていると、勝手に手が動いた。僕は自分の指を、恋の目の下に当てようとする。恋は一瞬、驚いた顔をしたが、すぐに、目を細め、なんだか嬉うれしそうな顔をした。

「恋……、僕も少しだけ思い出したよ」

　呆ぼう然ぜんとしながら言う。

「僕はずっと昔、ここで恋と会ったことがある……」

　まだ詳しいことまでは思い出せない。でも、それだけは確かだ。

「そうか。ショータも思い出したか」

　恋は嬉しそうに笑う。でも、どこか、歯がゆそうな顔をしている。まだ十分でないとでも言いたげな……。そして僕も、まだ思い出せていないことがある気がしてならなかったりする。

「そうだ……、『ちきゅうたんけんき』……」

　恋に訊きくなら今だ、と思う。たぶんだけど、思い出せていないことというのは、「ちきゅうたんけんき」と関係あるから。

「恋がつけている『ちきゅうたんけんき』なんだけど……」

「……」

　恋が期待するように、目を大きく見開く。その吸いこまれそうな瞳ひとみを、僕はジッと見つめ、二人の顔が再接近する。

　──と、

　背後の草むらで音がした。

　振りかえると、誰だれかが草むらの中を走り去っていくのが見える。長い髪が左右に揺れている。愛あいさんだ。忘れていた。愛さんはいつだって、最愛の妹を陰から見守っているんだ。

「ああっ」

　僕はしまった、と指を鳴らした。

「なんか誤解されたかもしれないから、追いかけてくるよ」

「……うん」

　恋れんの何か言いたげな顔に気がつかないふりをして、僕は回れ右をして愛あいさんの背中を追う。背の高い草むらの中を走る。

　愛さんは仁に科しな川がわの岸まで走り、それから立ち止まる。前の嵐あらしの時、恋が落ちそうになったあの場所だ。愛さんは立ったまま、川の水面に視線を落としている。肩が小さく震ふるえていた。

「あ、愛さん！」

　僕は後ろから恐る恐る声をかける。

「その、もしかして誤解しているかもしれないですが……」

　愛さんが振りかえる。怖いくらい、穏やかな表情で。

「誤解って何がですか？」

　静かな口調が逆に怖い。

「いや、その……」

「天あま乃のくんと恋が、ラブラブのカップルのように見つめあっていたことがですか？　それが誤解ですか？」

「いや、それは誤解じゃないです。見つめあっていたのは事実ですけど、ただ、それはラブラブだからじゃなくて……」

「じゃあ、どうしてですか？」

　眉まゆ根ねをグイッと寄せる。

「好きでもないのに、恋に大接近したということですか？　つまり遊びというわけですね。天乃くんは酷ひどい人ですね」

「ち、違いますよ！　そんなこと一言も言ってないです」

「じゃあ、どういうことですか？」

　怖い顔で腕を組む。

「いや、その……なんていうか。実は昔、僕は恋に会ったことがあったみたいで……。それに気がついて、ちょっと……、感激してたっていうかですね。別に急に恋とラブラブになったわけじゃないんです」

「……」

「というか、愛さんにも話していて思い出しました。僕は十年前、ここでミステリーサークルを見つけた時に、恋に会ってたんです」

　あの星空は、その時に見た情景だったんだ。

「そして……、僕はどういういきさつか分からないのだけど、『ちきゅうたんけんき』を恋れんに渡して……」

　やはり、その辺の記憶だけは思い出せないでいる。

　ややあって、

「それが、どうかしたのですか？」

　愛あいさんはものすごく落ちついた表情でものすごく静かな声で言う。

　やばい。愛さん、なぜか分からないけど、超怒っているよ。

「一つ確認しておきます……。三さんヶか月げつ前、天あま乃のくんは公園で、恋を私だと思って告白したんですよね？」

「……そう、です」

「でも、実際には私ではなく恋だった」

「……はい」

　怖くて愛さんの顔を直視できず、下を向いたまま頷うなずいた。

「天乃くんが恋のことを昔から知っていて……、あの時、私と間違えて恋に告白したのが偶然じゃなくて運命だったとしても、私は別に驚きません」

「運命とか……、そんな大おお袈げ裟さな」

「そして、勘違いを知っていながらそれを利用した私には、天乃くんと恋の関係について、どうこう言う権利はないかもしれません」

「いや、そんなことは」

「ですが、“〝いもうとがかり”〟として私が望むことは、恋が幸せになることです。それ以外、私は何も望みません」

「……」

「今後も、お互い“〝いもうとがかり”〟として、がんばりましょう」

　愛さんはニッコリと笑った。「はい」と答えるしかない。

　僕は軽く唇を噛かみしめる。

　もしかして今、自分は愛さんにフラれたんじゃないか？

　そんなこと、愛さん一言も言っていない。でも、僕には、愛さんがそう言ったような気がしてならないのだ。

「じゃあ、戻りましょうか？」

「は、はあ」

「……」

「……」

　草むらの中を、僕と愛さんは無言で戻っていく。この沈黙がものすごく気まずい。何を話せばよいのか分からない。

「ところで愛あいさん……」

　無理に話題を振ろうとした時──、遠くから人の叫び声らしきものが聞こえた気がした。

　野球場の方からだ。恐らく声の主の一人は、美み木きさんだ。草はらが邪魔でよく状況が分からないが、美木さんが誰だれかと言い争っているみたいだ。

「なんかあったんですかね？」

「行ってみましょう」

　僕と愛さんは走り出す。

　草むらを抜け、野球場までいくと、美木さんが見知らぬ男性と近距離で対たい峙じしていた。それを文ふみ月つきや刑おさ部べ、恋れんが遠巻きに見守っている。

「ゲッ──」

　美木さんと睨にらみあう中年の男性の顔を確認した僕は、最悪に顔を歪ゆがめた。実際、気分は最悪だ。男性は髭ひげを蓄えた、中肉中背の体格の、どこにでもいそうな五十代である。いや、正確に言うと五十一歳、誕生日は十一月十一日。好物は切り刻んだハンバーグ。苦手な食べ物はセロリだ。

「なにがあったのですか？」

　美木さんに近づいた愛さんが尋たずねる。僕は刑部たちの背後に、できるだけ目立たないように腰をかがめて隠れた。

「よく分かんないけど、この人が『木星人祭』を即刻中止しろって、メチャクチャなことを言ってきたのよ」

　美木さんはついでに、「ふざけんな」と付け加える。

　やっぱりか。僕はますますげんなりしながら、刑部の背中の後ろから、チラリと男性を見る。

　やべっ。

　バッチリ目があっちまった。僕はベタにも襟を持って顔を隠そうとしたが、

「翔しよう太た……。お前、こんなところで何をやっているんだ？」

　思いっきり睨まれる。ドキリとしつつ、僕はそっぽを向いて無視しようとする。

「天あま乃のくん、知り合いですか？」

　愛さんが不思議そうに僕の方を見る。

「誰だ？」

「知っている人なの？」

　恋や美木さんにも訊きかれる。

　こうなってはもう誤ご魔ま化かせない。僕は観念したように刑部の後ろから出ると、男性の方を向いた。

「その人は天乃健けん太た。僕の親父おやじです」

　忌いま々いましい気持ちで告白した。











いつかのできごと　その４







「なんだこれは!!」

　パパは“〝ぼく”〟の“〝ろんぶん”〟を見るなり、それをダイニングテーブルに投げつけた。総ページ百枚にも及ぶ方眼用紙が辺りに飛び散る。

“〝ぼく”〟はガクガク体を震ふるわせながら、パパを見上げる。パパは本気で怒っていた。顔が真っ赤で、目が三角に尖とがっている。久々に見た、マジ怒りのパパだ。

　パパの後ろのキッチンで、妹を背中に背負って夕飯の支度をしているママが振りかえり、やれやれと肩をすくめている。積極的にパパの味方をしているわけでもないが、助けてくれるわけでもないみたいだ。

「なんだこれは？　と私は尋たずねている」

“〝ぼく”〟が黙ったままでいると、パパはすごんできた。

「それは……も、木星の宇宙船の“〝ちゃくりくちてん”〟を発見した、“〝ろんぶん”〟です……」

「木星人だと!?　宇宙船だと!?」

　パパは頭を抱えて、大きな声を上げた。

「一体、今まで、お前は私から何を学んできたんだ！」

　パパは“〝こうあつ”〟的に指差してくる。

「それは……、ものごとは全すべて“〝ろんりてき”〟に考えるべきであると……」

「その結果がこれか!?」

　パパはテーブルの上に視線を向ける。

「まず、最初に一つ言っておこう。木星人などいないっ！」

　断言した。

「木星探査宇宙船の調査によっても、木星に知的生命体がいる報告はされていない。宇宙船を作れるような文明は存在しない」

「だけど……」

「だけどなんだ？　木星のどこに文明があるというんだ？」

「だから地下に……」

「なぜ地下にいる必要がある？」

「太陽が放つ“〝うちゅうせん”〟に弱いために地下に……」

「そんな地下に都市を作る文明レベルがあるのなら、地上にだって一つくらい、屋内都市を作れるんじゃないか？　それが確認されないのはなぜだ？」

「……」

“〝ぼく”〟は答えられなくなる。その点については、“〝ぼく”〟も不思議に思ったことはある。その“〝ろんりてきむじゅんてん”〟を、パパは容よう赦しやなくついてくる。さすがだ。パパに“〝ぼく”〟が勝てるはずがない。だって“〝ぼく”〟のパパは偉い先生なんだから。

「翔しよう太た、お前は、木星人が存在するという根拠を出せずにいる。それなのに、河か川せん敷じきの円形に刈り取られた場所を、宇宙船の着陸跡だと主張している。だが、宇宙船が丸いとは限らない。一般的に言われている形状に基づいて、見たこともない宇宙船の着陸跡だと主張している」

「でも！」

“〝ぼく”〟は反論する。

「なんの痕跡も残さずに、草むらをあんなに綺き麗れいに刈り取れるはずが……」

「本当に無いと思っているのか!?」

　パパは大きな声で叫んだ。

「私なら三つ四つ、作り方を思いつく」

　パパは自信たっぷりに頷うなずく。

「いいか、私がお前に教えたのは、全てを論理的に考えるやり方だ。それによって、様々なことを予測できることになるのだ。なのに、お前は周囲の妄言に従い、円形に剥はげた場所をＵＦＯの着陸跡と判断した。その考え方には問題がある」

「……」

「世の中に不確かなものなんて存在しない。あらゆる事象は、一定の法則に基づいて発生している。その法則が科学というものだ」

「……」

「お前には、科学的に生きてもらいたい。そうすれば幸せになれる」

　パパの声が頭の中に響く。

　パパの言葉一つ一つが胸に突き刺さった。

「分かったか？」

「……」

　もう怒られたくない。パパにこんな風に言われたくない。その気持ちのせいで、今まで友人たちと町の中で見つけてきたこと全すべてが、どうでもいいものに思えてくる。これからは、もっと“〝げんじつてき”〟に生きていきたい。そうすれば、パパに怒られることもなくなるから……。

　でも。

　でも、あの娘こにはなんて説明すればいいんだろう。

　ついちょっと前までミステリーサークルと呼んでいた場所で知り合った女の子の顔が頭に浮かぶ。散々、木星人の話をしてきた。今更違ってたなんて言えない……。

「そろそろご飯よお」

　絶妙なタイミングを見計らって、キッチンからママの声が聞こえた。











４章　いもうと……







「最悪よ……」

　美み木きさんは頭を抱えた。

　親父おやじの襲撃から二日経たった火曜日の放課後。以前にも打ち合わせをしたファミレスで、僕たち「木星人祭」実行委員の面々はボックスシートで不景気な顔を突き合わせている。

　みんな、重い表情で下を向いたり、唇を噛かんだりしている。ただ一人、恋れんだけは、状況が分かってないかのように、嬉うれしそうにソフトクリームを舐なめているけれど。

「天あま乃の健けん太た氏は、本気で『木星祭』を止やめさせようとしているらしいのよ」

　美木さんは珍しく弱気な様子で、ため息を吐つく。天乃健太氏、といちおう敬称をつけてくれているが、僕がいなければ「あのクソオヤジ」呼ばわりしていたかもしれない。実際、クソオヤジだけど……。

「具体的にはどんな感じなの？」

　刑おさ部べ玉たま穂ほが尋たずねる。

「天乃健太氏は大学の先生だからか、教育委員会と強いコネがあるみたいね。委員会を通じて、市長に働きかけているのよ。『教育上、好ましくないから中止を要求する』とか言って」

　親父がやりそうなことだ。僕はまったくもって恐縮しながら、美木さんを見る。本当に申し訳ない。

「観光課の課長や他は私の味方だけど、市長には逆らえないから。このままじゃ中止に追いこまれてしまうかも」

　美木さんはチラリと僕を見る。

「天乃くん」

「……はい」

「こんなことあまり言いたくないんだけど、なんとかお父さんに言って、説得することはできない？」

「……ホント、すいません。でも僕がどうこう言って納得するような人じゃないんですよ。あの人は」

「だよねえ。そんな人なら、わざわざ反対運動したりしないよね。ぬ────」

　美木さんは唇を噛み、後頭部を掻かきむしった。

「天乃くんのお父さんって、十年前もトラブルあったんでしょ？」

　刑おさ部べに言われる。

「ああ、その通り」

　十年前、仁に科しな市しのミステリーサークルが有名になって、全国から人が集まった。仁科市はミステリーサークルを利用して町まち興おこしをしようとしたが、それに僕の親父おやじさまが反対運動を起こして、ご破は算さんに追いこんだんだ。

「お陰で僕は宇宙人大好きな同級生に裏切り者扱いされて大変だったんだよ」

「じゃあ、今回も私たちは天あま乃のくんを裏切り者扱いしないとね」

「……刑部、冗談でもそれを言うか？　半はん端ぱなく心が傷ついたよ。それでなくても申し訳ないと思ってるのに」

　僕が口を尖とがらせると、刑部はケラケラと笑う。

「とにかく、天乃くんのお父さんが筋金入りなのはよく分かったわ」

　美み木きさんは再びため息を吐つく。

「とにかく、このままだとこれ以上予算が出ないから、残りの準備だってできない。週末に祭なんて始められないわ」

「マジっすか」

　ガクッとなる。せっかく今までみんなで盛りあがってきたところなのに、僕のせいで、いや親父のせいで中止になるとか最悪だ。

「天乃くん一人では無理でも、私たちみんなでお父さまを説得する、ということはできませんか？」

　愛あいさんが僕を見る。

「ごめん。うちの親父を説得するのは、誰だれにも無理だと思う。みんなを不愉快な気持ちにさせるだけだよ」

「かなり真面目まじめそうな人だもんね」

　文ふみ月つきは首の後ろで手を組む。

「そうだよ。ホント、理屈が服を着て歩いているような人間なんだ。融ゆう通づうがまったくきかない。空気読めない」

「天乃くんだって、昔はそうだったけどね」

　刑部が余計なことを言う。

「否定はしないさ。でも、僕をそうさせたのがあの親父なんだ。僕の親父は本当に、宇宙人とかそういうのが大嫌いなんだ。テレビでＵＦＯ特集とかしていると、テレビを壊しそうな勢いだし」

「それは、どうしてなんですか？　別に宇宙人が存在すること自体が、物理的におかしいということはないと思うのですが……」

　愛さんが首を傾かしげる。

「それはそうなんです。たぶん、宇宙人が存在しうることは否定しないと思う。ただ、世間一般的に言われている宇宙人、例えば木星人とかはどちらかと言えばオカルトチックな感じの取り上げ方が多くて、許せないのかと。その辺になってくると、やや信じている信じていないの世界だから」

「……本当に難しい方なんですね……」

「一言で言ってしまうと、ロマンがない感じ。確率的に低いことに夢を見み出いだせない性格というか……」

「だからって、他の人がお祭りで盛り上がろうとしているのに、ケチをつけなくていいと思うけど」

「文ふみ月つきの言う通り。えらいごめんよ」

　ホント、素直な気持ちで僕は頭を下げる。申し訳ない。みんな、疲れたようにハアとため息を吐つく。

「そっか……。でも、天あま乃のくんのパパを説得できないとなると、もう中止しかないかあ。残念だけど」

　美み木きさんが全員の顔を見まわす。

「ん？」

　今まで黙ってソフトクリームを食べていた恋れんが、急にムクッと顔を上げた。解せない様子で、眉み間けんに皺しわを寄せている。

「中止？　どうして中止なんだ？」

「いや、だってさ。市のバックアップがない以上、もう準備なんてできないわけだし。どうしようもないだろ」

　僕は困った顔で恋を見る。

「そんなことは関係ない！」

　ソフトクリームのコーンを握りしめたまま叫ばれる。

「市の公認とか木星人には関係ない。分かってるのか？　今週末、木星人のマザーシップが到着するんだぞ。それは変わらないんだ」

「そりゃあそうだけど……」

「お前たちは本来の目的を忘れている！」

　ジロッと目をむく。

「本当に大切なことは、市の公認か？　予算なのか？　大事なのは、マザーシップ来訪をみんなで歓迎して、本隊の者たちを満足させられるかどうかじゃないか」

「……そういえば、そういう話だったかあ」

　僕はコメカミを掻かいた。

「でも、祝うにも知名度を高めてお祭にしないと人が集まらないし」

　刑おさ部べが肩をすくめる。

「知名度ならもう十分高まっているだろう。後は、お祭を実際にするだけ、それでいいんだ。会場は既にほとんど準備されている。残りはここにいるメンバーで準備すればいいだろう？」

「……そっか。でも、確かにそれはそうかもしれないね」

　文ふみ月つきが顎あごに手を当てる。

「せっかくここまで準備したのに、全部、無駄にするのはもったいなくないかあ？　なんとか活いかすことができないかね？」

「そうですね」

　刑部と愛あいさんも頷うなずきあう。

「市役所の公認は貰もらえないかもしれないけど、私たちが勝手にお祭を開いたらいけない、ってことはないよね。天あま乃のくんのお父さんだって、市がやることには反対だけど、祭をやりたい人が勝手にやることには反対しないでしょ？　というか、そんな権利は誰だれにもないよねえ？」

　文月に見られ、僕は「う、うん」と曖あい昧まいに答える。あの親父おやじなら、相手が自治体だろうが個人だろうが、許せないことは許せないだろうけどね。

「どうですか、美み木きさん。私たちだけでやることはできませんか？」

　愛さんが尋たずねる。

「……それは、できなくもないかな。河か川せん敷じきの利用申しん請せいさえ通れば……。市民が勝手にすることは止められない」

　美木さんは考えるように顎に手を当てる。

「で、でも、いくらかなり準備が進んでいるって言っても、まだまだやることがあるんじゃないですか？　電源引いたり、飾りつけをしたり、屋台を置いたり。僕たちだけでどうにかなりますか？」

「特殊な方は、私がツテに頼ればなんとかなるけど……。それ以外の準備だけでも、もう少し人手が欲しいわね」

「それなら一応、あてがあるかも」

　刑部が小さく手を挙げた。

「どんなあてだ？　玉たま穂ほ」

　美木さんの目がキランと光る。

「う──ん。分かった。じゃあ、直接呼んで訊きいてみようか。近くに住んでいるから、すぐに来ると思うよ」

　刑部は携帯電話を持つと、手て馴なれた感じでメールを打った。

　二十分ほどすると、うちの高校の制服を着た女の子が二人、ファミレスに入ってきた。刑おさ部べを見つけると、笑いながら近づいてくる。見覚えがあるなと思ったら、仁に科しな高校オカルトサークル一年の三み島しま奈な緒おと藤ふじ琴こと音ねだった。六人がけのボックスシートにつめつめで、七人で座る。

「あてって、この二人？」

　尋たずねる美み木きさんに、刑部が頷うなずく。

「君たち、本当に手伝ってくれるわけ？」

　三島と藤は「はい」と小気味よく答える。

「河か川せん敷じきのミステリーサークルは、私たち仁科高校オカルトサークルにとって大切な存在ですから」

「そこで、お祭をするということになったら、盛り上げるしかないでしょ。声をかけてくれれば、いつだってお手伝いしますよ」

　二人とも超やる気を見せている。

「まだ手が足りないようなら、私たちがクラスメイトにも声をかけましょうか？　たぶん、手伝ってくれますよ」

「そ、そうなの？」

　三島の言葉に、僕は意外そうな声を出した。

「たぶん、テレビを見たんじゃないですか？　結構みんな、“〝木星人祭”〟と“〝ＪＰＴオンリーフォー”〟に興味持ってましたよ」

「へえ。そうなんだ」

「みんな、愛あいさんが可愛かわいいって言ってたよね」

「ねえ」

　三島と藤が顔を見合わせる。愛さんが顔を真っ赤にしていた。

「ほら、恋れん。お前のクラスメイトが手伝ってくれると言っているぞ」

「ん？」

　ボケーッとしながらソフトクリームのコーンをかじっていた恋が顔を上げる。三島と藤の顔を見て、「はて」と首を傾かしげた。

「さては恋、この二人が誰だれか分かってないな」

「そ、そんなことはない」

　顔を真っ赤にして狼ろう狽ばいする。

「すぐに嘘うそがバレるんだから、見み栄えを張るなよ」

「み、見栄じゃない」

「じゃあ、この人たちは誰だ？」

　僕は二人を指差す。

「ふ、ふ、ふ、ふにゃららら、だろ？　隣はみ、み、にゃらららだ」

「頭文字だけかよ！　よくそれで、誰だれだか分かるなんて言えるな」

　呆あきれたように言ってやる。

「ち、地球人の顔はどれも同じに見えるんだ」

「外国人の顔の区別がつかない老人みたいなこと言うなよ」

　僕は申し訳なさそうに、女の子たちを見る。でも、三み島しまも藤ふじも特に気にしてない様子で苦笑するだけだ。

「でも、そういうことなら……」

　僕は腕を組んで何やら考えている美み木きさんの方を見る。愛あいさん、文ふみ月つき、刑おさ部べの視線も美木さんに集中する。

　ややあって、

「分かった。私も腹をくくった」

　美木さんは大きくかぶりを振った。

「仁に科しな市し非公認でやるって大々的に発表する。強大な権力により中止させられそうになったけど、草の根的な活動により、祭を実行するとアピールするわ。この逆境を逆手にとってみる。テレビとネットを駆使してね」

　グッと拳こぶしを握りしめる。僕たちは「おおおお」と歓声を上げる。ちょっとした高揚感に頭の中が満たされている。

「出店してくれる人にも、予定通り来てくれるように言っておくから。河か川せん敷じきの利用は、上の連中が何を言っても絶対に取りつける」

　美木さんの目がギラギラと光る。僕たちも頷うなずきあう。

「よく分からんが、地球人のみんなは歓迎セレモニー成功を目指してよきにはからうがよいぞ」

　恋れんが偉そうなことを言ったが、全員が笑みを浮かべたままスルーした。それくらい、みんなの気持ちが同じ方向を向いていた。

　どうやら僕も、そろそろ腹をくくらないといけないみたいだ。











いつかのできごと　その５







“〝ぼく”〟はミステリーサークルにいる。

　夕暮れ時である。既に灰色の帳とばりが降りようとしている。今まで、“〝ぼく”〟がこんな遅い時間まで外にいるのは二度目。この場所でミステリーサークルを発見して以来だ。

“〝ぼく”〟の目には涙が浮かんでいる。パパに全すべてを否定されて、結構、ガックリきている。今まで、自分が考えていたこと全てが台無しになった気がする。でも、新しい自分にならなきゃ、と思っている。

　ハア、ハア、ハア、ハア──。

　まだ息が切れている、“〝ぼく”〟。パパに叱しかられ、ご飯を食べた後、こっそり家を飛び出した。そのままずっと走ってここまで来たんだ。

「くっそう───」

“〝ぼく”〟は持っていた「ちきゅうたんけんき」を地面に投げつける。人生初の“〝ざせつかん”〟。最悪な気持ちだ。

「もう、二度と、こんな気持ちにはなりたくない……」

　ムクムクと、体の中に強い気持ちが頭を擡もたげてくる。

　パパが言っていることはたぶん間違いない。今までだって、パパが間違ったことはなかったのだからそうなんだ。

　木星人なんて存在しない。存在すると思うことが間違っている……。

　と、

　ワサワサと草をかきわける音がした。パパが追いかけてきたと思い、ハッとそちらを見る。そこに立っているのは、

「！」

　恋れんだった。初めて彼女と出会った場所に、パジャマ姿で立っていた。

　恋は“〝ぼく”〟の顔を見ると不思議そうに首を傾かしげた。“〝ぼく”〟は慌てて目に浮かんでいた涙を拭ぬぐう。

　恋がミステリーサークルに入ってくる。

「はい……。おにいちゃん」

“〝ぼく”〟が投げ捨てた「ちきゅうたんけんき」を拾い上げ、返そうとする。“〝ぼく”〟は首を振る。

「それはもういらないんだ」

「？」

　恋れんはキョトンと首を傾かしげる。

「たぶん、もうここにもこない」

「！」

　ハッとしたように目を見開く。

「悪いけど、“〝ぼく”〟はもう“〝ちきゅうたんけん”〟は止やめたんだ」

「!!」

　恋は悲しそうな顔をする。最近は、よく“〝ぼく”〟と一緒に地球について調べてくれた。“〝ぼく”〟の話も聞いてくれた。よい助手になっている。そんな彼女に、今までのことは全部嘘うそだったなんて、“〝ぼく”〟は言えない。それだけは言えない。なにか適当な言い訳をするんだ。

「“〝ぼく”〟は今日限りで、“〝ちきゅうたんけん”〟を止める。代わりに恋が、『ちきゅうたんけんき』をつけて欲しい」

「なぜ？」

　恋は疑問を口にする。

「えっと、それは……」

“〝ぼく”〟は灰色の脳細胞をフルに動かして、理由を考える。今まで言っていたことと矛盾せず、なおかつ、誰だれもが納得する理由を……。

　そして、“〝ぼく”〟はそれを思いつく。

「というのも……、“〝ぼく”〟はもう、戻らないといけないんだ」

「戻る？　どこに？」

「……宇宙に」

「？？？！！」

　恋はキョトンと目を瞬まばたかせる。

「今まで黙っていてゴメン。実はね、“〝ぼく”〟の本当の名前は“〝＠ｑ：‥あ５６４”〟。このミステリーサークルに宇宙船で降りて、地球の“〝ちょうさ”〟をしていた木星人というのは……“〝ぼく”〟のことなんだ」

「!?」

「いや、騙だましていたわけじゃない。“〝ぼく”〟自身、気がついたのはついさっきなんだ。“〝ぼく”〟はこの木星人の体をカバーとして入りこみ、完全に地球人と同化していたんだ。地球の“〝ちょうさ”〟をするためにね」

　恋はポカンと口を開けている。そりゃそうだろう。今まで“〝ぼく”〟が恋に話した中でも、一番、衝しよう撃げき的な話をしているのだから。

「でも、そろそろ“〝ぼく”〟は、この地球人の体から出ていかないといけないんだ。というのも、この地球人の体はそろそろ木星人との共存に限界が来ている。このままだと、肉体が壊れてしまう。だからお別れなんだ」

「！」

　恋れんの驚きの表情が、次第に悲しみへと変わっていく。それを見ると、“〝ぼく”〟は彼女を騙だましていることに、“〝ざいあくかん”〟を覚えてしまう。でも、“〝ぼく”〟の意志は固い。パパの言うことは絶対。“〝ぼく”〟は木星人を捨てなければいけない。

「もう……会えないの？」

　恋は恐る恐る尋たずねる。

「うん」

「……」

　恋は今にも泣き出しそうな顔をする。もっと心苦しい気持ちになる。なんとか彼女の気持ちを穏やかにする方法はないだろうか。

「あの……、恋」

「？」

「さっきも言った通り、“〝ぼく”〟は今日、木星のマザーシップに戻ってしまう。でも、地球人の“〝ちょうさ”〟は、まだ終わっていないんだ。まだ、地球人の精神については、分かっていないことが多い」

「ん？」

「だから、もしよければなんだが……、“〝ぼく”〟の分身を君の中に残して、“〝ちょうさ”〟を続けたいと思っている」

「!?」

「“〝ぼく”〟の分身が君の体の中に入ったら、君は木星人になってしまう。だから相当の覚悟が必要だ。でも、君なら木星人を受け入れてくれるんじゃないかと思った」

“〝ぼく”〟は自分の言葉に戸惑っている。どうしてこんなことを彼女に言っているのか、よく分からない。でも、なんとなく、期待しているものがある。

　これは保険なのかもしれない。

　パパに言われて、“〝ぼく”〟は変わりたいと思っている。たぶん、今まで考えてきたものを捨ててしまうことになる。心の中のどこかで、それは危険だと思っている。だから、“〝ぼく”〟は、今までの自分を、彼女に受けつがせようとしている……。

「……」

　恋は少しの間考える顔をした後、

「分かった……。わたし、木星人、なる」

　ゆっくりと頷うなずいた。

「本当に？　もしかしたら、君の体に入ったら、その、木星人らしき特とく徴ちようが出てくるかもしれないよ？」

“〝ぼく”〟は彼女の覚悟を試す。

「??」

「背中に翼の跡とか……」

「翼！」

　恋れんは嬉うれしそうな顔をする。

「……大丈夫」

「分かった。じゃあ、この、『ちきゅうたんけんき』は君にこれからもつけて欲しい」

「うん、おにいちゃん」

　力いっぱい頷うなずく。

「たぶん、地球人としての“〝ぼく”〟は、もうここには来ないと思う。“〝ぼく”〟は地球を“〝たんけん”〟していた時の記憶をなくしてしまう」

「……わたしのことは？」

「ごめん。たぶん忘れてしまう……」

　恋は再び、悲しい顔をする。

「で、でも、もしかしたら会えるかもしれない。いつか、“〝ぼく”〟が木星人だったときのことを思い出すことができたら……。また君の前に現れるかもしれない」

「……うん。楽しみにしてる」

　恋は目に涙を潤うるませながら、コクリと頷く。“〝ぼく”〟は少し、“〝ざいあくかん”〟を覚える。

「もう一度、会えること、約束……」

　そう言って、恋は小指を出してくる。

「また、指きり」

「う、うん」

“〝ぼく”〟は恋の小指に自分のを絡みつける。

　指きりげんまん。うそついたら針千本の──ます。

　二人の声が河か川せん敷じきに響く。

“〝ぼく”〟はもしかしたら針千本のまないといけないかもしれない。“〝ぼく”〟を捨てると決めた以上、彼女ともしばらくは会えそうにないから。

　指切りすると、恋は不思議な顔で“〝ぼく”〟を見た。

「……それで、どうやったら木星人は、わたしの体に入ってくる？」

「いや、えっと……」

“〝ぼく”〟は返答に困る。そこまで考えていない。木星人は思念体なのだから、別にどうやっても移ることができると思う。でも、区切りをつけるためには、小さな儀ぎ式しきが必要なんだと思う。

“〝ぼく”〟はママがよく観みて、パパがくだらないと言って観ない、テレビのドラマのシーンを思い出す。その中に出てくる男と女は、よく分からない地球人の儀ぎ式しきをやっている。今の“〝ぼく”〟にはよくその価値が分からないが、たぶん結構、大事なことなのだろう、というくらいは感じている。

「じゃあ、これから、君の中に移動するよ……」

「う、うん」

“〝ぼく”〟は緊きん張ちようした面持ちの恋れんに、ゆっくりと顔を近づけていく。

　次の瞬間──、

　恋の大きな瞳ひとみがひと際大きくなった。











５章　恋と“〝ぼく”〟の帰還







　僕は自宅の階段を二階から一階に降りている。音を立てず、こっそりこっそり。木の軋きしむ音一つ上げてはいけないのだ。

“〝木星人祭”〟まで後、一日。金曜日の夜。夕飯を食べた僕は、静かに自宅を抜け出そうとしている。

「遅刻すると大だい顰ひん蹙しゆくだからな……」

　僕たち実行委員や、オカルトサークル、恋のクラスメイトたちなどボランティアのお陰で、河か川せん敷じきの仁に科しな市し非公認木星人祭の準備は着々と進んでいる。今日は最後の準備とちょっとした前夜祭をみんなでやることになっているのだ。

　泥棒にスカウトされるレベルの、まったく無音状態で玄関に辿たどりつく。リビングにいる家族には、たぶん気づかれていないと思う。

　だが、靴を履いていると、

「どこに行く？」

　呼びとめられた。

　ゲッ……。

　最低な気持ちになりながら、振りかえる。あまり機嫌がよさそうには見えない髭ひげづらがいきなり目に入ってくる。父、天あま乃の健けん太たが立っていた。どうしてだろうか。なんで僕が階段を降りたのがばれたんだろう。気配は完全に消したはずなのに。

「……気圧が変わるんだ」

　親父おやじはいきなりそんなことを言う。

「はあ？」

「お前が二階の扉を開けると、一瞬、リビングの気圧が下がる。どんなに音を立てなくても、気圧を外部と同じにして部屋の扉を開かない限り分かる」

「僕の部屋は潜水艦の減圧室じゃないぞ」

「で……、翔しよう太た、お前、どこに行く？」

　親父はギロリと目を剥むいた。

「いや、ちょっと……。コンビニまで」

　思わず嘘うそをつく。

「そうか。それならいいんだ」

　目を細める。

「まさか、またあのバカ騒ぎにいくのではないかと疑っていた」

　ギクッ──。

「中止になったはずだが、個人的にやろうとしている人間がいるらしい……。だがお前は、そんな愚かな行為に与くみしたりしないわけだな。さすが我が息子だ」

　舐なめるような目で僕を見る。

「この間、私が河か川せん敷じきに行った時、お前はあそこにいた。その理由をお前はクラスメイトの付き合いで手伝っていた、と言ったな」

「う、うん」

　確かにそういういい訳をした。

「二度目はそういう言い訳は通用しないからな。私がはっきりとかかわることを禁止したんだから」

「……」

「もう一度訊きく。まさかこれから河川敷に行くんじゃないだろうな？」

　再び睨にらまれる。僕はハアとため息を吐ついた。これ以上、嘘をつくのは無意味だし、精神衛生上よろしくない。

「そうだよ。よく分かったね。僕はこれから祭会場に行くよ。準備を手伝いにね。みんな頑張っているんだから。僕も当然、行くよ」

　そう、はっきり言ってやった。

　とたんに親父おやじの顔がすごいことになる。青くなったり赤くなったり、信号のように変わる。人間の顔はこんな風に色が変わるのかと、逆に感心してしまう。

「お、お前……」

　震ふるえる手で僕を指差す。親父、テンパリ過ぎだよ……。

「お前、まだ分かってないのか？　木星人祭なんて、あんな無意味なことをやってどうする？　非科学を世間に触れまわって、そんなことをしてよいと思っているのか？　恥ずかしくないのか？」

「……」

「私は明確に反対している。それでもくだらない騒ぎを手伝うということは、明確な理由があるんだろうな？」

「まあ、ないわけじゃないけど……」

　僕は肩をすくめる。

「理由を聞く前に、一つ言っておこう。いいか？　木星人など存在しない。だから、木星人の宇宙船が着陸するのを祝う祭などになんの価値もない。それなのになぜ、そんなことに与くみしようとする？　そんなまったく論理的でないことをなぜだ？　論理的でない思考は、人類を滅ぼすぞ」

「……」

　親父は十年前と同じ議論を展開する。

「翔しよう太た、お前、少しは論理的な思考ができるようになったと思っていたが、結局、あの時と変わっていないんだな」

　遠い目をして、そんなことを言った。なんだ。覚えているんだ。

「いや、あの時とは全然違うよ」

　ゆっくりと首を横に振る。

「なにが違う？　もし、お前に論理的な思考ができるのであれば、木星人がやって来るなどとは言えないはずだ」

「それはどうして？」

「宇宙人が存在する論理的証しよう拠こはない。ＵＦＯの目撃例の大半が飛行機か気球だ。木星人がいる可能性は99・９９９９９％ない」

「僕もそう思うよ。でも、０・００００１％は存在するんだろう？」

「そうだ。世の中に１００％は存在しない」

　親父は僕をジッと見つめる。

「全すべての物質、事象は不確定だ。全て、確率密度の分布としてのみ存在しうる。お前も、私も、確率として存在する。だから、通常では起きないようなことが起きてもおかしくない。壁に無限回ぶつかる試行をすれば、いつか壁を乗り越えるかもしれない」

「知ってるよ。……だったら、別に宇宙人がいる可能性だってあるじゃないか？」

「可能性はある。だが、確率密度の端の方にある事象は、とるに足らない。考慮する必要性がない。それが論理的思考というものだ」

　一際大きな声で言う。

「だから、お前には揺らぐ可能性の中の中央、王道の人生を進むように教育してきたつもりだ」

「うん。そうだね。実際、僕はそういうつもりで生きてきた。公務員、目指していたしね。その筋道もできていた。既に十年後の自分のモデルもできていたよ」

「……」

「でも、最近気がついたのはそういうのには、夢とか目標はないってこと」

　僕は眉み間けんに皺しわを寄せて、親父おやじを見返す。

「夢とかそういうのはさ、全部、不確定な揺らぎの中にあるんだよ。不安定で、揺らいでいるから、高いモチベーションに繋つながるんだ。モチベーションのない人生なんて、生きていても楽しくないよ。将来が決まってる揺らがない王道には夢も希望もない」

「……」

「まあ、そうは言っても、今でも僕は中央値の王道を常に意識している、でも、そんな揺らぎを見ることに価値がないとは思わないよ。親父は間違っている。それが、あの時から今までの間に僕が理解したことだよ」

　ここ数すうヶか月げつ、恋れんと出会って分かったことかもしれないけど。

「僕は最近、みんなに人が変わったって言われる。ママや妹や刑おさ部べとかに。たぶん、その理由がそれなんだ。ある人と出会って、僕は毎日が楽しくなったんだ」

「その結果が木星人なのか？」

「そうだよ」

　親父は真っ赤な顔を戦慄わななかせながら、僕を見ている。十年前も同じような顔をしていたかもしれない。その時は親父のプレッシャーに負けて、僕はそれまでの自分を捨てた。でも今度は、もう負けないと思う。

　しばらくの沈黙の後、親父は口を開いた。

「揺らぎの中に目標を見み出いだすのは虚無だ」

　遠い目でそんなことを言う。

「確率密度の端の方に存在する事象はとるに足らないことだ。それを前提に行動しても、それは無駄というものだ」

「僕はそうとは思わない。それが一番大事なことだ」

「考えの相違だな」

　親父おやじと睨にらみあう。睨みあったまま動けなくなる。

　このまますぐにでも回れ右して飛び出して、河か川せん敷じきに向かいたいのだが、今の親父はそれを許さないようなオーラを放っている。このまま行けば、絶対に追いかけてくる。それは困る。

　その時、

「パパ──」

　瞳ひとみの声が飛んできた。瞳が階段の途中から、顔を覗のぞかせている。

「今日出た数学の宿題、ちょっと分からないところがあるんだけど……。パパ、ちょっと教えてよ──」

「ほう──。どんな問題だ？」

　急に相そう好こうを崩す。親父も娘には超甘い。

　瞳がチラリと僕に目配りする。

「サンキュー、瞳！」

　僕は心の中で感謝すると、瞳を追って階段を昇っていく親父を尻目に、音もなく玄関を出た。



　　　　　☆



　河川敷に、提ちよう灯ちんの明りが幾つも点ともっている。薄うす暗くら闇やみの中を、結構な人が歩き回っていた。美み木きさんたちと恋れんのクラスメイトたちを確認することができる。

「遅かったじゃない」

　堤てい防ぼうから河川敷に下りキョロキョロと自分の居場所を探していると、ジュースを運んでいた文ふみ月つきに声をかけられた。

「おう、ちょっとね。にしても、すごい人、集まったなあ」

　河川敷がガヤガヤという声で溢あふれていた。まるで文化祭の準備だ。みんなで物を運んだり、飾りつけをしたりしている。ミステリーサークルに設置されたやぐらの上から、美木さんがテキパキと指示を与えているのが見える。

「うん。ほとんどがクラスメイトだよ。あと、刑おさ部べさんたちが声をかけてくれた近くの学校のオカルトサークルメンバー」

「へえ……って、文月！」

　屋台用の照明で改めて文月の格好を見た僕は、思わずドキッと胸が高鳴った。

「その格好！　もうしてたの!?」

“〝ＪＰＴオンリーフォー”〟の格好をしていたのだ。チェックのミニスカートのドレスだ。間近で見ると、これがまたドキドキするくらい可愛かわいい。スカートから伸びる黒いストッキングが眩まぶしい。

「美み木きさんの指示で。オンリーフォーのメンバーはこの格好で準備しろって」

　文ふみ月つきは照れくさそうな顔をした。

「いや、準備するには色々と支障がないか？　そのコスチュームは……」

　僕は文月の格好を下から上まで眺める。

「例えば？」

「いや、例えば……」

　僕は口をもごもごさせる。

「スカートの丈が短いから、パンツが見えるとか？」

　そう言って、スカートの裾すそをつまんでみせる。

「そう、そう。そういう感じだよ。世の中には怖い感じのアイドルのおっかけがいるらしいし。危険だよ。盗とう撮さつされるよ」

「大丈夫、大丈夫。ストッキングもはいているし、見せパンだし。見られてもそんな恥ずかしくないよ。見せてあげようか？」

　本当にスカートの裾を上げようとする。

「いや、いいよ。というか、そういうものなの？　見せパンならいいの？　見せパンと普通のパンツにはどんな違いがあるの？」



















「だから前にも説明したじゃん。パンツを見られて羞しゆう恥ち心しんを覚える原因は、生活感なの。見せパンにはそれがないの。大事なのはデザインと皺しわなの。水着みたいなものだよ。見せてあげようか？」

「だから見せなくていいって。分かった、よーく分かったから」

　両手をパタパタと振った。

「でも、パンツはともかく、この衣い装しようは可愛かわいいでしょ？」

　文ふみ月つきは上目遣いで僕を見る。

「……まあね」

「可愛いの？　可愛くないの？」

「う、うん。可愛いよ」

「やった」

　文月はニッコリと笑った。ヒラヒラの衣装もあいまって、その顔はものすごく可愛いかった。僕は照れて赤くなった顔を横に向ける。

「そ、それはともかくさ。……僕は何を手伝えばいいかな。美み木きさんから何か聞いてないかな？」

　後から来たせいか、どこを手伝えばいいかが分からない。

「あ、そうだ」

　文月がポンとワザとらしく手を打った。

「ええっと……そういえばね。愛あいさんが天あま乃のくんのこと探していたような、いなかったような」

「どっちなの？」

「だから探してたの」

「愛さんが？」

　伝言とかしそうにない性格な気がして、僕は首を傾かしげる。

「なんか大事な話があるらしいよお」

　文月はチラチラと落ちつかない様子で僕を見る。

「なんだろう。大事な話って？」

「もしかして、告白だったりして……」

「いや、それはないって」

　鼻で笑い肩をすくめる。

「で、愛さんはどこにいるわけ？」

「う──ん、そこまでは」

「了解。探してみるよ」

　僕は草むらに入っていく。ミステリーサークルに入ると、やぐらを見上げた。美木さんはタンクトップに短パン姿で、メガホンを持っていた。

「美み木きさん、遅くなりました───」

「ようやくきたわね」

　美木さんはニコッと笑う。

「お父さん、怒ってなかった？」

「それはもう。でも、振り切ってきましたよ」

「それでこそ、木星人祭実行委員よ！」

　ビシッと親指を立てた。

「どう？　もう、かなり準備が進んでいるでしょ」

　美木さんは誇らしげに、周囲を見まわす。

「ええ。それにも驚きましたし、こんなにボランティアが集まっているとは思いませんでした」

「私もよ。助かったわ。お陰で予定通り、明日、開催できそうよ」

「それはよかったです」

「それで、もう一度、お父さんの話に戻すけど……」

　珍しく不安げな顔を見せる。

「お父さん、私たちが“〝木星人祭”〟を強行することに何か言ってた？」

「まあ、色々と。不満そうでしたよ」

「そうか。個人的にすると言っても、やっぱり不満なわけね」

　と、唇を尖とがらせる。

「そう。でも、もう止めようがないから。こっちは河か川せん敷じき利用の許可をもらって、自由にやってるだけなんだからね」

「ええ、もう親父おやじが止めることはできないですよ」

　僕の言葉に美木さんは満足そうに頷うなずいた。

「ところで、愛あいさんがどこにいるか知ってます？　なんか僕に用があるって聞いたんですけど……」

「ああ、そ、それね……」

　美木さんは急に歯切れが悪くなって、鼻を指で掻かいたりする。

「ええっと……。愛ちゃんなら、川の傍そば辺りにいるらしいわよ」

「は？」

　変な顔をする。

「なんですか？　その昔のＲＰＧの村人Ａがくれる情報みたいなのは。なんでみんな断片的なんですか？」

「い、いいから！　愛ちゃんは川の方にいるの！　分かったかあ────？」

　美み木きさんは顔を赤くしながら叫ぶ。

「わ、分かりました。分かりましたから、メガホンで叫ばないでください！」

　僕はその場から逃げるように、ミステリーサークルを出ていく。仁に科しな川がわに向かって、草むらの中を歩いていく。

　歩いていくと、次第に祭の準備の喧けん騒そうが遠くなっていく。代わりに川を流れる水の音が強くなる。

　東の空に浮かぶ満月に照らされ、ボンヤリと明るい川岸。薄暗い中に誰だれかがいた。端に腰を下ろし、川に向かって足を伸ばしているようだった。僕は目を凝らし、近づいていく。座っているのは女の子。でも、そのシルエットは愛あいさんではなさそうだ。

「誰だ？」

　鋭い声が飛んできて、警戒した顔がこちらに振りかえる。恋れんだ。僕の姿を確認すると、ホッとしたように息を吐く。

「でも、どうしてショータがここに来たんだ？」

　恋は不思議そうな顔で言う。恋も文ふみ月つきと同じように、“〝ＪＰＴオンリーフォー”〟の衣い装しようを着ていた。月明かりに照らされ、白い衣装がキラキラと輝く。まるで恋自身が、光を放っているかのように。

「いや、僕は……、なんか愛さんが呼んでいる、というから来たんだけど」

「わたしもそうだぞ。姉者が、話があるというから」

　一緒になって首をひねる。美木さんの奇妙な態度といい、もしかして愛さんが何か企たくらんだのかもしれない。

「でも、丁度よかったんだ。実は私もショータに話しておかないといけないことがあるんだ。この機会に伝えておくかな」

　恋は優しげな表情を浮かべた。

「ほう。改めてなに？」

「まあ、ちこう寄れ」

　手招きする恋に近づき、僕は横に腰を下ろす。恋がやっているように、川辺に腰を下ろし、足を伸ばした。

「これ、結構、危ないな。落ちそうになるじゃん」

「だいじょうぶだ。こんな川に落ちる者などいない」

「お前、落ちそうになってたじゃん」

「そうだったか？」

　恋は笑って惚とぼけてみせる。

「で、話って？」

「うむ……そのな……えっとなんだ……」

　恋れんは口をモゴモゴと動かす。

「なんなの？　そんなに言いい辛づらいことなの？」

「ああ。ものすごく言い辛いことだ。マザーシップのことでショータにも姉者にも、もちろん文ふみ月つきたちにも言ってないことがあるんだ」

「言ってないこと？」

　うわあやべえ……、と思う僕。まさかこの期に及んで、新たな電波を発信するのかと、不安な気持ちになる。

「実はな……」

　恋は神妙な顔で僕を見た。

「今度、到着するマザーシップで私は木星に帰る」

「へえ。…………って、えええ──────────────────────────？？？！！」

「マザーシップが来ることが決まった時から分かってはいたのだが、言い出し辛くて、今まで言えなかった……」

「そ、そうなんだ」

　僕は目を瞬まばたきさせながら恋を見つめる。

　恋が木星に戻る──。

　それってつまり、どういうこと？

「だって前にも言ったじゃないか。私は任務を終えることができた。前任者から受けついだ仕事を終えた。もう、地球にいる必要はない」

「そ、そうかあ……」

　どんなリアクションすればよいのか分からず僕は戸惑っている。

「えっと、その……、木星に帰るっていうのはつまり、どういうことなの？　恋がどこかに行ってしまうということ？」

　恋はゆっくりと首を振る。

「そんなわけないだろう？　帰るのは木星人としての一ひと片ひら恋だけだ。地球人としての一片恋はここに残る」

「そ、そうだったね」

　イマイチどうなるのか理解できないまま、僕は頷うなずく。

「だが、木星人としての記憶、つまり地球人として残る一片恋には、木星人としての記憶は残ってないかもしれないんだ」

「そ、そうなの？　そういうものなの？」

「だってショータ……」

　ジッと見つめる恋に、僕は「えっ？」と首を傾かしげる。

「いや、まあいいのだ。ただ木星人がいなくなった私は、今までとは全然異なる人格の、一ひと片ひら恋れんという人間になるだろう。でも、そうなっても、ショータ、お前には一緒に仲良くやってほしいんだ。頼む。一片恋という娘は、もともと、よい子なんだ。過去に色々あって、悩んでいるところがあるかもしれないが……」

「う、うん」

「だが今なら……、木星人の私がいなくてもやっていけると思う。姉者やショータや文ふみ月つきたちがいるから」

「……」

　僕は唾つばを飲みこむ。

　本当、だろうか？　木星人の恋がいなくなるなんて、そんなことが？　ってか、そうしたら、何が起きるわけ？　恋が自称木星人じゃなくなってしまうってことか？　そんなの、ちょっと信じられないような気もする。

「それで、いつ……、いなくなっちゃうわけ？」

「マザーシップが来たらすぐに。予定では明日の夜だが、早まったり遅くなったりすることもあるだろう。でも、もう時間はない」

「そうなんだ」

「地球の調査は終わったし、私がここでやるべきことはもうなにもない。ショータ、お前に会えて本当によかった」

　恋は立ちあがる。

「お、おう……」

　不思議な気持ちで恋を見上げる。

　恋がいなくなると言われて、なぜか気持ちがそわそわとする。彼女自身の言う通り、一片恋という人物は存在し続ける。これまでと違いがあるとすれば、たぶん、彼女から木星人トークがなくなるくらいだろう。それは僕にとっては願ねがったり叶かなったりのはずなのに、なんなんだろう、この不安感は。

　僕は恋を見上げたまま、恋の大きな瞳ひとみをジッと見つめる。

「恋は……、それでいいの？　木星に戻っていいの？」

「ああ、いいんだ。もう心残りはない」

　恋は首を振った。

「そ、そうか」

「……ただ、一つだけ心残りがあるとすれば」

「やっぱりあるんじゃん！」

「ああ、一つだけな」

　恋が不思議な微び笑しようを浮かべると、川の方へ目を向けた。僕が、それがなにか訊きこうとしていると、

「さあ、戻ろう。木星人である私は手伝わなくてもいいはずだが少しはやらないと。地球人に嫌われてしまうからな」

　そう言って、手を差し出してきた。

「……」

　僕は差し出された手を握る。そのスベスベの、ヒンヤリとした感触。僕はその手をギュッと握りしめて立ちあがる。

　その時──、

　遠くでガタガタガタと機械音のような音が聞こえた。

「なんだ、あの音？」

　眉み間けんに皺しわを寄せて振りかえる。機械音と一緒に、人の怒声や悲鳴のようなものも聞こえた気がした。

　僕は恋れんと頷うなずきあうと、ミステリーサークルに向かって駆け出す。イヤな予感がする。ミステリーサークルに戻ると、美み木きさんがやぐらから下りていた。準備を手伝ってくれていた生徒たちも騒然としていた。

「なにがあったんですか？」

「なんかシャベルカーが来たみたい！」

　音のする野球場へ、美木さんと一緒に走る。

　野球場の近くは混乱状態だった。美木さんの言葉通り、黄色いシャベルカーが野球場から草むらの中へ入ろうとしていた。工事現場でしか見ないような、根こそぎ持っていけるヤツだ。横には「大おお木き工業」という文字のデカールが張られている。それを恋のクラスメイトやオカルトサークルの連中が、遠巻きに見ている。

　美木さんは躊躇ためらわずシャベルカーに接近していくと、軽やかにステップを上がって運転席に乗りこんだ。

「『大木工業』さん。これは、どういうこと？　シャベルカーを呼んだ覚えはないんだけどなあ」

　ヘルメットをかぶった運転手のお兄さんに鬼の形相を近づける。

「オ、オレは市の方から工事の要請があって、来ただけなんだけど」

　運転手のお兄さんは、慌ててシャベルカーを停止させた。

「工事？　こんな時間に何をするのよ」

「河か川せん敷じきの草を全部除去するようにと」

「ハア？　そんな工事依頼、私は出してないわよ！」

「そう、言われても……」

　シャベルカーの運転手は、美木さんの剣けん幕まくに押されている。

「私が頼んだんだ」

　河か川せん敷じきに降りる階段から、朗々とした声が飛んできた。

　ジャケット姿のその人物を見て、僕は人知れずげんなりとする。誰だれが現れたのか言うまでもないだろう……、親父おやじだ。

　親父の横にはもう一人、グレイのスーツ姿の男性がいた。頭部が寂しくなってきている満月のような丸い顔の小柄な男性。歳としの頃は六十くらいだろうか？　いつかどこかで見たことがあるような、ないような。

「市長……」

　シャベルカーの運転席で美み木きさんが忌いま々いましそうに呟つぶやく。それで思い出す。あの人は、仁に科しな市しの市長。親父のヤツ、市長とも仲がよかったのか。

「私もようやく気がついたんだ。十年前といい今回といい何が問題なのかとね。どうして、若者たちは誤った道へ進もうとするのか」

　親父は河川敷に降りると、喋しやべりながらこちらへ近づいてくる。

「そもそもこんな草地の一部が、偶然にも、意味ありげな形に刈り取られているから、若い子たちの心が乱されるんだと」

　したり顔で草はらを見まわした。

「この辺の草はら一帯を全すべて刈ってしまえば、若者たちがミステリーサークルと呼ぶ場所は完全に消滅する。つまり、二度とこんな騒ぎになることはないだろう。それが私の至った最終結論だよ」

　悪者っぽく、フッと笑ってみせた。

「お、おい本気かよ！」

　僕は親父に駆け寄る。

「親父、空気読めよ。みんなで力を合わせて準備しているのが分かるだろ？　それをぶっ壊すつもりか？」

「もう、お前と議論する時間はない、翔しよう太た。それに草地がなくても、祭くらいはできるだろう？」

　ホント、最悪だ。僕の親父。

「市長！　河川敷の使用を認めると言ってたじゃないですか！」

　シャベルカーから降りた美木さんが、市長に詰め寄る。

「う、うん。使用は認めるよ。でも、祭の運営上、ここの草むらは視界が遮られて危険があるから、刈ってもらおうかと」

「そういうのを二枚舌って言うんです！」

　ガンと顔を近づける。市長は「そんなことを言われても……」と横を向いてしまう。親父と美木さんの間に挟まれて、可愛かわいそうな感じだ。

「とにかく許可はもらってある。すぐにやって欲しい」

　親父おやじが工事依頼書をシャベルカーの運転手に見せる。市長の印鑑まで入っている。運転手が「本当に工事やっちゃって、いいんですよね？」と確認すると、市長が自信なさげに頷うなずいた。

「悪いね。こっちも仕事なんで申し訳ないけど」

　運転手は僕たちにそう言うと、ヘルメットをかぶり直し、シャベルカーを草むらに向ける。美み木きさんと僕たちは、呆ぼう然ぜんと見守るしかできないでいる。

　シャベルカーはディーゼル音を上げながら、その獰どう猛もうな牙きばのようなシャベルを草木につき立てようと進んでいく。このままではミステリーサークルを隠すように、うっそうと茂る草地は無くなってしまうだろう。ミステリーサークルは、ランドマークとしての存在意義を失う。でも僕たちはそれをただ、黙って見守ることしかできない。

「親父！」

　僕は父親に向かって叫ぶ。だが父親は険しい表情のまま、進んでいく重機を見つめるだけだった。

「くそっ」

　圧倒的な無力感に襲われ全すべて諦あきらめようとした時、

　シャベルカーを遠巻きに眺めていたみんなの中から、誰だれかが飛び出した。それはそのままシャベルカーの前に走っていくと、その前に両手を広げて立ちふさがる。恐こわい顔で運転手を睨にらみつけた。

「なにをするつもりだ！」

　急制動をかけるシャベルカーに向かって叫ぶ。

　今まで散々、なにをするかの説明があったのに、それを全くスルーしてそういう質問をするのは一人しかいない。

　一ひと片ひら恋れん。

　恋は眉まゆ根ねを寄せた怪け訝げんそうな顔で、停止したシャベルカーの運転手へガンを飛ばした。

「ここはマザーシップの着陸場所だぞ。それを破壊したら、着陸場所が分からなくなるじゃないか！」

　マジ怒りの様子でシャベルカーに向かって叫ぶ。

「工事する場所はここじゃないはずだ。よく、確認するがいい」

　シャベルカーの運転手もさすがに恋をひいていくわけにも行かず、困ったように両手を上げる。

　ザッと、僕の横にいた愛あいさんも走っていく。恋の横に並ぶのと同じように腕を組んでシャベルカーの前に立ちはだかる。

　文ふみ月つきや刑おさ部べたちも頷きあうと走った。オカルトサークルの三み島しま奈な緒おと藤ふじ琴こと音ね、恋と同じクラスの生徒たちや、他校の生徒たちも列に加わる。

　いつの間にか、シャベルカーの前に人の壁ができていた。僕も遅まきながらその列に参加する。

「こりゃ、困ったな」

　運転手のお兄さんが市長の意見を聞こうと振りかえる。そこで、また美み木きさんが運転席に乗りこんだ。

「お兄さん。今日のところは戻った方がいいんじゃない？」

「いや、しかし……。依頼があるからなあ」

「依頼書には工期は書かれてないんでしょ？」

「そりゃそうだけど……」

「だったら、無理に今日じゅうに終わらせることないんじゃない？　今度、『アンの店』に行ったら、ママにサービスするように言っておくからさ」

　美木さんは意味ありげに目を細め、「大おお木き工業さんの人なら、目の前だから通ってるでしょ？」と付け加えた。

「ママさんを知ってるの？」

「高校の同級生。今でも結構、遊んでる」

　ニッコリ笑った。



















「そうなんだ」

　お兄さんが急に相そう好こうを崩す。大人な会話過ぎてよく意味は分からなかったけど、一気に親近感を覚えたらしい。

「何をやっている！　早く、やらないか」

　親父おやじが市長と一緒に悪者風を吹かせながらシャベルカーに近づいてくる。

「そう言われても、こんなに若いのが沢山いるとあぶなっかしくて工事できないっすねえ。工事に抗議行動があるとは、聞かされてなかったから、うちに戻って社長に相談しないと、ちょっと」

「そんな待ってられない。祭は明日だぞ」

「大丈夫。河か川せん敷じきは待ってくれますって」

「！」

　ニッコリ笑うお兄さんに、親父の顔が真っ赤になる。

「もっともこの状況で無理に工事をして何か事故があっても、市長さんが責任をとってくれるというならいいですけど」

　お兄さんはチラッと市長に目配りする。

「い、いや、それはダメです」

　市長はブンブンとその丸い顔を、横に振った。

「安全第一が最優先」

「ですよねえ」

　お兄さんは親指を立てると、シャベルカーのギアをバックに入れた。バックしていくと、野球場の場所に停とめる。

「オレも明日、祭に行くから」

「歓迎するわ」

　美み木きさんも親指を立てて答えると、お兄さんはニヤリと笑う。シャベルカーを反転させて野球場を横切り去っていく。

　その瞬間、草むらの前に人の壁を作っていたみんなから歓声が上がった。横の友人たちと手を取ったりして、跳ねたりしていた。愛あいさんと刑おさ部べが手を取り合っている。恋れんは何があったのかよく分かってない雰囲気だが、三み島しまに手を握られてまんざらでもない顔をしていた。

「これでお祭できるね……」

　横で文ふみ月つきがホッとした顔をしていた。僕は「う、うん」と微妙な返事をしながら、首をクルクルと動かした。

「どこにいった？」

　親父の姿を探す。

　市長さんはシャベルカーが帰ると、しんどそうに階段を登っていくのを確認した。

　でも、親父おやじの姿がいつの間にか消えている。あんなことで諦あきらめるような人じゃない。研究だけでなく、あらゆることに執念深い人なんだ。

　ウイ────ン──。

　小型発動機の小気味よい音が響き渡る。音は草むらの前にできた人の壁の背後、草はらの中から聞こえた。

　振りかえった僕は黒い影を見つける。その影から発動機の動作音と共に何かが切り刻まれるような音が上がっていた。

　何が起きているのか気がついた僕は目を見開く。発動機の音の正体は草刈り機だ。先端で刃のついた円盤が回転して、草を刈る危険極まりないヤツ。そして、それを持つのは──、

「親父！」

　ノリノリになってきたハードロックのギター奏者のように、草刈り機を垂直に振り上げながら、回転する刃を草むらに向けていた。

「親父！」

　もう一度叫び、僕は走る。これ以上、恋れんや愛あいさんやみんなに迷惑をかけるわけにはいかない。彼を止めるのは、やはり息子である僕の仕事だろう。

　親父の近くにまでいく。早くもその辺りの草の一部は刈られた稲のようになぎ倒されていた。

「おい、親父！」

　背中に向かって叫ぶ。無視したのか、草刈り機の音がうるさいせいなのか、親父はそのまま草刈り機を稼動し続ける。

「親父ったら！」

　僕は草刈り機の前に行き、親父を睨にらんだ。ダイナミックに草刈り機を動かしている割に、表情は穏やかだ。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみは冷静、というより冷酷という表現が似合うくらいに平へい坦たんな光をたたえている。

　親父が草刈り機のクラッチを切り、ブレーキをかける。円盤の回転が止まった。

「親父、もう止やめろって。さっきも言ったけどさ。周りを見ろよ。明らかに親父、空気を読めていないぞ！」

　恋のクラスメイトたちを手で指し示して、僕は叫んだ。

「自分が何をやっているか、冷静に見えてんの？」

「……空気を読めてなかろうが、間違ったことを止めるのが私の信条だ。それが教育者としての務めだ」

「教育者かなんだか知らないけどさ、なんでこんなにみんなが集まって、準備をしているのか、分からないわけ？」

「集団洗脳されているからだ。木星人がいるという流言に騙だまされている。真実を見失っている」

「違うって。親父おやじ、分かってない。見失っているのは、そっちだろ!?」

　僕は首を横に振る。

「みんな、本気で木星人の宇宙船が着陸するなんて絶対に思ってないよ。いや、一部を除くけど……。だけど、それでもいいんだよ。みんな、木星人が降りてくるとか、そんなことがあったらいいなって、あったら面白いなって思ってお祭り騒ぎをしてるんだよ。それが分からないの？」

「分からないな。そんなことがあったらいいと思うこと自体、不毛だし無意味で、非論理的だ。なぜなら、そんなことは起こりえないからだ。可能性ゼロのことに期待することに、意味などない」

「だから言っただろ！　可能性が低いことを求めるのが面白いんだって！　なんでそれが分からないわけ？」

「その点について、私とお前が分かりあえることは永遠にない。お前が持論を論理的に証明しない限りな！」

　親父は再び草刈り機のクラッチを繋つないだ。獰どう猛もうな円盤の刃が回転を始める。刃が長い草を刈り始めた。

「だから、止やめろって！」

　背後から親父に抱きつく。腰に腕をまわす。はっきり言おう。かなり怖い。正直、草刈り機を持つ人間にすることじゃない。かなりのデンジャーだ。下手をすると親子揃そろって大おお怪け我がしかねない。

「危険だから止めるんだ」

　親父は僕を振り払おうとする。

「止めるのはそっちだ！　親父がやっていることは、単なるいやがらせだぞ。それが分かんないのかよ！」

「違う！　ただ私は社会の誤りを正そうとしているだけだ！」

　草刈り機を上に向けて叫んだ。

　どうすればいい？

　どうやったら僕は親父を止めることができるんだ？　親父は頑固だ。僕が言っていることの正しさを証明できない限り、納得するような人じゃない。

　木星人がいるとか、自分は木星人だって叫ぶことが正しいって、論理的に説明できるのか？　そんなの無理だ。僕の頭じゃ一千万回試行しても、論理的な証明解を導き出すことなんてできっこない。

「親父おやじ！　頼むから止やめようよ」

　僕は泣きそうな顔になりながら叫ぶ。

　その時──、



　星空に一筋の流れ星が流れた。

　満月の光の中であっても目立つくらいに、かなり大きく強烈に輝く流星が、西から東へ飛び去った。

　直後──、



　草刈り機のエンジン音が、

　消えた。



　親父が空を見上げたまま硬直している。眼鏡めがねの奥のあの冷酷な瞳ひとみが、カッと見開かれたまま、固まっている。

　そしてたぶんだけど僕も、同じような顔をして、星空を見上げていた。

　パカッと口を開き、ただ呆ぼう然ぜんと夜空を見つめている。

　流星が東へ消えた直後の空。

　突然、空が光った。

　青や緑、赤、黄色に、夜空全体が光を放った。そして、今も、その光は収まらず、鮮やかな光を放つ巨大なカーテンを漆しつ黒こくの空の上に垂たらしている。

　愛あいさんや文ふみ月つき、刑おさ部べやクラスメイトや他校の生徒たちも、呆然と空を見上げている。時折、風に吹かれたカーテンのように、光のひだがユラユラと揺れる。そのたびに、女の子たちから黄色い歓声が上がる。

「……こんなこと、あるんだ」

　思わず僕はポツリと呟つぶやく。

　今、目の前で起きているのはテレビや本では何度も登場する自然現象。でも、実物を見たのはもちろん初めてだ。

「そんなバカな……」

　親父がうめくような声を上げる。ドサッと草刈り機が草の上に落ちる。その横に、親父も座りこむ。

　そんな彼を、僕はシニカルな笑みを浮かべて見下ろした。

「地球の磁気圏けん内ないに溜たまった太陽風って言われている大量のプラズマが、どういうわけか大気圏に高速で落ちてくることがあるんだよね。で、それが大気と衝突して、励起されて発光するんだっけ？　でも、日本とか、この辺の緯度じゃ、あんまり見えないんじゃなかったっけ？」

　一般的に、オーロラと呼ばれる現象。

「ああ。プラズマは磁力線を伝って、磁気圏に集まってくる。磁力線をたどっていくと、大体、緯度70度くらいになるんだ」

　親父おやじは力なく頷うなずく。

「この辺の緯度は32度くらいだよね。いくら太陽風の影響が強かったからって、こんなところで見られることなんてあるの？」

「……いや、普通ない。過去には長崎で観測された例もあるが、可能性としてはかなり低いだろう。百年間で一度あるかどうかだな」

「だよね」

　僕は肩をすくめる。

「ほら。時にはこういうことがあるんだよ。揺らぎとか確率分布の端の方だって、バカにしたもんじゃないんじゃない？」

「……」

　親父は何も答えず、呆ぼう然ぜんとオーロラを見つめている。ただ、もう草刈り機を使ってどうこうすることはないような気がする。むしろ心配になってくる。自分に根本的な考え方を否定されて、ボケたりしないかと。

　ふと、僕は顔を上げる。

「あっ」

　みんながオーロラの輝く空を見上げている中、一人恋れんが、草地の中へ走っていくのが見えた。結構、必死で走っていた。

「どこに行くんだろう」

　首を傾かしげ、僕も恋を追って草の中に入る。

　カサカサという草をわける音を頼りに、僕は恋を追っていく。やがて草むらを抜けて、ミステリーサークルに出る。

　恋はやはりその中で立ち止まっていた。中央に組まれたやぐらの傍そば、色とりどりに瞬く空を仰いでいる。

　僕はゆっくりと、恋に近づいていく。

「ついに来た……」

　恋が空を見上げたまま呟つぶやいた。

「来たって、何が？」

「マザーシップだ。もうあそこまで来ている」

　恋はオーロラを指差す。

「僕にはオーロラしか見えないけど……」

「あれはマザーシップが成層圏まで来ている証あかしだ。見えるだろう、一面に広がるマザーシップの排はい気きガスが」

「一大宇宙スペクタクルを排ガス扱いするのやめようよ！」

　そんな僕のツッコミを無視して、恋れんは僕の方を向いた。

「お別れだショータ。私はこれから旅立つ」

　穏やかな笑みを浮かべて、小さく頷うなずく。

「もう行っちゃうの？　明日じゃなくて？」

「ああ。マザーシップが来てしまった以上、私は速やかに撤退する。あまり先方の手を煩わずらわしたくないしな」

　寂しげに目を細める。

「でも歓迎式典は？」

「降りてくる仲間達の為ために、私抜きでやってくれ。私はマザーシップから楽しませてもらおう」

　ニコリと笑った。

「最後になったが、……ショータに会えてよかったぞ。お陰で調査が予想以上にはかどった」

「……なにもやった気がしないけど、力になれたみたいでよかったよ」

　僕は恋とジッと見つめあう。なぜか心臓がドキドキと高鳴る。恋の顔が至近距離にあるのと、恋が帰るという不安のせいだ。

「ショータ……」

　恋は珍しく不安そうな上目遣いをする。

「なに？」

「また、お前に会うことができるか？」

「それは宇宙人として？」

「当然だ」

　首を縦にふる。

「……うん、会えるんじゃないか？」

「その時、私が別の姿をしていても、お前は私のことに気がつくか？　たぶん、一ひと片ひら恋以外の姿をしているはずなんだ」

「……たぶん」

「じゃあ、きっと私が帰還した後の一片恋も、お前のことを覚えていると思うぞ。たぶん、印象も悪くないはずだ」

「そ、そうか。それはよかった」

　恋はニコリと笑うと、小指を僕に突き出してくる。

「必ず再会すると、約束してくれるか？」

「うん」

　力強く頷うなずき、僕は恋れんの小指に自分のものを絡ませる。

「じゃあ──」

　指切りげんまん──。

　うそついたら針千本飲──ます。

　二人の声が、ミステリーサークルの中に響く。

　──！

　僕はハッと目を大きくした。何度も瞬まばたきする。電流のようなものが、頭の中を走りぬけた気がする。僕の頭に、いつか見た風景が頭に浮かぶ。十年前、この場所で、今と同じように一ひと片ひら恋と小指を絡ませる自分の姿が。

　僕は、恋と指切りをしたことがある……？

　でもどうして？　なんのために？

　記憶の糸を手繰る。次の刹せつ那な、視界がザッと開かれる。海馬の奥の奥に収納されていたなにかが、一気に頭脳の中に広がる。

「……ぼ、僕は十年前、この場所で恋とお別れをしたことがある。理由は僕が……木星に戻るために……」

　その言葉を言った時、

　恋がその瞳ひとみを大きく見開いた。

「やっと思い出したか！」

　嬉うれしそうに笑った。

「気がついていたの？」

「当然だ。ずっと待っていたんだぞ。公園のベンチでショータに声をかけられた後、すぐに私は気がついたんだ。一片恋と同一化する前、お前の体を使って地球人の調査をしていたことを！」

　恋は興奮したように叫ぶ。

「それ、本当なの!?」

「ショータが自分で思い出すのを待っていたんだ。お前は必ずまた会えると約束していたから。約束を守ると言っていたから。だからヒントだけは与えて待っていたんだ。ギリギリになって、ようやく思い出したな」

「うん……思い出したよ」

　全部、全すべて、僕は思い出した。僕がつけていたはずの「ちきゅうたんけんき」が、なぜ恋に渡っていたのか。

　恋が木星人と言うようになった理由。文ふみ月つきが“〝木星人検定”〟で満点だった理由も……。ぜ──んぶ、僕が悪かったんだ。十年前、あの時、あんなことを言ったから。しかも、理由は自分の間違いを認められなかったから……？

　いや……、

　たぶん、それは違うんだと思う。

　僕はあの時、親父おやじに言われて、それまでの考えを捨てようとしていた。地球を冒険するのも止やめた。「ちきゅうたんけんき」だって実際に捨てて、あの時以来、僕は親父そっくりな生き方をしようと心に決めたんだ。

　でも──、

　心のどこかに、惜しい気持ちがあったんだ。それまでやってきた自分を完全に捨ててしまうことに、不安を感じたんだ。このまま親父に従ってしまっていいのかって。

　だから、僕は恋れんに託した。

　自分のそれまでの考えを全すべて恋に渡した。いつか、自分がまた、昔のような自分に戻りたいと思った時のために……。

　そして実際、僕は恋と出会って、元の天あま乃の翔しよう太たになれた。その代わり、恋は十年もの間、宇宙人になっていた。僕の身代わりとして……。

「……ごめん、恋……」

　申し訳ない気持ちになりながら、僕は恋を見る。恋はある意味、自分の保険のための犠牲になったのだ。

「??　どうして謝るんだ？」

「いや、僕のせいで、恋は木星人になってしまった……」

「それは私に言う台詞せりふではないぞ。お前の前にいる私は木星人だぞ。木星で生まれた時も、ショータの中に入っていた時も、そして今も……。それに、一ひと片ひら恋の体に移ろうとしたのは、私の意志だ。ショータは関係ないだろう。しかも、彼女はそのことを了承していたじゃないか」

　恋は淡々と言う。

「……そうか。そうだったね」

「だから本当に謝るのだったら、私が木星へ帰った後の一片恋に、私の代わりに謝ってやってくれ。十年間、世話になったと……。一片恋のお陰で、地球にいた時間は楽しいものとなった。色々と不自由もしたが、一緒にいた時間はそれなりに楽しかったからな。もっとも向こうがそう思っている保証はないけどな」

　フフフと恋は楽しそうに笑う。宇宙人のウイットに富みすぎた冗談に、僕は笑うことはできないけれど。

「ああ、そうだった。これはお前に返すぞ」

「ちきゅうたんけんき」と書かれたノートを渡される。僕が十年前にこの場所で、恋に託したノートだ。

「私は任務を果たした。これから木星に戻る。お前の手から受けつがれたこのノートはもう必要ない」

　恋れんはボロボロになり、色いろ褪あせた「ちきゅうたんけんき」をいとおしげに細めた目で見つめる。

「恋……。いや、“〝＠ｑ：‥あ５６４”〟……」

　僕は僕自身がつけた彼女の本当の名前を呼ぶ。

「なんだ？」

　恋は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。その顔がものすごく可愛かわいかった。

「もしできたらでいいんだけど、マザーシップに戻る前に……、もう一度、僕の体に戻れないかな？」

　言い終わると、僕は周囲をキョロキョロと見る。

「??　どういうことだ？」

「いや、精神的な存在である君は、僕と一ひと片ひら恋、どっちの体からでも母船に戻ることができるよね？」

「ああ」

「だったら、一度、僕の体に戻って、それから帰ってもいいんじゃないかなって。手間かもしれないけど」

「なるほど……。それは可能だな」

　恋は少し考えてから、頷うなずいた。

　これはケジメだ。彼女の中から消えてしまう前に、十年前、この場所で彼女に託した自分自身を返してもらう。

「ただ、そうするのはいいが……」

　恋は少し顔を赤らめる。

「体を移るには儀ぎ式しきが必要だぞ」

「う、うん」

「当時はなんの抵抗もなかったが、地球の文化にどっぷり浸つかっていたせいで、儀式に対して羞しゆう恥ち心しんができてきたんだ」

　イジらしい目つきで僕を見上げる。

「おう。もちろん、僕だって恥ずかしいぞ……」

　言っておくが、決して下心からこんなことを言っているわけじゃない。ホント、断じてないんだ。ケジメ、ケジメなんだよ。

「でもまあ、ちょっとくらいなら」

　恋は上目遣いのまま、ボソボソと言う。

「じゃあ、するか。地球の最後の思い出としてな」

「う、うん」

　僕は恋れんと見つめ合う。

　オーロラの光に照らされ、恋の顔が赤や青に染まる。その顔に、僕はゆっくりと顔を近づけていく。

　心臓がドキドキした。血液を全身に送り出しているのがよく分かる。十年前もドキドキしたと思うが、体感的にはその時以上だ。

「じゃあ、するよ」

　恋の顔の直前で顔を近づけるのを止める。恋は「うむ」と頷うなずく。

　恋の桃色の唇に接近していく。近づきながら、ゴクッと生なま唾つばを飲みこむ。

　そして、あと数センチで重なり合う……、という時、

「あっ！」

　至近距離にいる恋の顔が、突然、空に視線を向けた。僕もガクッとなりながら、頭上を仰ぐ。

「うわっ」

　思わず歓声が漏れる。夜空が真昼のように明るく輝いているのだ。上空にあったオーロラが一際大きく、強い光を放つ。まるで天空が落ちてきているかのように、色とりどりのカーテンが降りてきていた。



















　野球場の方向から、歓声が上がっていた。

「ショータ……」

　恋れんが上を見ながら呟つぶやいた。

「タイムリミットだ」

「えっ？」

「もう、来てしまったようだ。マザーシップが……」

　僕が聞き返すよりも先に、ヨロッと恋の体が揺れる。

「ちょっ、恋！」

　慌てて支えようとしたが遅かった。恋の体は地面の上に崩れ落ちる。まるでスローモーションを見ているかのように、ゆっくりと、劇的に倒れた。ドサッと音が上がり、小柄な体が横たわる。

「お、おいっ！　どうした!?」

　慌てて恋の横にしゃがむ。恋は背筋を曲げて、猫のように丸くなって倒れている。目はしっかりと閉じられたまま。

　すぐに足音が近づいてきた。

「な、なにがあったんですか!?」

　顔を上げると血相を変えた愛あいさんが立っていた。

「急に、恋が倒れて、ってか、愛さん、どこにいたんですか？」

「そ、そんなことより、今は恋です！」

　愛さんは腰を下ろすと、恋を膝ひざ枕まくらさせた。依然として目を閉じたままの恋の顔に、耳を近づける。それからホッと、安あん堵どのため息を吐つく。

「大丈夫……。寝ているだけみたいです」

「えっ、寝てるんですか？」

「マザーシップが来ると、ものすごく興奮して、ここしばらくほとんど眠っていませんでしたから……」

　愛さんは優しげに細めた目を、膝の上の恋に向ける。

「なんだ、よかった」

　僕もため息を吐き出すと、気持ちよさそうな顔をしている恋を見つめた。

「恋、マザーシップが来たと言ってました」

「……そうですか。じゃあ確かに、来たのかもしれませんね」

　輝く夜空を見上げながら、愛さんは微かすかに笑った。

「木星人は木星に帰ったのでしょうか？」

「さあどうでしょう……」

　愛あいさんは首を傾かしげる。

「もしそうだとしたら……、私は最後にお別れの挨あい拶さつができなかったのが心残りです。一言、サヨナラを言えればよかったのに……」

「そういえば僕も、結局、ちゃんと挨拶はできなかったですよ。だって突然、行ってしまいましたから」

「それ……、本当ですか？」

　愛さんがものすごく疑うような目で僕を見た。

「え？」

「挨拶できなかったって、本当ですか？」

「ほ、本当ですって！」

「だって恋れんが倒れる直前まで……、天あま乃のくん、私の妹に、何かしようとしていませんでしたか？」

　ジッ──と見られた。

「あ、愛さん、み、見ていたんですか？」

「当たり前です！　“〝いもうとがかり一号”〟はいつだって恋を見守っている、って言ったじゃないですか」

　桃色の唇を尖とがらせた。

「そ、そうでしたね！　いや、でもあれは、別に何かしようとしたわけじゃないですよ。本当に」

「嘘うそですね。私には恋に顔をものすごく近づけていこうとしている天乃くんが見えていました。あれでなにもないなんて、信じられません！」

「あ、あれはですね、恋がマザーシップに戻るための……、ちょっとした儀ぎ式しきのようなものです」

「儀式？　ジジジジジ──」

「本当です。本当ですって！」

　糸の様に目を細める愛さんに、僕は手と首を振る。

「……本当は、天乃くん、恋とお別れの、その、キ、キスをしようとしていたんじゃないですか？　“〝いもうとがかり”〟は恋愛禁止のルールを破って」

「いや、それはちが……」

　否定しようとしていると、恋が「うん、うん」と寝言を呟つぶやいた。

「ほら、やっぱり」

「い、今のは違いますって───！」

　オーロラの煌きらめく初秋の空の下、虫の音と心地よい寝息が辺りに響き渡っている。











エピローグ







　結論から言おうか。

　本番の前日の夜になって諸もろ々もろの問題が発生した「木星人祭」だったが、結局、予定通り行われた。観客動員数は予定を大幅に上回る五千人を超え、仁に科しな川がわの河か川せん敷じきは、市民やその他多くの観光客で大いに盛りあがった。木星人饅まん頭じゆうも飛ぶように売れた。木星人丼、木星人Ｔシャツも売上上々。市からの援助凍結で逼ひつ迫ぱくしていた予算も、赤字が出ない程度に収まってくれた。

　あと、「木星人祭」、最大の目玉である「ＪＰＴオンリーフォー」のライブも、大いに盛りあがった。ミステリーサークルのやぐらを、テレビやネットで見たご当地アイドルを一目見ようという男性客が取り囲んだ。一番人気はやっぱり愛あいさん。愛さんコールが上がりまくっていた。「ＪＰＴオンリーフォー」にもかかわらず、諸般の事情により三人しかいなくてオンリースリーになってしまったが、美み木きさんのテンポのよい司会もあいまって、大盛況の中終わった。

　愛さんはもちろん可愛かわいかったし、文ふみ月つきも元気でよかったし、刑おさ部べだってマニアックなファンがつきそうな感じがした（失礼）。屋台で売ったＣＤもよく売れた。一応「ＪＰＴオンリーフォー」は「木星人祭」開催中の限定アイドルのはずだが、今後の人気によっては再結成の可能性もあるという。愛さんは抵抗しているけど。

　あと、うちの親父おやじはというと、あの後は特にアクションをとることもなく、お祭の間はずっと家でボーッとしていたようだ。まるで定年を迎えたサラリーマンがやることもなく縁側でお茶をすすっているような目をしている、というのは妹の瞳ひとみの弁。

　個人的にはこのままボケたりしたら、と心配になっている。一応、我が家の大黒柱。僕ら兄妹きようだいが学校を卒業するまでは、元気でいてもらいたいところ。



　とまあ、全体的にはメデタシメデタシな感じだけど、一つだけ困ったこともある。それはもちろん恋れんのこと。ミステリーサークルでの突然の昏こん睡すいから目覚めた一ひと片ひら恋に、ちょっとした変化が起きていた。

　しかも、予想外の方向に……。





　ある日の午後、一片家のリビングが珍しく賑にぎわっている。いつも広くてガランと、寂しい雰囲気の部屋が明るさに満ちている。声が溢あふれて、いい匂においがする。いつきても何もなかったテーブルにはクッキーが並べられた皿が置かれ、それを女の子たち＋１が囲んでいる。愛あいさんに文ふみ月つき、刑おさ部べ、そして僕だ。半日で学校が終わった放課後、僕たちは試験前だからこその半ドンという学校の心優しい意図を無視して、一ひと片ひら家けに集まっているのだ。

「それで……、どうなっているわけ？」

　文月は彼女が自作したちょっとだけスペシャルなクッキーをツマみながら、僕を見る。その横には刑部も、興味津々といった顔をしている。

「まあ、なんというか……」

　愛さんを除いて唯一人、事情を知っている僕は困った顔で隣の愛さんにヘルプを求める。だが、愛さんも僕と同じ表情で、そのチャーミングな桃の花のごとき唇をモゴモゴと動かすだけだ。

「どうしたの二人とも。まさか、なんか恋れんちゃんに深刻な問題でもあったの？　寝たまま起きてこないとか？」

　文月は不安そうな顔をする。

「いやいや、深刻っていうほどじゃないんだけど」

「じゃあなに？　どうして恋ちゃん学校に来ないわけ？」

「だから。それをこれから説明するって」

　僕はため息を吐つく。

「二人を呼んだのは恋のことを話すためです。美み木きさんにも連絡したんだけど、お仕事があるみたいで、また後日に説明、ということになりました」

　愛さんはそう言うと、僕の方を向く。

「じゃあ、恋が今、どうなっているかを、天あま乃のくんから説明していただきましょう。どうぞ、よろしくお願ねがいいたします」

「えっ？　僕っすか？」

「お願いします。だって、キーマンは天乃くんですから」

　ニッコリ笑われる。僕は愛さんのこの顔に弱い。

「分かりました」

　僕は改めて文月と刑部の方を向く。

「二人も知っての通り、恋は『木星人祭』の前の晩に倒れて以来、みんなの前に出てきてない。学校もずっと休んでいる」

　文月たちはコクコクと頷うなずいた。

「あの日の晩、何があったかというと……、簡単に言ってしまうと、恋はやっぱり木星に帰ってしまったんだ」

「はっ？」

　文ふみ月つきと刑おさ部べが意味不明という表情をする。

「あのさ。二人ともそんな顔で見んなよ。オレも完かん璧ぺきに状況を理解できているわけじゃないんだからさ」

「いやだって、木星に帰ったとか意味不明なことを言うから……」

「帰ったもなにも、恋れんちゃん、あの場にいたじゃん」

　文月と刑部はごく自然な感想を口にする。

「二人とも忘れたの？　木星人は物理的な見た目は関係なくもっと精神的なものだ、と恋は言っていただろ？　つまり、恋が木星に戻っても、地球人としての姿が消えることはないんだ」

「はあ……??」

　文月は首を傾かしげる。

「つまり……、恋ちゃんは今まで通り存在する。でも、もう自称木星人ではなくなった、ということ？」

「さすが、刑部。理解がよいな」

　僕は頷うなずく。

　実際のところ刑部の言う通りなのだ。

「木星人祭」当日の朝に目を覚ました恋は、あれだけ口にしていた木星人のことを一切言わなくなったのだ。木星の話も、ドブルデイブヤコウのことも、マザーシップの話も、通信基地の話も一切しない。それどころか、

「木星人でいた時の記憶が、全然なくなっているんだ」

「えええ？？？！！」

　文月の目が点になる。

「木星人を自称していたことも、この前の祭のことも、マザーシップのことも、通信基地のことも全部、綺き麗れいさっぱり忘れている」

「それ、記憶喪失っていうんじゃないの？」

　刑部は心配そうな顔をする。

「大丈夫。一応、病院の先生に見てもらったりもしたけど、頭に問題があるわけじゃないって」

　もっと精神的なものの可能性はある、とは言われたけどさ。

「じゃあ、私たちのことも忘れちゃったわけ？」

　文月が肩をすくめる。

「いや、人の顔と名前は一致しているみたい。ただ、一緒に何をしたとか、そういう記憶はないらしい」

「それって、忘れちゃったのと同じなんじゃ？」

「それがさ。単純に忘れてなくて、ちょっとおかしなことになっていて……」

　僕は後頭部を掻かきながら、愛あいさんを見る。

「おかしなことって？」

　文ふみ月つきは眉まゆ根ねを寄せる。

「正確には、天あま乃のくんに関する記憶のみ、おかしなことになっています」

「だから、おかしなことってなに？」

「えっと、それは……」

　僕が口を濁にごしながら頭を掻いていると、ドタドタと階段を降りてくる音が聞こえてきた。僕が「もう、来たか……」と呟つぶやくのと同時に、リビングのドアが開かれる。

　Ｔシャツに短パン姿の恋れんが、息を切らせて立っていた。そのナチュラルに露出の多い姿に、僕はドキリとする。

　恋は僕の姿を確認すると、嬉うれしそうに笑う。その笑った顔は木星人であった時となんら変わらない、純粋で無む垢くなものだ。

　そして、恋は僕に向かって叫ぶ。

「兄者！」

　──と。

「「あにじゃ??」」

　文月と刑おさ部べが訝いぶかしげに顔をしかめる。そんな二人におかまいなしに恋はダダダと走ってくると、

「また来てくれたのか。待っていたぞ」

　僕を抱きついてくる。腰に手を回してギュッと抱きしめると、頬ほおを僕のお腹なかに寄せてきた。すごいホールド感だ。

「ど、ど、ど、どうなってるの？」

　文月たちの口がポカンと開く。

「それが、よく分からないんだ……」

「木星人じゃなくなったと思ったら、今度はこうなっていたんです」

　愛さんも困ったようにため息を吐ついている。

「どうして、天乃くんがお兄ちゃんになっちゃうわけ？」

「さ、さあ」

　僕は文月に引ひき攣つった笑顔を見せる。なんとなく、僕は理由が分かるような気もするが、それは誰だれにも言っていない。

「なるほどなるほど。天乃は“〝いもうとがかり”〟改め、恋ちゃんのリアルお兄ちゃんになったんだ」

　刑部がなんだかよく分からない納得の仕方がしながら、頷うなずいていた。

「お兄ちゃんはいいんだけど、なんなの、その懐なつきようは」

　文ふみ月つきが不満そうに唇を尖とがらせる。

「それじゃあ木星人でも妹でも、状況はなにも変わら……」

　ブツブツと呟つぶやくが、急にハッと何かに気がついたように目を輝かせる。

「兄妹きようだい……ってことは、つまり、天あま乃のくんは恋れんちゃんとつきあったりすることはできないってことじゃない？」

　嬉うれしそうにそんなことを言う。

「はあ？　そもそも、元からつきあったりしてなかったけど？」

　僕は首を曲げる。

「当然です。そもそも、“〝いもうとがかり”〟であった天乃くんが、恋とつきあうなんてこと、あってはいけません。“〝いもうとがかり”〟は恋愛禁止なんですから。その鉄の掟おきては今も変わっていません」

　愛あいさんが目をキラリと光らせる。

「でも、そういう愛さんだって！」

　文月がさらによくないことに気がついたように、不敵な笑みを浮かべた。

「天乃くんが恋と兄妹ってことは、愛さんと天乃くんも兄妹の関係になるってことでしょう？」

「そうですね。そして私の方が、天乃くんより誕生日が後ですから……。私も天乃くんの妹、ということになります」

　愛さんは真顔で言う。

「ってことは、愛さんも天乃くんとつきあうの無しだよね」

「はい、一応社会通念的にはそういうことになりますが、兄弟は最初の他人という言葉がありますし、兄と妹が禁断の関係になるというのは古今東西往々にしてあることです。むしろ、恋愛の最も自然な形と言えるかもしれません。ね、お兄さま」

　そう言って愛さんは立ちあがると、恋に抱きつかれたままの僕に、肩を寄せて、流し目を送ってきた。

「は、はあ」

　冗談と分かっていながら、愛さんの扇情的な表情と長い髪から香るいい匂においに、僕のハートは年とし甲が斐いもなく（？）ドキドキする。

「なにそれ、そんなの認められないんだから！」

　文月が椅い子すから降りてくる。僕に近づいてくると、手をとって引っ張った。

「じゃあ、私も妹でいいや。歳とし下しただし」

「いや、歳下だから妹っていうのは理屈としておかしいだろう」

「じゃあ、なんだったらいいの？　娘？　それとも姪めい？」

「だからそういう問題じゃなくてさ！」

「じゃあ、わたしも天あま乃のくんの妹でいいかな」

　刑おさ部べまでが頭の後ろで手を組んでうそぶいた。

「刑部は歳とし下したどころか、僕より誕生日が先じゃないか」

「別にいいんじゃない？　天乃ガールズはみんな妹で」

「定義がざっくり過ぎる──！　ってか、天乃ガールズってなに!?」

「じゃあ、今後、私たち妹のことを幸せにしてくださいね……、お兄さま」

　愛あいさんがうっとりした顔で僕を見る。僕は「幸せにしてください」のフレーズに興奮を覚えつつ、やっぱり困こん惑わくしている。

「駄目だぞ。兄者は私だけの兄者じゃないと駄目なんだ！」

　恋れんが怒った顔で、愛さんたちをけん制する。

「ずるい、恋ちゃん！」

「そうですよ。お兄ちゃんはみんなのものなんですから」

　文ふみ月つきと愛さんが不平の声を上げると、

「いーや、駄目だ。兄者は私だけの兄者じゃないといけないんだ。だって、そうでないと……」

　そう言うと、恋は僕に向けた血色のよい口を小さく動かした。



















「！」

　ハッとした。

　ほとんど聞こえなかったが、なんとなく僕には分かったのだ。

　恋れんはたぶん、こう言っていた。

「そうでないと、また木星人がやってくるぞ、ショータ」

　と──。

　僕は見開いた目で恋を凝視する。

　だが恋は特に変わった様子はなく、愛あいさんたちに向けた顔の頬ほおを、不満そうに膨らませている。

「いや、気のせい……かな？」

　そうだ。きっと気のせいだ。

　僕は自分にそう言い聞かせると、口を小さく綻ほころばせる。





いもうとがかり　おわり











あとがき



　お久しぶりです。月つき見みです。

“〝いもうとがかり”〟はこれにて完結。や───、めでたいめでたい。もとはというと、この作品はかぐや魔王式のスピンオフとして企画されました。企画中にタイトルが“〝いもうとがかり”〟から“〝ほけんがかり”〟になったり、やっぱり元に戻ったりと、試行錯誤している内にオリジナルシリーズになっていたんですね。ナースコスプレラノベ“〝ほけんがかり”〟には未練あり。

“〝いもうとがかり”〟のストーリー上の縛りの一つに、『非科学的事件は起こさない』というのがあります。それは主人公の性格とも関係しているわけで……。その点、魔王式のストーリーと読み比べていただけると、マニアックな楽しみ方があるかもしれませんね。

　謝辞です。新たに挿絵を担当してくださった“〝おーみや”〟さま。元のイメージを壊さないまま描いて頂き、本当に感謝です。また、最終巻の発刊に尽力下さった担当のＴさま、編集長のＭさま。ありがとうございました。感謝に尽きません。

　そして……、最後になりましたが、“〝いもうとがかり”〟シリーズに最後の最後までお付き合いいただきました読者のみなさまに、億の感謝を。

月見　草そう平へい











　著者

　月見草平（つきみ・そうへい）

　　『魔法鍵師カルナの冒険』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞。著作に『魔法鍵師カルナの冒険』シリーズ、『桜乃きらほ』シリーズ、『姫宮さんの中の人』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）など。『かぐや魔王式！』でブレイク。



　イラスト

　おーみや

　　普段は漫画も描いているので見かけたらよろしくお願いします！
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